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<学習指導案の見方〉
／

1ページ目 2ページ目

Oの□○○科学習指導案 ねらいに迫るための聞き合い（関係づけ再構成する場）を

単元のどこに設けるかを考えた単元計画
1単元名○○○○○

2本単元における学びを豊かにする聞き合い

5単元構成（総時数口時間）元のねらいに気付く聞き合い

本単元における個の考えを

関係づけ・再構成する関わりを具体的に説明

3聞き合いのために

（1）子どもにつけたい態度

聞き合いを通して教科のねらいに迫るために必要な

子どもにつけておきたい（つけたい）態度についての説明

(2)子どもに共有させておきたいこと

聞き合いを通して教科のねらいに迫るために

必要な子どもに共有させておきたい要素の説明

4関係づけ再構成する手だて

教科論に基づいて個が関係づけ・再構成する

ための手だてを具体的に説明

3ページ目

6第○日授業①（第口次中△時）○の○教室

（1）本時のねらい

(2) 展開

“であう。つながる。うまれるコミュ

ニケーション”を研究テーマに実践を

積み重ねてきた4年目の発表会です。

子どもが関わりを通して学ぶ姿がは

っきりと表れるのが,指導案中の二重

枠の活動です｡複数の授業をご参観の

際には,当該箇所の子どもの様子をご

覧下さい。そして，協議会では聞き合

いの姿について意見を交換できるこ

とを願っています。

学習活動と子どもの思考の流れ 時’関係づけ再構成する手だて

1
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を具体的に説明2
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二重枠で囲まれた範囲が二重枠で囲まれた範囲が

個の思考モデル
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個の思考モデル

：f

点線枠はM点線枠は
：：

関係づける考え＃関係づける考え b百百石ひつ乙司

実線枠は

再構成された考え
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再構成された考え
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主な活動と内容 聞き合いにかかわる手だて

1000000○○○○（口時間）
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単元全体の大きなめあてを表記
※必ずあるものではない
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◆第64回教育研究発表会日程

1日目11月22日（金）

本校教育研究発表会

■全体会
◇あいさつ 学校長山本一

◇研究概要本校教諭岩崎誠

「であう．つながる．うまれるコミュニケーション」
～学びを豊かにする聞き合い～
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石川県音楽教育研究大会~金沢大会～
13:151330 15:1514:15 15:45 1635

大会行事

研究演奏

(本校体育館）

ﾉ』､学校研究授業受
付

移
動 研究協議会

(謬糠ﾗﾝ矛ﾚー ﾑ）

2日目11月23日（土）

本校教育研究発表会
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受付 昼食

生活科~幼小連携授業～※附属幼稚園でも保育公開が行われます．
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1 の3授業1の3全
体
会

｢課題別分科会｣､(附属幼稚園）

ジ文部料学省田村調査官を迎えて輔

#’!"蕊}蕊，鳶､4』箸；”，蕊“黙

受付

霊~]昼食移動 2の2授業

■全体講演会
◇講師堀公俊先生

堀公俊事務所代表，組織コンサルタント，日本ファシリテーション協会フェロー

◇演題「学び合いを促進するファシリテーションの技術」
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校舎案内図
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耐F珂而倖

全体会
講演会
(2日目昼食会場）） 体育館

幹幹ランチルーム

鴬 休憩場所

荷物預り所麦

、〃
附属幼稚園

連絡通路 附属中学校

1F

柏樹ホール

(2日目昼食会場） 鞍
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◆1日目11月22日（金）授業等一覧

授業①13:SO～14:15

授業②14:SO~休憩～15:15

授業①② 14:SO～15:15

【教科別茶話会】(15:SO～16:SO)

『氷斗HIIO エツo

超み，当日の授業そ

の樗茎の中での慨5

〈の日にF

士右1→f$-1,

石川県音楽教育研究大会～金沢大会～

授業13:SO～14:15

－4－

教科 学級 単元・頴材・冒三題 指導計
垂
『
ゴ 場 所 ページ

国語
4の1

6の1

｢どんぎつね」どんの最期について聞き合おう

｢やまなし」 十二月の谷川の様子を想像しよう

加納篤

坂井昇

4の1

6の1

14

18

社会 5の2
世界をリードする日本の工業

～東日本大震災からスカイツリーを救ったバネ～
泊和寿 5の2 28

算数
2の1

3の3

かけ算（2）～九九のきまりをさがそう～

重さをはかろう～重さのはかり方を考えよう～

木谷崇

石田美保

2の1

3の3

34

38

体育 4の2 3Gハンドボールシュートチャンスをつくる動きを考えよう 北豊 体育館 100

剖
】
ン
弓

'『△細ロ

叉7
P，

聖 学級 単元・題材・三三題 指導者 場所 ページ

国語 1の1 ｢ずうっと，ずっと，大すきだよ」大すき→ずうっと大すき 登美いづみ 1の1 10

社会 複式 火事から人々をどう守るの～消防署の役割は何？～ 澤田兼祐 複式1 24

算数 5の3 単位量あたりの大きさ（平均）～全部たす以外に方法がない？～ 福井時昌 5の3 42

理科 6の3 水溶液の性質～正体を探れ！考察編～ 小網達也 第1理科室 56

図工 5の1 糸のこドライブ・パズルに挑戦～パターンを見つけよう 11～●● 宮本美紀 図工室 88

道徳 6の2 家族でHappy～ありがとう～ 北野美紀 6の2 108

英語 3の2 わたしができること～できることを考えよう～ 堀井洋
一

3の2 114

情報 4の3 広さを調べよう 杉森慎一 4の3 120

教
b，

聖 学級 単元・顕材・主題 指導者 場所 ページ

理科 3の1 明かりをつけよう～電気を通すものと通さないもの～ 森田健太郎 第2理科室 48

教 3 学級 単元・題材・主題 指導者 場所 ページ

音楽 5の3 鑑賞で感じ取った曲想を演奏に生かそう 徳田典子 ランチルーム 78



◆2日目11月23日（土）授業・教科分科会等一覧
授業⑧9:30'~'10:15

授業④10:SO～11:15

授業⑧④ 9:SO～休憩～11:15

【教科分科会①】(11:SO～12

授業⑤1S:SO～14:15

SO)

【教科分科会②】（14：25～15:10)

生活科授業～幼小連携授業～9:SO～11 OO
●
●

生活科授業～幼小連携授業～10:SO～11:OO

－5－

学級 教
踊
和
一 単元・題材・皇

一
一悪 指導老

け
《

場 所 ページ

国語 1の1 ｢ずうっと,ずっと,大すきだよ」ずうっと大すき→ずうっと,ずっと大すき 登美いづみ 1の1 13

算数 3の3 重さをはかろう～どれだけ重い？～ 石田美保 3の3 41

音楽 1の2 はくにのってリズムをうとう 大滝菜保美 第2音楽室 72

学級 教 斗 単元・題材・主題 指導者 場所 ページ

国語 6の1 ｢やまなし」五月と十二月の谷川の様子を比べよう 坂井昇 6の1 21

社会 複式 火事から人々をどう守るの～災害時の連携って？～ 澤田兼祐 複式1 27

算数 5の3 単位量あたりの大きさ（平均）～きまりが使える場面を広げよう～ 福井時昌 5の3 45

音楽 6の3 楽しく歌おうクラスソング「夜空ノムコウ」 徳田典子 第1音楽室 84

図工 5の1 糸のこドライブ・パズルに挑戦～パターンを試行しよう 11～●● 宮本美紀 図工室 91

体育 4の2 3Gハンドボール作戦を考え連係プレーで得点を決めよう 北豊 体育館 103

学級 教 斗 単元・顯材・主顯 指導者 場所 ページ

理科 4の3 水の姿のゆくえ～すがたをかえると…？～ 岩崎誠 第2理科室 52

家庭 6の2 まかせてね今日のお弁当～今日は私が料理長！～ 中田泉 家庭室 94

学級 教 斗 単元・頴材・主頴 指導者 場所 ページ

国語 4の1 ｢どんぎつね」南吉の書いたこと書かなかったことについて考え合おう 加納篤 4の1 17

社会 5の2
世界をリードする日本の工業

～世界の希望ジャパンブランドの底力～
泊和寿 5の2 31

算数 2の1 かけ算（2）～きまりから6の段をつくろう～ 木谷崇 2の1 37

理科 6の3 水溶液の性質～正体を探れ！実験編～ 小網達也 第1理科室 59

音楽 2の3 たがいの音をきこう 笹谷真理子 第2音楽室 75

体育 5の1 身近な物を使ってパワーアップ～タオル編～ 山下亜寿佳 体育館 104

道徳 6の2 家族でHappy ～ずっとみんなで～ 北野美紀 6の2 111

英語 3の2 わたしができること～できることを紹介しよう～ 堀井洋
一

3の2 117

情報 4の3 のびゆく石川～iPadアプリ「ロイロノート」の活用 杉森慎
一

4の3 122

教
●、

己 学級 単元・題材・三三題 指導ォ
垂
『
可 場 所 ページ

生活 1の3 年長 あきとなかよし～つき組さんとつくろう！あそぼう！～ 山岸留美 ランチルーム 62

教 斗 学級 単元・願材・主頴 指導者 場所 ページ

生活 2の2 年中 どきどきわくわく平和町探検隊～めざせ!平和町博士!～ 中川好美
プレイルーム
・2の2

66



【教科分科会】(11:SO～12:30,14:25～15:10)

★生活科協議会は，幼稚園の課題別分科会～幼小連携について語ろう～と合同で，13:00～15:30に行います。

－6－

教 斗 協議題 共同研究者 研究協力者 司会

国語 文学教材を読み深める聞き合い 折川司准朝受
金沢大学

南井
金沢市

由紀教諭
立中村町小

辻口哲也輔
．金沢市立千坂小

北原剛輔
金沢市立弥生小

社会
社会科における

学びを豊かにする聞き合い
松田 洋介

金沢大学

准朝受 野崎晃教諭
金沢市立弥生小

瀬古 雅大
金沢市立緑小

教諭

算数
算数科における

関係づけと再構成
伊藤 伸也

金沢大学

准朝受 荒磯洋介教諭
金沢市立千坂小

番作剛志教諭
金沢市立菊川町ﾝ｣、

理科
感動のある理科学習を

生み出す聞き合いとは
松原 道男

金沢大学

教授 田中修介教諭
金沢市立浅野川小

平木貴裕教諭
津幡町立中条小

音楽
音楽科における

関係づけ再構成についての考察
篠原 秀夫

金沢大学

教授 日向彰子校長
白山市立蝶屋小

岡野恭子教諭
金沢市立伏見台小

図工
造形活動に活きる

コミュニケーション少は
鷲山靖教授

金沢大学

福田満佐子教諭
金沢

松浦 律子
金沢市立緑小

教諭

家庭
よりよい生活をつくり出そうとする

聞き合いとは
綿引 伴子

金沢大学

教授 橋本
金

馳 教諭
、

体育
よりよい動きにつながる

聞き合いとは
ｌｌｊ士ロ 京子
金沢大学

教授 北恵子教諭
金沢大学附属中

中村裕一教諭
白山市立松任小

道徳
道徳的実践力につながる

効果的な聞き合い
中谷昭代構擦
県教育委員会金沢教育事務所

堀岡宣克教諭
白山市立石川小

卯尾早野佳教諭
田小

情報
ICT活用による

聞き合いへの効果
加藤 隆弘

金沢大学

准巍受 角納裕信教諭
金沢市立木曳野小

飯田淳一
内澱町立清湖小

教諭

英語
｢気づき」や「思い」を深める

コミュニケーション

山本卓
金沢大学

教授

滝沢 雄一
金沢大学

准謝受

今井京櫛輪
野々市市立富陽小

吉田
内溌町立

教
■、

画 協議題 共同
■
凸

究者
４
４
９ヲ:究協力者 司会

生活
豊かなコミュニケーション力を育てる

幼小連携とは
土井 妙子

金沢大学

教授

橋本郁子
金沢市立米丸小

教諭

川士ロ
金沢

恭子教諭
市立明成小



◆全体講演会く2日目＞11月23日（土）
講演者堀公俊先生

15:20～16:50

演題学び合いを促進するファシリテーションの技術

(講演者紹介）堀公俊事務所代表，組織コンサルタント，

日本ファシリテーション協会フェロー

1960年，神戸生まれ。大阪大学大学院工学研究科修了。大手精密機器メ

ーカーにて数多くの商品開発プロジェクトに参画し，多数のヒット商品を

育て上げる。

1995年より組織改革，企業合併，教育研修，コミュニティ,NPOなど多

彩な分野でファシリテーション活動を展開。

2003年に有志とともに日本フアシリテーシヨン協会を設立し，初代会長

に就任。研究会や講演活動を通じてファシリテーションの普及・啓発に努

めている。

＜主な著書＞「ファシリテーション入門』『ワークショップデザイン』
「教育研修ファシリテーター」など多数

MEMO
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祠の1国語科学習指導案

登美いづみ

単元名大すきほんやさんをひらこう「ずうっと，ずっと，大すきだよ」

本単元における学びを豊かにする聞き合い

1

2

エルフヘの大好きな思いを叙述の中から見つけながら,想像を広げて読み深めていく
聞き合い

本教材では，飼い主の「ぼく」が犬のエルフヘの大好きな思いを回想して語っている。たとえ

エルフが太って動けなくなっても年老いても大好きなままである。しかし，その「大すき」は

変わらないのではなく，本文では「大すき」→「ずうっと，大すき」→「ずうっと，ずっと大

すき」というように明確な変化がある。大好きな思いが強くなっていく変化を，叙述を基に説

明する力を育てる。そこで，「大すきせん」を使って視覚化する。

「大すきせん」とは，心情の変化を表した心情曲線の簡単なものである。縦軸を「すき」と設

定し，横軸は時間軸とする。曲線を描き，変化をとらえやすくしたり，友だちと比較したりす

ることで，心情の変化の理由を説明したくなるように仕向ける。一人一人が聞き合いの中で自

分の言葉で表現したり，友だちの意見を参考にしたりすることで,子どもの学びを豊かにする。

S聞き合いのために

（1）子どもにつけたい態度

聞き合いの活動で自分の考えと友達の考えとを関係付けたり，自分の考えを再構成したり
するためには，子どもが意識して聞き合う必要がある。そこで，継続的に，聞き合い後に以

下の項目で自己評価させる。

○聞き合いで，今まで知らなかったことを知った。

○聞き合いで，自分の考えが増えた。

○聞き合いで，自分の考えを直した。

○聞き合いで，友だちのことをすごいなと思った。

（2）子どもに共有させておきたいこと

教材文についてイメージをふくらませた後に，「大すき」が書かれている本を「大すきほん

やさん」を開いて紹介する活動を行う。この言語活動を単元の初めに示すことで，並行読書を

を行う際，「大すき」を意識した読みができるであろう。

4関係づけ再構成する手だて

（1）既習の活用

1学期の学習「おむすびころりん」「おおきなかぶ」では，登場人物に寄り添えるようにふ

き出しワークシートを使用した。子どもは楽しみながら登場人物の言葉を自分で表す技能を身
につけることができた。そこで，この学習でも，挿絵から「ぼく」の気持ちを想像して，ふき
出しに自分の言葉で表現できるようなワークシートを準備する。「ぼく」だけにふき出しをつ

けることで，「ぼく」の気持ちの変化に焦点をしぼって考えられるようにする。

（2）関係づけさせたい事柄の意識化・焦点化
物語の筋をとらえやすいように場面ごとの挿絵を用意する。挿絵を使って話の展開を考える

だけではなく，挿絵と文を結びつけ,描かれた人物の様子や表情から,想像できるようにする。
また，絵本の読み聞かせも並行して行い，教科書にない挿絵にも触れさせ，場面のイメージを
広げる。

（3）揺さぶる発問

子ども達がエルフに対する大すきせんを考える際に，年老いたエルフを強調する発問や「ぼ

く」と家族の違いを考えさせる発問をする。エルフに対する深い愛情に気付かせることで，さ

らに活発に意見を交流すると考える。

また，子どもの様子を見計らいながら必要に応じて子どもの体験談を聞くなどしてエルフ
の老いや「ぼく」の思いへの想像をふくらませるようにする。

’

１
１
１
１
１
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5単元構成（総時数9時間）
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主な活動と内容
王
耳 き合いにかか；つる三三だて

1単元のめあてを知る（1時間）

○単元のめあてと学習の進め方をつかむ

●

｢ずうっとずずつと●●● 」は絵本にあるね

ぼくはエルフの事が大すきなんだね

･お気に入りの場面を紹介しよう

ほかにも「大すき」が書かれている本を知っているよ

自分の知っている本をみんなに紹介したいな
－

L

2

S

4

おすすめの本を紹介する「大すきほんやさん」をひらこう

｢大すきほんやさんをひらこ

う」という目的をもって「大
すき」が書かれている物語本を

選び紹介カードを書く本屋

のように本をディスプレイし

本を紹介しあう会を開き読書
に広がりをもたせる

本文の順を追って年老いてい

くエルフの様子とぼくの行動

が分かる文を探して話し合っ

ていき整理して板書していく

ことで叙述を丁寧に読み取れ

るようにする

子ども達がエルフに対する大
すきせんを考える際に エノレ

フに対する深い愛情に気付か
せることで，さらに聞き合いを
活発にさせるために年老い
たエルフを強調する発問や「ぼ
く」と家族の違いを考えさせる
発問をする

子どもの様子を見計らいなが

ら必要に応じて子どもの体験

談を聞くなどしてエルフの老

いや「ぼく」の思いへの想像を
ふくらませるようにする

おすすめの場面や好きな場面

を紹介する文を書くことを確

認する

共5可させてISきたいこと

意識化 ’
４

Ｐ
■
■
■
■
■
■蔦点化

揺さぶる§毛問

１
８

川
昇
も
１
日苦さぶる発『

意識化 ０
４

、
■
■
■
■
■
■嶌点化



6第1日授業②（第2次中3時）1の1教室

（1）本時のねらい

ぼくからエルフヘの思いを大すきせんで表しその理由を聞き合うことを通してエルフが生きて

いる時の大好きな思いを読むことができる

(2)展開

－12－

学習活動と子どもの思考の流れ 時 関係づけ再構成する手だて

1

2

8
sの場面を音読する

課題について考えてきたことを聞き合う

くエルフヘの大すきせんはどうなるかな＞

Sふり返る

○ワークシートにふりかえりをしよう '&’

瘡諏F蕉薊日
エルフの老いや「ぼく」の気

持ちについて話しえるよう

に本文の順を追って年老

いていくエルフの様子と

｢ぼく」の行動が分かる文を
板書していく

瘡認E~r蕉薊日
挿絵からうかがえる「ぼく」
の様子や気持ちに気付く事

ができるように板書の大す

きせんに照らし合わせて挿
絵を掲示する

腰きう雨堯司
年老いたエルフを強調する

発問をすることで「だって

それでも・・・」と自分の言葉

で説明したくなるように仕
向ける

○ぼくのへやでねなくちや
いけないのはなぜかな

○やわらかいまくらをあげ

るのはなぜかな

○太って動けなくなったの

にすきだったのかな

エルフは年をとって動けなくなってしまいぼくと遊べなくなってしまったよ大す

きせんは下がると思ったけど「ぼく」はもうすぐ死んでしまうと分かってからエ

ルフのことを何があっても大すきだと伝えていると分かったよ大すきせんは「ず

うつと大すきせん」に変わったよ

司

○全体で聞き合う
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･年をとってもぼくの大切なエルフだよおやすみ

ぼくがそばにいるからねしんぱいしなくていいよ
L

▼

大すきせんは下

がっていったよ

前のエルフとは

ちがうもの
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きだよ」とし

ているよ

、子つ

』

区
もうすぐ死んでし

まうと分かってい

るからだね



フ第2日授業③（第2次中4時)1の1教室

（1）本時のねらい

ぼくからエルフヘの思いを大すきせんに表しその理由を聞き合うことを通してエルフが死んで

もなお大好きな思いが強く続いていくことを読むことができる

(2)展開
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学習活動と子どもの思考の流れ 時 関係づけ再構成する手だて

1

2

8
4の場面を音読する

｡エルフはとうとう死んでしまったね

．ずうっと大すきせんはどうなるだろう

課題について考えてきたことを聞き合う

くエルフヘのずうっと大すきせんはどうなるかな＞

Sふり返る

○ワークシートにふり返りをしよう '&’

匿調E~r蕉薊日
エルフが生きている時と，死

んでしまった時とを区別さ

せるために前時までの大す

きの線を板書する

腰きう雨堯周
以下の発問をすることで「ぼ

く」の気持ちを深く考えさせ

たりぼくと家族の思いの違

いを感じ取らせたりする

○どうして「ぼく」はいくら

か気持ちが楽だったのかな

○なぜいらないといったの

かな

晨譲TE~r蕉薊日
｢ずう ジつ とず子つ と大すき

だよ」は誰に言っているのか

を問うことで誰に対しての

気持ちなのかを明確にする

死んでしまったからずっと大すきせんはなくなると思ったけど「ぼく」はエルフから

ずっと大好きでいることを教えてもらったということが分かったよだからずうっと大

すきせんは「ずうっとずっと大すきせん」に変わるんだよ
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･大切にするよこれからもずうっとずっと大すきだよ

･安心してねずっと僕の心の中にいるからね

もう死んでしまった

から大すきでは
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ても大すきなことが

伝わるからだね



4の1国語科学習指導案

1単元名読んで考えたことを聞き合おう「どんぎつね」

2本題材における聞き合い

加納篤

主体的に言葉の力を活用しながら受けとめ合った読みを関係づけごんの気持ち
や行動の意味を中心に作品世界を再構成していく聞き合い

「どんぎつね」を読んで考えたことを発表し合い，全文を概観させる。その際，一人一人の感

じ方の違いから，子どもとともに課題を作っていく。子どもにとって解決すべき課題を，与えら

れたものではなく自分達で解決したい課題であり，作品全体を見通してつながりのある課題にす

ることで，聞き合う価値と必要感を持たせることができるからである。

課題解決の過程では，「どん」の気持ちの変化や行動の意味，情景などについて，言葉の力の

一つである「場面の移り変わりに注意しながら，叙述を基に想像して読む」を用いて読ませる。

その際，課題に対する互いの考えの根拠を聞き合わせる。表出された読みを関係づけることによ

り，一人で読むよりも豊かに読み深めることができるからである。子どもは課題解決のために，

「自分の考えを分かってほしい」「他の考えを分かりたい」と願い，何度も叙述を読み直すこと

になる。

また，第三次では，各自が並行読書してきたきつねの登場する本を紹介し合い，読み合う。こ

れは，目的に応じていろいろな本や文章を選んで読むことにつながる。

このように，互いの読みを聞き合い，聞き合った事を基に読み直すことを繰り返す中で，言葉

の力は育まれ，言語感覚も磨かれていく。

S聞き合いのために

（1）子どもにつけたい態度

理由や事例などを挙げ，筋道立てて話したり，質問や感想，うなずきなどの反応を返しなが

ら聞いたりするように心がけさせる。また，読みの違いが自分の読みを豊かにすることを前提

に，共通点や相違点を見つけながら話し合おうとする態度もつけておきたい。

（2）子どもに共有させておきたいこと

言語知識としては，主人公の気持ちは言動や情景描写から想像できること，行動には理由や

思いがあること，五感を働かせて読むと想像がふくらむこと，別の言葉に置き換えることで，

その言葉でしか表せない内容を見つけることができることなどを共有し，共通の既習として活

用させたい。

言葉の力を意識した単元のめあてとしては，「読みが深まる体験の実感」を共有させたい。

他の読みとの比較や読み直すことにより，疑問が解決したり新たな疑問が生じたりすることが，

主体的な聞き合いの原動力になる。

4関係づけ再構成する手だて

（1）既習の活用

既習の場面と関係づけて考えやすいよう，学習履歴を教室掲示する。また，「モチモチの木」
や「白いぽうし」等の学習で身に付けた言葉の力を生かして，叙述を基に「どん」の気持ちの
変化や行動の意味を想像させる。

（2）関係づけさせたい事柄の意識化・焦点化

場所や時間を問うたり，ごんの行動を取り上げその意味を尋ねたり，読み取れるごんの性格
を挙げその根拠となる叙述を探させたりすることで，子どもの読みの再構成を促す。また，『き
つねのおきやくさま』と比較させることで，主題に迫らせる。

（3）揺さぶる発問

子どもの思考に寄り添い，その時点で矛盾をはらんだ問いを投げかけることで，積み上げて
きた読みを揺さぶる。揺さぶられた子どもは，折り合いをつけようと読み直したり聞き合った
りして，再構成することになる。

－14－
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ｑ
一
・
一 三な活動と内容

ヨ
モ
卓；き合いにかか；つる三三だて

1学習の見通しを持つ(3時間）

○全文を通読し感想を書く

○感想を基に全文を概観し課題を作る

○課題に対し自分の考えを持つ

2課題を解決する（6時間）

○場面1（どんの人物像）を読む

いたずらばかりしているきつね

ひとりぽっちの小ぎつね

･いたずらするのが楽しいきつね

うなぎに首をまきつけられてちょっとまぬけなきつね

･兵十にとってはいすっとぎつねめ

○場面2（情景とごんの後悔）を読む

｡見え始めてから通った後まで見てたからずっと隠れて
いた

｡景色のことを詳しく書いてあるから長い間待っていた

なんでそんなに長い間隠れていたんだろう

｢ちがいない」とか「だろう」ってことは本当はどう

か分からないと思う

でもごんにとってはそれが本当のことなんだ

･兵十の顔が変わっていたのがショックでそんなふうに

しか考えられなかったんだと思う

○場面3（償いへと向かうごんの心情の変化）を読む

･夢中でやったからかけもどったんだと思う

･今までそんなことしたことなかったから

．それなのに兵十に迷惑をかけてしまった

｢しまった」と思ったごんは次からくりにしたんだね

○場面4（兵十の言動が気になるごんの心情）を読む

･話の続きが気になったから逃げなかったんだ

･本当は見つかりたかったのかも知れないな

もし振り向いたのが兵十だったらわざと見つかった
かもしれないね

でもぬすっとぎつねめって思われてるよ

なんだかごんがかわいそう

○場面5（兵十への思慕）を読む

･兵十のためにいっぱい時間を使ってるうちにごんの中

では友達みたいになっていたんじやないかな

･兵十のかげぽうしをふみふみ行ってるのは親子みたい

．気づいてほしかったんだと思うだって神様の仕業って

言われて「引き合わないなあ」って言ってるから

○場面6（最期の時のごんの心情）を想像する【本時】

．分かってもらえて嬉しかったのかな

｡それだったら兵十を見てうなずくんじやないかな

･死にそうで目も開けられなかったんだ

3比べ読みをし次の読書へつなぐ（3時間）

○「きつねのおきやくさま』を読み「どんぎつね」との共

通点・相違点について話し合う【本時】

○きつねの登場する本を紹介し合う

○紹介された本を読んで感想を交流する

自分の読みを発言し他の読み

と関係づけることで読み深め

ていくことを共有し学習の計

画を立てさせる

初発の感想を場面毎に板書に位

置づけ感想を交流し合う中で

子どもと課題を作り共有する

初めの1時間のみ一人学習の

時間を設定し個別に支援する

が以降は家庭学習で自分の読

みを持たせた上で次の課題に

ついて話し合わせる

子どもの読みの実態に応じて

必要ならば以下のような発問

をする

○ごめんなさいの気持ちが強

いとかげをふみふみなんてす

るかな？

○引き合わないと思ったのに

なぜ今日も償いを続けた
の？

○なぜ今日に限ってうちの中
へ入ってしまったんだろう？

○からつと晴れる前ごんは

どこで何をしてたの？

○おっちょこちょいなごんだと

分かるところはどこ？

○うなぎを放り投げないで葉
の上にのせておいたのはな

ぜ ？

○小さな変化にも気づける想
像力豊かなごんだと分かる
ところはどこ？

○償おうって思ったのはいつ？

○どんはどんな話が聞きたく

てついていったんだろう ？

学習履歴を教室掲示し後悔か
ら共感償い思慕へと変化し

ていくごんの思いや情景描写

どんの人物像などを関係づける

手がかりにする
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6第1日授業①（第2次中6時）4の1教室

（1）本時のねらい

利己的だったごんが利他的行為に目ざめたときに殺されてしまう悲劇と誰とも通じ合えない

孤独だったごんが兵十に分かってもらえたうれしさを叙述を基に読みとることができる

(2)展開

学習活動と子どもの思考の流れ 時 関係づけ再構成する手だて

1場面6を音読する 5

2課題について考えてきたことを聞き合う

＜ぐったりと目をつぶったままうなずいたごんはどんな気持ちだったか＞

○班ごとに聞き合う10

悔しい気持ちが強いとうなずいたりしないからやはり嬉しかったんだと思う

ひとりぼっちで生きるより死ぬけど分かってもらえる方がよかったんだな

Sふり返る

○作者新美南吉は「どんぎつね」にどんなメッセージ

をこめたのか

○今日までの学習で分かったことをふまえて自分の

考えをノートに書く

－16－



フ第2日授業⑤（第3次中1時）4の1教室

（1）本時のねらい

「どんぎつね」を外から眺めることで新美南吉の創作部分と書かなかった結末を知り主題に

ついて思いを馳せることができる

(2)展開

参考文献：あまんきみこ『きつねのおきやくさま」株式会社サンリード1984

－17－

学習活動と子どもの思考の流れ 時 関係づけ再構成する手だて

1課頴について考えてきたこと左聞き合う '51
＜作者新美南吉は「どんぎつね」にどんなメッセージをこめたのか＞

･いたずらばかりしていると殺されちゃう

･人間は結局分かり合えない

2『きつねのおきや<さま』を読む

○同じきつねが主人公の話と比べて共通点と

相違点を見つけよう

Sふり返る

○今日の学習で分かったことをノートに書く

･同じきつねが客場する話でも随分印象が違う

んだな比べて読むと別の見方ができたぞ

’

10

5

10

10

震諏F蕉薊日
同じ神様でも自分のことを神様みたい

だと認められたきつねと自分の償いに

気づいてもらえず神様のしわざだと勘

違いされたごん

同じ死ぬにしても恥ずかしそうに笑っ

て死んだきつねとぐったりと目をつぶ

ったままうなずいただけで死んだごんに

気づかせ「どんぎつね」の悲劇性に浸

らせる

鳫舌亙る勇司
小さいお墓を作って涙を流してくれる後

日談のある『きつねのおきやくさま』と

青い煙が筒口から細く出ている描写で終

わる「どんぎつね」を対比し兵十の母の

葬式を見て「悪さをしなくなりました」

で終わる口伝に後半部分を創作した新

美南吉の意図を考えさせる

○「どんぎつね」の元になった「権狐」

という口伝ではごんは鑿たれなか

ったんだよ
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心が通じ合うことの難しさとだからこそ分かろうと努力することの大切さを伝え

たかつたんじゃないかな南吉さんもごんみたいに寂しかったのかもしれないな



6の1国語科学習指導案

1単元名作品の世界を深く味わおう「イーハトーヴの夢」「やまなし」

2本単元における学びを豊かにする聞き合い

坂井昇

場面を比べて読んだり作品を比べながら読んだり作品と作者を重ねて読んだりし
て気づいたことを関係づけることを通してより豊かな作品の読みへと再構成して
いく聞き合い

「けれども，わたくしは，これらのちいさなものがたりの幾きれかが，おしまい，あなたのす

きとおったほんとうのたべものになることを，どんなにねがうかわかりません｡」童話集「注文

の多い料理店」の序文である。

賢治の作品は童話であるが，「イーハトーヴの夢」にも書かれているように賢治の思いや願い

が伝わってくる作品が多い。そのため，本単元では子どもが作品から登場人物の気持ちや場面の

様子だけを読み取るのではなく，作品に込められた賢治の思いや願いを受け取ることまでをめざ

したい。特に「やまなし」は作品からだけでは，賢治の思いや願いが伝わりにくい作品である。

そのため，場面を比べることや他の作品と読み比べること，「イーハトーヴの夢」で学習した賢

治の生き方や考え方と重ねて読むことで，より豊かな読み取りへとせまりたいと考える。

3学びを豊かにする聞き合いのために

（1）子どもにつけたい態度

同じ作品を読んでも，その作品から伝わってくる賢治の思いや願いは読み手の言語経験や生

活経験によって異なってくる。そのため，自分とは違った解釈であっても友達の考えを否定す

るのではなく，尊重し聞き合うことで自分の考えを再構成し豊かにしていこうとする態度をつ

けていきたい。

（2）子どもに共有させておきたいこと

子どもは，これまでに作品の登場人物と自分とを重ねて読むことは経験しているが，作品と

作者とを重ねて読むという学習は初めてである。そのため，本単元では「やまなし」を読んで

「これまでの作品とは違う，よく分からない不思議な作品だ｡」という子どもの思いから学習

を始めたい。そして，その思いを生かしながら「やまなしを深く理解するために作者と重ねて

読もう」という単元の見通しをもち，「イーハトーヴの夢」の読み取りや「やまなし」の再読

へと学習を進めていきたいと考える。

4関係づけ再構成する手だて

（1）既習の活用

作品と作者を関連付けた子どもの考えを関係づけ再構成していくことができるように，「イ
ーハトーヴの夢」でまとめた年表を掲示し，賢治の生き方や考え方をいつでも振り返ることが
できるようにする。また，いろいろな賢治作品を教室に置き，単元の中で並行読書を進めてい
くことで，作品と作品とを関連付けた考えも関係づけ再構成していくことができるようにした
いと考える。

（2）関係づけさせたい事柄の意識化・焦点化
2次では，五月と十二月の場面を比べて読み取る学習を行う。その際，それぞれの場面の様
子を漠然と想像するのではなく，観点を決めて場面の様子を想像し，場面を比べさせたい。そ
の観点についても,何を観点にすれば場面を比べたり作者と重ねたりできそうかを，子どもと
考えながら決めていきたい。

（3）揺さぶる発問

2次の最後には作品と作者とを重ねて読み，「やまなし」に込められた賢治の思いや願いを
読み取る学習を行う。子どもは1次で学習した賢治の生き方や考え方をもとに，考えを関係づ
け再構成するが，より賢治の思いや願いを焦点化するために，「どうして『やまなし』という
題がついているのか」と問いかけ，十二月の世界に込められた賢治の思いや願いに着目させた
いと考える。
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5単元構成（総時数11時間）

－19－

主な活 力と内容
図
宇
醒H去合いにかか；つる三三だて

1作者や作品を知り単元の見通しをもつ（4時間）

○「やまなし」の感想を交流し学習の見通しをもつ

･今まで学習した物語とずいぶん違う不思議な作品だ

｢クラムボン」や「イサド」って何だろう

．何だか深い意味がありそうだけど今までの読み方では十分

に読めない作者と重ねて読むことで賢治からのメッセー

ジを受け取ろう

○「イーハトーブの夢」から宮沢賢治の人物像を読み取る

･賢治のしたこと考えたこと作品を年表にまとめよう

･童話や詩に賢治の夢や理想が込められているんだな

○「雨ニモマケズ」「注文の多い料理店」「どんぐりと山猫」

を賢治との重なりを見つけながら読む

．「雨ニモマケズ」はみんなのためになりたいという賢治の考
えと重なるよ

｡｢注文の多い料理店」も自分勝手な紳士を懲らしめている所
が「人間も動物もなかよくしてほしいと」いう賢治の考え

方と重なるんじやないかな

．「どんぐりと山猫」の「いちばんばかでめちやくちやで～」

と「雨ニモマケズ」の「デクノボー」も重なるよ

2「やまなし」を賢治と重ねて読む（4時間）

○五月の谷川の様子を想像して読む

･最初は暗かったけどクラムボンが最後に笑ったら日光の黄
金でぱっと明るくなったよ

クラムボンは死んだり殺されたりするし魚はかわせみに

食べられるよ

･かにの兄弟はクラムボンや魚の話をしているかわせみが来

た後はこわくてぶるぶるふるえているよ

･谷川の様子は明るくてきれいなのにクラムボンや魚が殺
されるこわいことが起こっているかにの兄弟のこわい気

持ちも伝わってくる

○十二月の谷川の様子を想像して読む【本時】

･十二月の光は月光水晶や金雲母や波の青白い炎もきれい
･生き物はかにの親子しか出てこない死んだり殺されたり

も出てこないよ

かにの兄弟はあわでけんかになりそうでもやまなしが落
ちてきたらおどるようにおいかけたりお酒を楽しみに

したりしているよ

･谷川の様子はきれいで静かかにの親子の楽しそうな気持
ちが伝わってくるよ

○五月と十二月を比べて読み作品に込めた賢治の思いや願

いを想像する【本時】

･谷川の様子は五月は日光で明るく十二月は月光で美しいよ

．出来事やかにの気持ちからは五月は自然や現実のきびしさ

十二月は自然がくれる喜びや楽しさが伝わってくるよ

･題名が「やまなし」になっていることも賢治の思いや願い

を考える手がかりになるよ

自分に伝わってきた賢治の思いや願いを聞き合おう

S紹介したい賢治作品のブックポスターを作る（3時間）

○紹介したい賢治作品のブックポスターを作り交流する
．「ゆきわたり」のポスターをかいたよ賢治の理想の世界み

たいに人間もきつねもみんななかよくしていたよ

｢これまでの作品とは違うよ

く分からない不思議な作品だ」
等の子どもの初発の感想を生

かすことで作者の生き方や考
え方を重ねて作品を読む必要

感や見通しをもって「イーハト

ーブの夢｣の学習や｢やまなし」

の再読へと学習を進めていく

賢治のいろいろな本を教室に

置き並行読書を進めていくこ
とで賢治の作品や考え方につ
いてより広く知ることができ

るようにする

色・出来事・かにの様子などの

観点を決めて読むことで五

月と十二月を比べて読みやす
くする

五月・十二月の様子を自分の言

葉で短くまとめさせることで

友達と自分の共通点や相違点
を意識し関係づけ再構成がで
きるようにする

底
賢治の年表を活用し「やまな
し」と「イーハトーヴの夢」の
賢治の生き方や考え方を重ね
て考えることで作品にこめ

た賢治の思いや願いを考える
ことができるようにする

共5写させてISきたいこと

意識化・焦点化

意識化 ｊ
４睾点化

習の活用



6第1日授業①（第2次中3時）6の1教室

（1）本時のねらい

叙述をもとに色・出来事・かにの様子や気持ちなどの観点から十二月の谷川の様子を想像して

読み取り自分の言葉で短くまとめることができる

(2)展開

－20－

学習活動と子どもの思考の流れ 時 関係づけ再構成する手だて

1本時の課題をつかむ

･五月の谷川は日光で明るかったけれどかにの兄弟はこわ

い気持ちになったよ

･十二月の様子は五月とは変わっているよ

Sふり返る

5

＜十二月の谷川はどんな様子かな＞

･十二月の谷川の様子は五月とずいぶん違っていたよ

･五月と十二月を比べて作品にこめた賢治の思いや願いを

考えよう

底
前時までの学習履歴を提示

することで五月との変化を

比べやすくする

20

匿認E~r蕉薊日
五月と共通した観点で想像

することで五月との共通

点や相違点を意識すること

ができるようにする

15 厩雪而吾詞
自分や友達の五月のまとめ

を参考にすることで十二

月の様子を自分の言葉でま

とめやすくする

晋の活用

2課頴についての考え害聞き合う

○いろいろな観点から十二月の様子を想像し聞き合う
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青白い波がきれいな水の中

でかにの親子のうれしそう

な様子が伝わってきたよ
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水の中の｢静力写
▼

な様子や

かにの親子の「楽しい」よ

うすをまとめて「平和」と

いう言葉を使って表せるよ

、

冬

」

十二月は月光のきれいな光の中で冷たくて静かな様子だやまなしがかにの親子を

楽しい気持ちにしてくれている十二月の様子を「冷たくて静かだけど楽しくて

平和な世界」という言葉でまとめたよ



フ第2日授業④（第2次中4時）6の1教室

（1）本時のねらい

五月と十二月を比べることや題名の意味を考えることを通して賢治の作品に込めた思いや願い

を想像することができる

(2)展開

－21－

学習活動と子どもの思考の流れ 時 関係づけ再構成する手だて

1本時の課題をつかむ

･色や出来事かにの様子などの観点で五月と十二月の様子

を想像したよ

･それぞれの様子を自分の言葉でまとめて聞き合ったよ

4ふり返る

5

前時までの学習履歴を提示

することで五月と十二月を

比べやすくする

＜五月と十二月を比べて読み賢治の伝えたいことを考えよう＞

｢やまなし」と賢治の思いや願いが重なったよ

自分が選んだ作品にも賢治を重ねてブックポスターを

作ろう

25

匿諏F蕉薊日
比べる観点を明確にするこ

とで五月と十二月を比べや

すくするまた短い言葉に

まとめて比べることで場面

のイメージを明確にするこ

とができるようにする

10

羅恵弓堯周
「どうして『やまなし』とい

う題がついているのか」と発

問することで十二月に着目

し賢治の思いや願いを考え

ることができるようにする

厩雪而活司
賢治の年表を活用し十二月

の場面と「イーハトーヴの

夢」の賢治の生き方や考え方

を重ねて考えることができ

るようにする

｡’

既習の活用

五月は自然や現実の厳しさを十二月は楽しさや喜びや心の通じ合いを表していたよ

賢治は題を「やまなし」にすることで十二月と自分の理想を重ねていたよ

〆

’

2 課題についての考えを聞き合う

○五月と十二月でどんなことが対比されているかを聞き合う
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S五月と十二月の対比に賢治を重ねて読む
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学習指導案

ー

人
云社 科

型

｡

I
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複式学級社会科学習指導案

1単元名火事から人びとをどう守るの

2本単元における学びを豊かにする聞き合い

澤田兼祐

調査で知った関係諸機関のはたらきと人々の工夫や努力やそれらに対する考えを
関係づけてとらえ再構成していく聞き合い

複式学級では，今年度1学期に健康なくらしを守る仕事の単元で，ごみ処理や浄水場のはたら

きについて学習した。これに続いて，安全なくらしとはどのようなものかを考えることから学習

を始めていく。この単元では特に火災が起きた場合に，消防署や消防団などがどのような活動を

しているのか，どのようにそれぞれがかかわり合って連携をしているのかについて調査を進め，

理解を深めていく。そのように学習する中で，住民の願いやそれに応える消防署のはたらきを理

解し，自分ができる防災活動にも意識を向けられるようにする。消防に関する一つ一つの活動が

関係性をもってつながっていることを，その目的や効果に着目してとらえさせることで，活動の

理解という知識の習得だけに終わらないようにする。各組織の活動目的から個々の社会事象をと

らえた考えを関係づけていくことで組織の優れた連携に対する理解を深め，個々の考えを再構成

することで，安全なくらしを守る活動への理解を深めることにつなげられると考える。

s聞き合いのために

（1）子どもにつけたい態度

この単元では，単元を通して知っていることや調べてきた事実をより身近にとらえて理解す

る態度を求めていく。火災に備えた設備を見つけたときに，そのはたらきだけを理解するので

はなく，設備がなかったらどうなると予想されるか，他の設備や活動とどうつながっていくの

かを予測させ，さらに調べさせていく。このような予測と調査を重ねていく態度をもたせるこ

とで，事実と事実を関係づけてとらえられるようになる。

（2）子どもに共有させておきたいこと

学習に際して，映像資料や消防署見学，インタビューで知った事実を学習の端緒とする。ま

た，情報が不足した場合に教科書などの資料を用いて事実とそれに対する理由や根拠を見つけ

出す活動を行う。

（3）実生活に生かす発展的な活動

火災について学んだことを身近に起きるかもしれない事実とらえ，それに対して自分ができ

ることを考えさせる。導入で示される写真で火災の恐ろしさを自覚させ，それを防ごうとした

り，備えようとしたりする実践的態度の育成を図っていく。

4関係づけ再構成する手だて

（1）事実がもつ意味について考えさせる

子どもに疑問をもたせる資料の提示を行う。その資料から数多くの気付きを出し合わせ，そ
れらの関連を考えさせる。資料は火災の現場写真など子どもが興味をもつものを選択する。ま

た，気付きで出された事実の理由や根拠を示す資料や説明を見つけ出し話させる。そうするこ
とで，一つの事実を聞き合いで理由や根拠を持った事実としてとらえられるようにする。

（2）観点を明確にして，話をさせる

板書の際に，子どもの考えと事実を併記することを重視する。そうすることで視覚的にも自
分たちが何について話し合っているのか迷いをもった時に話題を思い出しやすくしたり，課題

解決の方向に対して話がずれていないか判断して方向性の修正をしやすくしたりする。

（3）考えを比較して，よりより判断をさせる

数々の消火・防火設備や消火・防火活動などに対して，その目的や効果を知ることで設置者
の意図や設備同士，設備と活動の関連を探ることができるようになる。そのように複数の事

実･資料から判断したことを聞き合わせることで,単一の見方から事実をとらえるのではなく，

多角的な見方で事実をとらえられるようになっていく。複数の事実を知った上で，自分個人が
どのように生活することが，安全なくらしを支えているのか考えられるようにしていく。

－24－



5単元構成（総時数11時間）
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皇
一
コ
垂
も 】と内容 聞き合いにかか；つる二皇だて

1学習問題をつくる（1時間）

○火事の写真や資料からわかることを話し合う

･火事は大事なものを壊す怖いものだなあ

･消防車が高くはしごをのばして放水しているよ

･金沢の原因で最も多いのが放火だけど全国も同じかな

○学習問題をつくる

･火を消すために消防士はどんなことをするのだろう

･火事をいち早く察知するためにどんな設備があるのだろう

2火事の備えを調べる(9時間）

○課題に対する予想と見学の計画を立てる

･いつ火事が起きても素早く出動できるように何か工夫

があるのだろうな見学で聞いてきたいな

119番は消防署にかかってそこから消防車が出て火を

消すのかな

･町の人との連携をしているのかな間いてこよう

○消防署見学を行う

･火事の現場に素早く到着できるように中央司令室から現

場に一番近い消防署に指令が出ているのだな

･消防士は交代制で休憩を取っているんだね

○見学で知ったことをまとめる【本時】
･消防車が何台もあったよ

･耐火服を着る時間を短いから出動が素早くできるのだね

○消防署のはたらきを理解する【本時】
･通信司令室からいろいろなところに指令が出ているね

･水道局やガス会社にも連絡を届けることが大切なんだね

○災害を予防する消防署のはたらきを知る

普段から出動に備えて道具や設備の点検をしているのだな

･地域の防災訓練に参加して消火体験をさせてくれたり

予防に大切なことを教えてくれたりするんだね

○学校にある火事に備えた設備を調べる

･火災探知機が各部屋にあったよ

･火事を発見すると職員室に情報が集まるよ

○地域にある火事に備えた設備を調べる

･街角に消火器がおいてあったよ

･消火器があれば小さな火は自分たちで消せるね

○消防団の活動を知る

・自分たちの町を守りたいという思いをもっているのだな

｡火事ばかりでなく土砂崩れなどの災害が起きたときには

多くの消防団が協力して人を探すことをしているのだね

○火事などの災害に対する家庭の備えについて考える
･火事が起きたらまず安全なところに避難するね

･避難するときには大切なものだけもっていくのだね

･怪我を治療するためのものを準備するといいのだね

3調べたことをまとめる（1時間）

○学習問題に対する答えをまとめる

･火事が起きたときになるべく早く消火するために消防署

を中心として多くの機関が協力していたよ

｡自分の身を自分たちで守るために災害にあったときのこ

とを家族で相談したいな

火事から人々を守るために消防署や町ではどのような活

動をしているのだろう

火災現場の写真を読み取ること

で火事の怖さを知り火事を防

ぐために自分がどうすればよい

か進んで考えたいという意欲を

もたせる

見学で知ったことについて個々

の役割を明確に話させ写真資料

を活用することで諸機関の協力

体勢の理解をしやすくする

連絡・消火・補助といった観点別

に板書に位置づけることで活動

の関連とその目的をとらえられ

るようにする

それぞれの設備を防ぐ、・消す

逃げる．知らせるなど目的別に分

類させどれも火事に備えた設備

であると理解させる

板書で個々の活動とその効果に

ついて関連付けてまとめ家族や

地域の安全の視点をもって災害

からの避難を考えられるように

する

1
消防署など行政の取り組みと個

人の取り組みを分けさらに火災

の予防と火事にあったときの4

つの場合に分けて整理させるこ

れにより自分ができることを考
巽

ズー 行動できるようにその活動

を促す

出
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6第1日授業②（第2次中4時）複式1教室

（1）本時のねらい

見学で知った火事に備えた工夫を発表し合い短時間で準備ができる消防署の取り組みを知る

(2)展開

－26－

学習活動と子どもの思考の流れ 時 関係づけ再構成する手だて

1課題を知る ’5 ’
＜すばやく消火するために消防署ではどのような工夫をしているのかな＞

2調べてきたことを班で観点別にまとめる

○火事をすばやく消すために消防署でどんな工夫を見て

きたか

･出動がすばやくできるように訓練をしているそうだよ

･中央司令室にまず情報が入りそこからいろいろなところ

に連絡をしているよ

4ふり返る

･普段から火事に備えて訓練をしているから火事で出動す

る時にあわてないのだな

｡連絡を受けてから5分くらいで到着するのをめざしてい

るなんて安心だな |I

火事の現場に素早く向かえ

るようにすることいつ火事

が起きても対応できるよう

にすることなど消火のため

の取り組みを付簔とホワイ

トボードで分類できるよう

にする

EI=Lﾓー話舂き荘司
子どもの発言を板書で分類

することで発言に連続性を

もたせその観点に関する考

えを関係づけられるように

する

尿i三ﾗﾗ而房冤苦を詞
複数の観点から消防署の取

り組みをとらえることでい

くつもの工夫がすべてなる

べく早く消火するために行

われていることが理解でき

るようにする

火事の現場になるべく早く到着し消火活動ができるように出動にかかる時間や現

場で準備にかかる時間を短くするため訓練や建物の工夫があった

に
I■■

車
１ ･実か句jつ意床について考えさせる

戸
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L

学級で消防署の工夫についてまとめる
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フ第2日授業④（第2次中5時）複式1教室

－27－

通信司令室を中心とした連絡の仕組みをその目的と効果を関係づけてとらえ諸機関のはたらき
について関連させてまとめることができる

学習活動と子どもの思考の流れ 時 関係づけ再構成する手だて

1課題を確認する

○火事が起きたときどこに連絡すればいいのだろう

･消防車の出動のため消防署に連絡しなきゃいけないね
● けが人を運ぶため救急車にも連絡するよ

5

＜すばやい消火のためどのような機関が活動しているのだろう＞

2課題について調べグループでまとめる

〆

○どのような機関が活動しているか調べよう

･連絡はまず通信司令室に届くよ

･消防車も救急車も消防署にあったよ

S調べたことについて考えを出し合う
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○119番でつながる通信司令室を中心とした仕組みの優

れているところはどんなところだろう
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もし119番以外にも

連絡が必要だった
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･消火に機関が必要だけどうまく連携していて安心だな

ノ

|‘’

罫石弓調Eろ両著冠圃
連絡・消火・補助といった観

点別に板書に位置づけるこ

とで活動の関連とその目的

をとらえられるようにする

庫雲弼冒ﾗ認E弓両署冠詞
各活動の関連を地域の住民

の立場から考えさせ安全な

町づくりのための連携の工

夫ととらえられるようにす

る

119番でつながる通信司令室を中心とした仕組みのおかげで連絡するところが1ケ

所ですむ手軽さばかりでなく多くの機関が協力して消火に向けて活動できるとい

う大きなメリットがあった

Ｅ
二
二事

消火するだけでなく交
乙

通整理など消火の助けをぐ

する機関もあるのだな

通信司令室が多くの機関に指令を盛す
で短時間に多くの組織が動けるよう灘
組みになっていて火事が大きくならない

うちに消火できるようになっている
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2

5の2社会科学習指導案
泊和寿

単元名世界をリードする日本の工業～世界の希望ジャパンブランドの底力～

本単元における学びを豊かにする聞き合い

我が国の工業について問題意識をもち自ら調べたことや考えたことを進んで表現し
ながら探究し明らかにしていく聞き合い

翻ってみるに，近年の我が国の工業の様子は，自動車産業が生産台数世界一位の座を他国に譲

り，大手有名企業も多くが他国資本の傘下となっている。世界最高の性能を誇ったITC産業や電

化製品産業は国際競争に苦戦し，工場等の国外移転によって好転したかに思えた企業戦略も世界

情勢の急変等によって方針の転換を余儀なくされている。我が国の工業は世界をリードするどこ

ろか，他国の下請け企業となり，このまま我が国の工業は衰退してしまうのか。

本単元において，次代を担う子どもにとって本当に必要な学びは，資料を読み取る練習をした

り，我が国の工業が生み出した過去の工夫を知ったりすることではない。ましてや，世界市場で

は勝てないが，高い技術は持っていることを知って胸撫で下ろすことではない。十数年後に社会

の舞台に出る彼らにとって本当に必要な学びとは，我が国にある，世界をリードすべき工業生産

のモデルケースに学ぶことである。これまで，人々が工業の恩恵を受ける際には，公害や貧富拡

大や環境破壊等々，様々な反価値が生じてきた。経済は弱肉強食であり，勝てば官軍の世界なの

か。否，我が国には，自他共に繁栄する知恵をもって実践する工業のモデルケースがたくさんあ

る。様々な主義主張や方法論が破綻する中，いよいよ，本物の工業の時代が来たのである。

自ら聞き合いを求め，共に探究し，世界の希望となって次代をリードしゆく日本の工業の底力

を感じたならば，子どもは，次代を拓く知恵と意欲をもって，社会に参画してゆくであろう。

S聞き合いのために

（1）子どもにつけたい態度

教材や資料との出合わせ方の工夫などによって，我が国の工業生産について自らの問題意識

をもって熱心に探究しようとする態度や，調べ活動を通して資料を活用しながら確かな事実認

識を得ようとする態度や，共に聞き合いを通して価値ある学びを獲得したいと願いながらより

よい聞き合いをして自らも学び続けようとする態度を育んでいきたい。

（2）子どもに共有させておきたいこと

地図やグラフ資料や白地図へのまとめ活動などを通して，様々な工業製品が国民生活を支え

ていることや，我が国の各種の工業生産や工業地域の分布など，我が国の工業の現状について

の概観的知識を共有させたい。また，年間を通しての取り組みになるが，多角的多面的なもの

の見方や考え方による調べや話し合いによって，より確かな事実や社会への認識やものの見方

や考え方が深まっていくという感覚を共有させたい。

4関係づけ再構成する手だて

（1）事実がもつ意味について考えさせる
私たちの生活が様々な工業製品によって支えられているという事実や，我が国は品質の高い
工業製品の輸出による貿易が国民生活の繁栄につながっているという事実から，我が国の現在
の生活の豊かさは我が国の工業の発達によるところが大きいという事実などについて，具体例

を多く挙げさせ，関係づけることによって事実を多角的に見て理解させる。

（2）観点を明確にして，話しをさせる

学習問題についての自分の考えを，根拠や着目した観点などを明らかにして話させることに
より，考えを整理しやすくし,自他の考えを関係づけたり再構成したりすることを促す。

（3）考えを比較して，よりよい選択をさせる

自分の考えと他の考えを比較してよりよい選択をさせることにより，自他の考えの関係づけ
再構成が促され，我が国の工業の事例や，工業の様子や特色，我が国の工業が目指すべきより
良き未来への指標についての理解や考え方が深まっていく。

－28－
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４
一
・
一 三な活動と内容

王
耳 去合いにかかうつる弓皇だて

1私たちの生活と工業生産（1時間）

○身の回りにはどんな工業製品があるか

･冷蔵庫や洗濯機があるよ．テレビやパソコンがある

･車や消防車信号なども・薬や医療機器もそうだよ

○身の周りの工業製品がなかったらどうなるか

･家事に時間がかかって生活が不便になる
･交通が不便になって移動に苦労する

･病気やけが火事になった時にとても困ることになる

これらの製品はどこで作っているのだろう

･私たちの生活は様々な工業製品に支えられているのだ

･我が国の工業はどのような様子や特色なのかな

2我が国の工業の様子と特色（2時間）

○日本の工業地域について調べよう

･工場の多い場所を日本地図に表すとこうなるよ

･工場はどんな場所に多いのかな

･工場の多い場所を工業地帯とか工業地域というよ

内陸にもあるけど海岸に多いのはなぜかな

○工業地域の立地と意味について考えよう

･海岸沿いにあると原料や製品を船で運び出しやすい

･工業製品を大量に貿易によって外国にも船で送るからだ

内陸にある工場のあるのはなぜかな

･精密機械などは田舎で作る方がよいし高速道路や鉄道

飛行機なども使って輸送しているのだな

．我が国の工業地帯は全国にあって輸送手段を工夫しな

がら生産や貿易をしたりしているのだな

中でも機械工業が盛んなのだな

Sどうなる?!我が国の工業（1時間）

○国際社会における我が国の工業の現状はどうか

自動車や電化製品も生産台数世界一でなくなったよ

国外に作った工場は様々な事情で経営が困難に

･経営が悪化して外国企業の傘下になった有名企業もある

もう日本の工業はダメなのか

･工業国日本が危ない

日本の工業はどうなってしまうのか

4世界の希望ジャパンブランドの底力（3時間）

○東日本大震災からスカイツリーを守ったバネとは【本時】
なぜ誰にも作れない凄い製品が作れるのか

･技術が世界一優れているからではないか

○東海バネが世界一なのはなぜか【本時】

･最強の手仕事最新のIT最高の環境を目指したから

これからの日本の工業はどうすればよいかな

○世界で活躍する日本の工業ビジョンを提案しよう

･常識にとらわれない逆転の発想・「人のために」の信念

．常に向上を目指す・敵をも味方に．IT活用

･技術や利益ばかりを追い求めても駄目だ人ために働くことだ

工業は私たちの生活に欠かせないこれから我が国の工

業は人間を大切にする経営で世界の希望となるのだ

我が国の工業の様子や特色は？

身の回りにある工業製品の存

在意義を考える活動を通して

私たちの生活が工業に支えら

れているという事実を認識す

るとともに我が国の工業につ

いて探究していく意欲と見通

しを持つ

我が国の工業の様子や特色を
つかむには既習を生かして概
観したり時間経過や現状につ
いて具体的な事例を通すなど
多角的な見方や考え方をもっ
て単元を通して探究できる課
題設定が必要となる

國塁麺
地図やグラフ資料などの調べ

活動から地形・自然条件・工

業生産品の種類・原料などの観

点を明確にして話すことを通

して我が国の工業の様子や特

色についてつかむ

我が国の工業の様子の概観や
経緯現状について希望的観測
ではなく実態をしっかりと把
握することがこれからの日本
の工業について考えていく原
動力となる

地図やグラフ資料などの調べ
活動から地形・自然条件・工
業生産品の種類・原料などの観
点を明確にして話すことを通
して我が国の工業の様子や特
色についてつかむ

世界で活躍する様々な工業の
様子を比べることによりこれ
から日本の企業が目指すべき
姿をつかむと同時にその姿こ
そが世界の希望となるジャパ
ンブランドの底力であること
に気づいていく

ー

匡
一

二
Ｉ ﾖ実がもつ意＄§について毒Pえさせる

多角的な見方・考え方の必要感
を引き出す課題設定をする

港にして，話ぞ骨させる
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ア
ロ■■ ど

■
■

■
型
伊
辻
〈

一
一１

，
口
恥
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ロ
室 与させて！Sきたいこと

考え存比較して，よりよい』1断をさせる

実と=活にと三か了
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6第1日授業①（第4次中2時）5の2教室

（1）本時のねらい

従業員80人しかいない企業が世界一のバネメーカーになっている理由について関心意欲を引き

出し多角的な見方や考え方で予想し話し合うことができる

(2)展開

－30－

学習活動と子どもの思考の流れ 時 関係づけ再構成する手だて

1東京スカイツリーを救ったバネについて知り学習問題を

立てる

○世界で唯一のバネを作る企業はどんな企業かな？

･世界中900社以上に信頼され三万件の注文が来る企業

･値引きを一切せずに平均の四倍の利益を上げる日本企業

＜世界一のバネメーカーになることができたのはなぜか＞

4ふり返りと次時の見通しをもつ

･技術がすごすぎるから世界に認められたのではないか

･世界一に成れたのは技術以外に何があるのか

･世界で苦戦している企業のしていない何かがあるはず

10

15

10

10

｜’

T社の作ったバネが大地震

から東京スカイツリーを救

いそのバネを唯一作れるの

は世界一の日本メーカーだ

けであるということ

庫雲硯ろ意疎E亦そ著冠吾司
T社が世界一な理由につい

て既習を生かして考えるこ

とで様々な考えを引き出し

関係づけ再構成を促す

証ぞま可瓦雇羅き詞
予想を比較し合うことを通

して予想をより妥当性のあ

るものに関連付け再構成し

ていく

日本の工業が苦戦する中80人しかいない企業が世界一のバネを作って世界で堂々

と商売をしているその理由を知りたい

子どもに共；与させてISきたいこと

〆

2 予想し話し合う
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バネを作る世界一の大企業

だから機械もITも人材も

最高のものを揃えられたか

らではないだろうか

、

』

〆

L

少数精鋭で世界

一の職人を集め

た企業なのかも

しれない

、

」

〆

L

80人しかいない企業が

世界一のバネを作る最高

の技術を持っているのは

なぜなのだろう

、

」

考えを比！



7第2日授業⑤（第4次中3時）5の2教室

（1）本時のねらい

T社が世界一のバネメーカーである理由について調べ考えたことについて話し合うことを通し

て我が国の工業がより良い未来へ向かうための指標について関心をもつ

(2)展開

－31－

学習活動と子どもの思考の流れ 時 関係づけ再構成する手だて

1本時の学習について見通しをもつ

○T社について調べ予想を確かめよう

｡調べる資料が欲しいな

T社のレポートからみんなで調べよう

5

＜世界一のバネメーカーになることができたのはなぜか＞

歪グループで調べまとめる

ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｏ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
１
０
１
ｌ

○T社の取り組みについてグループで調べまとめよう

、

一
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グ
、

（
べ
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〃
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ｌ
１
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Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
１
１
０
１
ｌ
、

畦

4予想を検証し次時への見通しをもつ

○T社と現在世界一の日本企業と比べよう

KT社も社員と品質の良さを大切にしている

．M社も社員と地元を大切にタブーに挑戦した

D社も高い品質があったからタブーに挑戦できた

○T社の人はどう思って仕事をしているかな

自分の会社と仕事に誇りをもって仕事をしている

ノ

･我が国の工業がより良い未来へ向かう指標が見えてきた

11

豆屋園
出された考えについてグル

ープ内や全体で比較検討す

ることによって関係づけと

再構成を促す

諏厩詞
確かと思える仮説ができた

なら他の事例にも当てはめ

て検証し証明することが確

かな学びにつながるという

学び方を知らせる

T社が世界一のバネメーカーになることができたのは人間を大切に最高の商品と

会社づくりをめざしたからだったのだ

考えを比！唆して，よりよい選
1

0

実生活に生かす発
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学習指導案
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2のT算数科学習指導案

1単元名かけ算(2)

2本単元における学びを豊かにする聞き合い

木谷

乗法に関して成り立つ性質やきまりを用いることによって6,7,8,9,1の段の
九九を進んで構成するようにする聞き合い

崇

教科書では，かけ算(1)でかけ算の意味と，5，2，3，4の段の構成について学ぶ。その後，
本単元で，6，7，8，9，1の段へと学習を進め，乗法について成り立つ性質と倍の意味，2
位数×1位数，九九表のきまりと学びを進めていく。

本単元では，最初に5，2，3，4の段の乗法について成り立つ性質やきまりを学ぶ。次に，

6，7，8，9の段を構成しながら九九表の数の並び方のおもしろさを見つけ，聞き合いにつな

げていく。そのことで，九九表の面白さを知り，後半のかけ算九九の学習が意欲的に行われると

考える。

S聞き合いのために

（1）子どもにつけたい態度

①解法の「違い」を見つけようとする態度

本学級には，すでに九九を暗唱できる子どもがいる。その中には，九九の答えを覚えるこ

とが学習の目的であると思い込んでいる子どももいる。そこで，同じ答えでもいろいろな方

法で解を求められることを価値づける。解法の「違い」を意識させ，新たな解法や見方，考

え方を進んで身につけていく態度を養いたい。更に，それらを九九表のきまりと結びつけ2

位数と1位数のかけ算を多様な考え方で求めさせたい。

②明確な根拠に基づいて説明・理解しようとする態度

これまでの学習では，多数決などでは考え方の成否は決まらないことは指導してきた。し

かし，自分の考え方に執着してしまい,他の意見を素直に受け入れられない場面も見られる。

そこで，かけ算(2)では，九九の答えの見つけ方について，多くの考え方が登場するので，

その根拠を問いながら学習を進めていく。また，考え方の妥当性について判断する態度も養

っていく。

（2）子どもに共有させておきたいこと

本単元まで学習してきた掛け算の学習で，累加による考えを身に着けてきた。かけ算(1)の2

～5の段の学習では，乗法の用いられる場面や（1つ分の数）×（いくつ分）＝（全体の数）

という式の意味を身に着けていることを確認し，本単元の学習に入っていきたい。

（3）問題の設定

ここまで，累加の考えを中心に4つの段（5，2，3，4，の段）の九九を構成してきてい

る。そのことから考え方がパターン化してしまい，意欲が続かない心配がある。そこで，後半

の学習では九九表のきまりを最初で取り上げ，かけ算九九を多面的にとらえられるように単元

構成をする。

4関係づけ再構成する手だて

（1）表現方法の選択・変換

かけ算(1)の学習では各段をイメージしやすい具体物を素材とし，（1つ分の数）が（いくつ

分）という乗法の考え方の理解を促す。更に，アレイ図，式と変換し学習を進めていく。

本単元では，これに九九表や数表を表現方法として取り入れ，多角的に乗法九九を理解でき

るようにする。また，引き続きアレイ図や式を使って（1つ分の数）が（いくつ分）だから○

×□という言語表現を重ね，かけ算の理解を確かなものに再構成していく。

自分の考えを持つ際には，どの表現がうまく自分の考えとして表現できるかを意識させる。

説明の際にも，自分の考えと友達の考えを，板書の図・式などと結び付け関係づけを促す。

－34－
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（2）考え方の価値付け

①「違い」の価値付け

かけ算の積が同じでもその積の出し方は多様である。同じ九九表を見ていてもきまりが多

様に見つけることができる。解答を出すことだけではなく，多様な考え方に目を向けさる。

また，その段固有のきまりと，どの段にも共通するきまりを見つけた時は，その考え方を価

値づけ，乗法の性質や，乗法の法則の考え方を一般化させていく。

②判断基準の価値付け

新しい段の学習では，乗法の性質や，乗法の交換の法則，分配の法則の考え方が出た時に
は，「どうしてそういえるのか」と問うことで理由を関係づけ，九九についての考え方を再
構成させていく。

5単元構成（総時数17時間）

－35－

主な活：
弓
可
守
り1と内容

韮
耳 き合いにかか；つる三皇張て

1九九のきまり（2時間）

○今までの段を振り返る
● 2～5の段までしっかり覚えたよ

○かけ算のきまりを見つける【本時】
･今までの九九の段にはそれぞれきまりがある
● どの段でも言えそうなきまりもあるよ

･九九っていろんなきまりがあっておもしろいな

26の段。7の段（6時間）

○6の段の九九をつくる【本時】

･足し算で作れるよ
4の段十2の段でもできるよ

･表もうまく使えないかな

○7の段の九九をつくる

●

6の段と同じつくり方でできそうだな

しっかり覚えて行こう

38の段。gの段。1の段(4時間）

○8の段の九九をつくる

8の段は覚えにくい

8の段のきまりはないかな

○9の段の九九をつくる

9の段もきまりを使ってできないかな

9の段のきまりもありそうだ

○1の段の九九をつくる

1の段はとっても簡単だ

これですべての九九が分かったよ

4「倍」とかけ算（1時間）

○倍の問題を解く
･倍って何算かな

･倍というのは「いくつ分」のことでかけ算だな

5九九表ときまり（1時間）

○今までのきまりをまとめる

･今までいろんなきまりがあったな表で見ると面白いな

･今までのきまりを使うと10の段11の段も作ることができ

そうだな

6問題とまとめ（3時間）

○いろいろな九九で求められる問題を解く
｡やっぱり一つ分の数がいくつ分かを考えればいいんだ

･九九の勉強は楽しかったな

九九表や数表を表現方法に取

り入れ多角的に乗法九九を理

解できるようにする

函
アレイ図や式を使って（1つ分

の数）が（いくつ分）だから○

×□という言語表現を重ね力ユ

け算の理解を確かなものへ再

構成する

九九表の中の多様な考えから

その段固有のきまりと共通す

るきまりを価値づけ一般化さ

せる

雪
倍の考え方をアレイ図や式で

基準量が変われば比較量も異

なることを表わす

同じ倍でも基準量が異なれば

比較量も異なることに目を向

けさせ価値づける

唖
式や九九表を関連づけかけ

算の性質やきまりなど乗法九

九についてまとめる

きまりを使ってさらに2位数

×1位数や活用問題に活用す

る考えを評価する
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6第1日授業②（第1次中2時）2の1教室

（1）本時のねらい

2，3，4，5の段の九九のきまりを見つける活動を通して乗数と積の関係や交換の法則な

どのきまりを見つけることができる

(2)展開

－36－

学習活動と子どもの思考の流れ 時 関係づけ再構成する手だて

J
1課題をつかむ

○習った九九を確かめよう

．もうスラスラ言うことができるよ

・2の段は2×1＝22×2＝4…

・5の段は5×1＝55×2=10･･･

＜九九の答えにはどんなきまりがあるかな＞

4まとめる

5ふり返る

こんなにいろいろなきまりがあるなんて知らなかった

．まだ習ってない九九の段もきまりをつかうとすぐに答え

が分かるのではないかな

｡新しい段でも試してみたいな

雪
図・式・表などを利用して自

分なりに考えを持てるよう

にする

画
どの段にも共通する「同じ」

考え方を価値づける

週
どの段も共通する考え方を

価値付け交換の法則や分

配の法貝ﾘにつながるよう意

識づける

きまりの中から子どもが関

係づけられたものを価値付

け6の段につなげる

それぞれの段にいろいろなきまりがあった

きまりは6の段でも言えるかな

表現方猫烏の選択・変

｢違い」の
画
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■
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7第2日授業⑤（第1次中3時）2の1教室

（1）本時のねらい

厩悪薑砺頤忍耐両羅E悪-両葭耐砺嗣嘉雨1
(2)展開

－37－

学習活動と子どもの思考の流れ 時 関係づけ再構成する手だて

1課題をつかむ

○昨日のきまりを思い出そう

･4の段は2の段2つ分だったよ

･段同士の足し算もできそうだな

｡あたらしい九九をすぐつくれそうだよ

4まとめる

sふり返る

＜6の段の考え方は？＞

こんなにいろいろなきまりがあるなんて知らなかった

｡まだ習ってない九九の段もきまりを使うとすぐに分かる

のではないかな

０

０

５

５

１

２

j'|

雪
どのような考えか分かるよ

うに式や図を使った表現を

促す

6×3

●●●

●●●

●●●

●●●

●●●

●●●

｝
丑

4×3

2×3

囮
どの考え方も同じ答えにな

ることを確認する

累加の考え方を評価すると

ともに既習を活かした方

法を価値付ける

6の段の答えを見つけることができた

きまりを使って考えると早く見つけることができた

、〆

2自分の考えを持つ

○6の段の答えを見つけよう

･足し算のやり方がいいかな

･昨日のきまりを使ってみよう
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S考えを交流する

｡まだいろんなやり方があるよ
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6の段の答えは2の段と4

を使って説明できるぞ
＋岸iの段を合わせたものだ

'数の表を使っても分かり

!□－ｰーT－

IIを使って説明できるぞ
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6の段の答えになるよ
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6の段の答えは見

つかった

6の段の答えは
▼〆

6×1＝66×2＝126×3＝186×4＝246×5＝30

6×6=366×7＝426×8＝486×9＝54だ
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Sのs算数科学習指導案

1単元名重さのたんいとはかり方

2本単元における学びを豊かにする聞き合い

石田美保

身の回りにあるものの重さに関心を持ち測定する中で生活経験や長さや体積の
学習を基にしながら数値化することのよさや普遍単位の必要性に気付いていく聞
き合い

子どもはこれまでの生活経験の中で，様々なものの重さを感じてきている。自分の体重も含め

身の回りのものの重さについての関心は高い。子どもは，見た目の大きさや長さなどで重い軽い

を判断していることも多い。しかし、重さは，既習の長さや体積と違い視覚によって判断するこ

とができない。本単元では，既習の長さや体積と学習での学習を基に，重さについて理解し，そ

の普遍単位を知るとともに，用途に応じて適切な計器を用いて測定できるようにすることをねら

いとしている。

その手だてとして，手で持ったり，てんびんで比べたり，体験的な活動を十分に行う。それに

より，量についての感覚を豊かにし，数値化することのよさや普遍単位の必要性に気付いていく

聞き合いの場に結び付けていく。

S聞き合いのために

（1）子どもにつけたい態度

①解法の「違い」を見つけようとする態度
重さは，長さや体積と同様に，「単位量のいくつ分」として測定できる。任意単位から普

遍単位への学習でも,長さや体積の学習を基に課題に対して自分の考えを説明していけるよ

うにしていく。

②明確な根拠に基づいて説明・理解しようとする態度
普遍単位による測定を十分に取り入れる。普遍単位のいくつ分で数値化することとはかり

のめもりを読むことを身につける。測定操作を確実に行えるようにすることで,重さの量感

をとらえさせていく。

（2）子どもに共有させておきたいこと

長さや体積では,直接比較から任意単位による測定,普遍単位による測定へと学習を進めた。

本単元でも，同じように学習を進めるが，重さは見た目では判断できないことから，長さや体

積より数値化することの必要性に気付かせていく。

また,重さについての感覚は，それぞれである。身の回りのもので，どちらがどれだけ重い

かや一番重いのはどれかなどと，自分の物を用いることで，測定活動への意欲が高まり，量感

を基に見当をつけて測定することへの再構成していく。

（3）問題の設定

重さの加減性を用いて,問題解決していけるように,重さを知りたいという思いが持てるよ

うな素材や数値を設定していく。

4関係づけ再構成する手だて

（1）表現方法の選択・変換

重さは，見た目では判断できないことがある。そこで，てんびんの傾きで重さを視覚的にと
らえる。さらに「単位量のいくつ分」という言語的表現から「○グラム」という記号的表現へ

と変換させていく。また，実験や実測を図的表現にすることで，加法性があることを理解させ
ていく。

（2）考え方の価値付け

①「違い」の価値付け
任意単位での測定で，数値化のよさを価値付ける。一方で同じ単位量で測らないと比べら

れない。そこで，単位量が違うと数値が違うことに気づいた子どもの考えを価値付ける。任
意単位の限界に気づき，普遍単位の必要性を理解させていく。

－38－



②判断基準の価値付け
長さや体積の学習と同じように何かの何つ分で数値化できるという考えを価値付け，数値
化することで重さも比較できることを理解させていく。

時叡IIE

－39－

主な活動と内容 頚き合いにかか；つる弓三だて

1重さのくらべ方（2時間）

○どちらが重いか比べる方を考える

･手で持ってみればわかるよ

。金属でできたものは重いよ

･てんびんを使ったらできそうだ

｡大きさや長さを測ってみればいいかな

･数が多いと比べるのが大変だな

○どちらがどれだけ重いか比べる方法を考える

どちらが重いだったらてんびんを使えばよかったよ

･水のかさの時のように何かのいくつ分かで比べればいいよ

何か小さいものがたくさん必要だな

1円玉1つは1グラムなんだ

･1円玉8つ分の重さは89だ

もっと簡単なはかり方はないかな

2はかりの使い方（5時間）

○はかりのしくみを調べる

･めもりが丸くなっているね

1めもりは何グラムかな

･ふでばこの重さは480グラムだった

○1キログラムより重いものをはかる

･前の時間より重そうなものがあるよ

･前のはかりでははかれない時は他のはかりがあるんだね

･国語辞典は1キログラム50グラムだった

○身の回りのものの重さを見当をつけてからはかる

･かばんは1キログラムはありそうだから4キロのはかりでは

かろう

リコーダーは100グラムくらいかな

○重さの加法性を知る

･全体の重さからかごの重さを引けばうさぎの重さがもとめら

れるよ

･いろいろなものを使ってlkgをつくろう

○単位を調べる

1kmllkgはそれぞれ1m19の何こ分かな

･1mlLはそれぞれ1m1mLの何個分かな

｡長さや水のかさと重さの単位の表し方はにているなあ

Sまとめ（3時間）

○かぎられたおもりを使って重さをはかる問題【本時】
どうやって測ればいいのかな

○3つの箱の重さを比べる【本時】

どれがどれだけ重いか調べるにはどうしたらいいのかな

2つずつ秤にのせるんだね

○「しあげのもんだい」に取り組む

･はかりの目盛りの読み方や重さの単位についての問題

…
手で持った感覚からそれでは
判断できない重さについてて
んびんを使って視覚的に比較
させていく

直接比較の限界を感じ任意単

位で数値化することで比較でき
ることを価値づける

型
目盛りの読み方を数直線の読

み方を基に説明するように促す

重さの見当をつけて測定したり

計器を選択したりしながら量

感を身につけていく

単位の関係を長さや体積の学

習を基にして説明する考えを

価値づける

てんびんやはかりを利用しお

もりを用いて重さを測定するこ

とを考えていく

表王副方法のf
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6第1日授業①（第3次中1時）3の3教室

（1）本時のねらい

限られたおもりの組み合わせによってさまざまな重さを測定できることを見つけることが
できる

(2)展開

－40－

学習活動と子どもの思考の流れ 時 関係づけ再構成する手だて

1課題をつかむ

○⑦のほう石は何グラムかな

4

1グラムと2グラムのおもりでつりあっているからほ

う石は3グラムだ

1＋2二二二

まとめる

5適応問題

33グラムだ

5

てんびんがつりあうと重さが

同じであることを用いている

考えを価値づける

＜宝石の重さをはかるにはどんな組み合わせかな＞

○329のおもりを追加すると何グラムまで測れるかな

63gまで測れそうだよ

10

展頭芳蚕あ窪涙~=愛國
さまざまな重さを考えるこ

とでおもり2つだけでなく

3つ4つと増やしてもよ

いことに気づく

康現芳蔑而選涙T蚕関
重さの測り方を言葉や式

てんびんの図を用いて説明

することができる

15

屠冤芳あ価1直研引
他の重さも表すことができな

いだろうかという考えをとり

あげ検証させる

5

Ⅲ

考え方の‘
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てんびんを使って重さをはかりましょ
ア

フ0

ただし使えるおもりは5こだけで、それぞれ1こずつしかあ

りません
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鶴
49

鐵鍵

豆 自分の考えを持つ 、

○⑦99O159@199229279の重さをは

かるにはどうしたらいいかな
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フ第2日授業③（第3次中2時)3の3教室

（1）本時のねらい

重さの分からない箱を条件を付けて測ることでそれぞれの重さをみつける方法を考えるこ

とができる

(2)展開

－41－

学習活動と子どもの思考の流れ 時 関係づけ再構成する手だて

1課題をつかむ

○箱の重さを求めるにはどうすればいいのかな

･はかりには箱を2このせてもいいんだよね

Sふり返る

5

＜はこの重さはそれぞれ何グラムかな＞

･一つずつ測らないのに重さが分かったよ

０

０

５

１

１

１

|‘’

厭芳而而殖行用
箱を2つずつはかりにのせる

ことでのせた箱の違いに目

を付ければ重さの違いがみ

つかるという考えを取り上げ

価値づける

３
ら
を
し

雪
通りの箱の組み合わせか
それぞれの重さの違い
図や式を使って説明
ようとする

屑冤芳あ耐置符1羽
3つの箱の重さの違いと

3つの箱の合計の重さから

図や式を使ってそれぞれ

の箱の重さを求める考えを

価値付ける

重さのちがうABCの箱があります

それぞれのはこの重さはどれだけでしょうか

はかりではかります

ただしはこを1つだけではかりにのせてはいけません

〆

2自分の考えを持つ

○重さを測るにはどうしたらいいかな
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5のS算数科学習指導案

1単元名単位量あたりの大きさ（平均）

2本単元における学びを豊かにする聞き合い

福井時昌

式や図言語を活用して平均の意味を理解しそのよさを認め合ったり異種の
2量の割合としてとらえられる数量について単位量当たりの大きさで比べること
の有用性をとらえたりする聞き合い

いくつかの数量があるとき，それらを同じ大きさの数量にならすというのが平均の意味である。

これは，どこにおいても割合は同じという意味を指している。この均等にならす感覚を，図や言

語を通してイメージし,用いることができることが平均を学習するねらいである。日常の中には，

本当に均等になっているものは少ない。数量を理想化して捉え，物事を客観的に見るために平均

や単位量あたりの大きさがある。単位量あたりでは，均等であるという理想が前提にある。その

理想になっているものをもとに，比例の考えを使うことで，学びを豊かにしていく。多くの資料

を一度に比較できるよさを実感できるために，身の回りにある単位量あたりを使った具体例が多

く存在することを子ども自身が見出す活動を取り入れる。

S聞き合いのために

（1）子どもにつけたい態度

問題から問いを持ち，その問いを自分が考えやすい表現様式で考える態度を培う。表現様式

が同じでも考え方が違う，表現様式が違っても考え方が同じということを子ども自らが探す態

度を身につけていかせたい。また，違う，同じと考える根拠を発信したり，受け入れたりする

態度も必要である。そして,一つの問題から,次はこうだったらと考えられる子どもにしたい。

（2）子どもに共有させておきたいこと

テープ図，数直線をかくために1に当たるものは何か，比べる2つの量は何かを意識するこ

とを共有させておきたい。また，数直線には比例の意味がこめられており，2つの量を比べた

ときにどちらも同じ数をかけられていることを捉えさせておきたい。

また，問題解決を行う場合に，本当の子どもの課題としなければ，自ら思考し，表現するこ

とは行われにくい。子どもがやってみたい，おかしいなと思うように問題を仕組み，課題を子

どもから出るようにしたい。

4関係づけ再構成する手だて

（1）表現方法の変換

本単元で有効にしたい表現方法は平均では式や表である。単位量あたりの大きさでは数直線
や表である。その式や表などを結びつけて言語化していく活動をすることによって，子どもの

思考力は高まっていく。平均では，式を表にしていく活動から，段ごとや列ごとにならされて
いくイメージを持たせながら学習を進めていく。特に図で示されている段や列の真ん中の数字

や中心にある数字の意味を言語化しながら，子どもの思考を，数字をならすという考えに深め
ていきたい。

（2）考え方の価値付け

まず，考え方のちがいをはっきりさせていく必要がある。ちがいをはっきりさせていくこと
により，同じものが見えてくるからである。例えば，九九表の一部の9マスの合計を求める活
動においても，段でならしていく子どもと列でならしていく子どもでは，ならす場所が違って

も考え方は同じである。しかし，段でならすことによって，段の合計が2，3倍になっている
ことが分かる。比較することできまりを見出し，そして，新たな問いを見出す子どもが育って
いく。

式だけでなく，明確な図や言語で明確な根拠に基づいているものを価値付ける。さらに，本

授業では，1時間目から2時間目へと能率が格段によくなっている。このよさに気づき，まだ
違う考えはないかと思考をめぐらせていくことをねらっている。
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5単元構成（総時数14時間）
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ｑ
一
国
一 ﾐな活＃力と内容 笥き合いにかか；つる三三だて

1平均（7時間）

○ならす経験や意味を考え平均を知る

･幅とびで士を平らにしたよ

ジュースを友達とちようどに分け合ったよ

･テストで平均点を教えてもらっているよ

○平均の問題を通Lﾉて平均の意味や求め方をまとめる

･いくつかの数量を等しい大きさにならしたものが平均だ

平均は合計÷個数で求める

．一度全部集めて分け直すと平均になる

･数量が大きくなったり個数が多くなったりしたときに

は仮の平均を使えば求めやすい

○値にoがある場合や分離量でも平均は小数でもよいこと

を知る

･値が0のときも含める

･試合の得点など小数にならないときも平均なら小数に

してもよい

○平均から全体量を求める方法を知る

･平均×個数＝全体の量に当てはめる

□×個数＝平均の式を変形する

･数直線で表し個数と全体の量が比例していることから
求める

○九九表の一部の数の合計を求める方法を工夫する【本時】

｡全部を合計して個数で割る

1段ずつ平均を求め合計する

｡全部を平らにしたら中心の数になることを利用する

○歩はばを使っておよその長さをはかろう

1歩の長さはいつも同じでないから10歩の平均をとる

．実際に歩いてみたい

2単位量当たり（7時間）

○こんでいる経験や意味を知りマットと人数が違う4つ

の場面の混み具合の比べ方を考える

かたまっていてもばらけていてもマットと人数が同じ

なこみぐあいは同じだ

･マットの数が同じなら人数が多い方がこんでいる

・人数が同じならマットの数が少ない方がこんでいる

○どちらも違う場合はどうするか考える

・公倍数で求める

1枚あたりのマットの数で求める

1人あたりのマットの面積で求める

○数が大きい場合を考える

･公倍数の考え方は使いにくい

･一人あたり1枚あたりが考えやすい

○人口密度を知り石川県の市町の人口密度を調べる

･金沢市は人口が多いから多そうだ

･野々市市や能美市は面積が小さいから分からないよ

○比例の考えを用いて数直線で単位量あたりの問題を考
える

・一方が○倍なら，もう一方の○倍だから分かりやすい

○比例の考えを用いて数直線で全体の量を求める

・一方が○倍ならもう一方の○倍だから分かりやすい

○単位量あたりを使っているいろいろな場面を見つけよう

ガソリン・駐車料金

子どもが解いてみたいという

必要感を持つために身近で

ある学級で取り組んでいる八

の字跳びを不連続量を求め

る時の題材にする

数直線や表を言語に変換する

ときに比例の考えを使って

説明できるようにする

九九表の中で子どもがすぐに

気づかない場所の大小比較す

ることで問題を子どもの問

いにする

他の場所を求めたい九九表

全体の合計を求めたいなど新

たな問いを価値付けする

2量が違ったものを比べると

きに一方をそろえればよい

という考えを価値付けする

子どもの意欲を高めるために

身近である石川県の市町の人

口密度が多いところはどこか

という問題を提示する。

雪
数直線や表を言語に変換する

ときに比例の考えを使って

説明できるようにする
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6第1日授業②（第1次中5時）5のs教室

（1）本時のねらい

九九表の一部の数の合計を工夫して求める活動から平均は数字をならすという考え方と比例関

係から分配法則を利用する考え方を結びつけて計算すればよいことが分かる

(2)展開

－44－

学習活動と子どもの思考の流れ 時 関係づけ再構成する手だて

1問題をつかむ

○九九表を提示し囲まれた9マスの合計の大小比較をする

･アとイは見てすぐに分かる

･イの方が多い

ウとエは同じだと思う

．並び方が変わっているだけで使われている数字は同じ

○力とキの合計を比較する

どちらが多いか すぐには分からない

｡全部たしてみたいな

･合計を出す方法はないだろうか

｡全部たすのはたいへんだ

･差を考えればできそう ’
10

＜かんたんに合計を出すにはどんな方法があるだろうか＞

4ふり返る

･キの表の合計はどうなるのだろう
● もっと大きなマスでも試してみたい

･九九表の合計を求めてみたい

フ

23‐
'1

雪
各段や列を合計した表を使

っている子どもと式を組み

合わせる。

各段の合計を式にすること

で段とかける数が比例し

ていることを言語化する

房亮芳あ耐函1詞

式に表したときに中の段の

合計を36と考えている子ど

もと18×2と考えている子ど

ものちがいを問う

段ごとの平均が真ん中の数字で2ツ 3段目の合計が1段目の2，3倍になり1

段目の合計×（1＋2＋3）で合計が出る

49 56 63

56 64 72

63 72 81

イ

7 14 21

8 16 24

9 18 27

コニ

6 8 10

9 12 15

12 16 20

キ

表現方法の選
■
■
’
１3．変



フ第2日授業④（第1次中6時）5のs教室

（1）本時のねらい

九九表の数の平均を工夫して求める活動から平均は中心の数字であることが分かりその中心

の数字とマスの数をかければ合計が出せることが分かる

－45－

学習活動と子どもの思考の流れ 時 関係づけ再構成する手だて

1問題をつかむ

’

○九九表を提示し新たな問いを聞く

･キの表の合計はどうなるのだろう

もっと大きなマスにしてもできるのか

･九九表の全体でもできるのか

○キの表の合計を求めよう

･段を平均した数が2，3倍になっていない

･分配法則が使えない

5

＜キの表の合計をどうしたら見つけることができるか＞

4九九表の合計を求める

(中心の数字）×マスの数＝25×81

(1段の合計）×（1＋2＋3＋・・・＋8＋9）

‐
５

７

２

‐
｡’

雪
段や列をそれぞれ平均にし

た式を図に変換する

唐冤芳あ而圃守田
段を平均した図と列を平均

した図を比較することで

平均が真ん中の値であるこ

とに気づくことに価値付け

する

房亮芳あ1面固守研
九九表全体の合計を求める

など新たな問いを価値付け

する

6 8 10

9 12 15

12 16 20

キ

5 6 7

10 12 14

15 18 21

力

平均は中心の数字であることが分かりその中心の数字とマスの数をたせば合計が

出る

′ 、
2自力解決する

○合計を見つける方法を考える
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Sの利理科学習指導案

1単元名明かりをつけよう

2本単元における学びを豊かにする聞き合い

森田健太郎

豆電球と乾電池を様々なつなぎ方でつなぐ活動をもとに互いの思いや考えを

関係づけ再構成し電気の性質について説明できるようになる聞き合い

本単元では，豆電球が点灯する基本的な回路や，ものには電気を通すものと通さないものがあ

るという，電気の性質についての見方や考え方ができることがねらいである。

子どもは，日常生活の中でおもちやを動かしたり，ゲーム機を作動させたりする電源として，

乾電池を使ったことのある経験は，少なからず体験している。また，電気製品を作動させるため

に電気が必要であることは理解している。しかし，ほとんどのおもちゃやゲーム機は回路が見え

なかったり，複雑であったりするため，回路や導体・不導体についての理解は十分ではない。

そこでまず，豆電球と電池を自由につながせる。そこから豆電球が点灯するつなぎ方と点灯し

ないつなぎ方から，共通点や差異点を見いだすことができる。また，電気を通す物と通さない物

を調べる活動を通して電気を通す物の性質や条件を関係づけ再構成することで，電気の性質につ

いての見方や考え方ができるようになる。

S聞き合いのために

（1）子どもにつけたい態度

子どもは，1回の実験の結果で満足しがちである。しかし，その結果が正しいか間違ってい

るかは，数回の実験を経て導き出される必要がある。また，子どもの作るテスターは接続が甘

かったり，回路が間違っていたりすることがあり，必ずしも正しい結果を示すとは限らない。

そこで，実験は複数回行うことや，複数のテスターで行うよう指導する。そうすることで，

より客観性のある実験結果を扱おうとする態度が養われる。

（2）子どもに共有させておきたいこと

子どもの生活経験には質的にも量的にも差があるため，そのまま聞き合いをさせても豊かな

ものになるとは言い難い。そこで単元の導入には，乾電池と豆電球をつなぐ活動に十分時間を

とる。また，豆電球の内部の構造についても簡単にふれる。すると，回路についての理解がよ

り深まると考える。この時の経験が共有され，聞き合う時の共通の土台となる。すると相手の

考えを受け入れやすくなり，自分の意見を伝えやすくなると考える。

（3）思いや考えが持てる課題や教材の提示

単元の初めに，豆電球の明かりがつくクリスマスツリーやレールを走るとサイレンの明かり

が点滅するパトカーなどのおもちやを提示し，自分も豆電球に明かりがつくおもちやを作りた

いという意欲がもてるようにする。この思いが,電気の性質についての理解を深めたいという，

原動力になる。

4関係づけ再構成する手だて

（1）相手と共有できる表現の工夫
ソケットや豆電球内部の電気の通り道について考えたり，アルミ缶は電気を通すかを考えた
りするなど，普段目にしないことや，意見が分かれやすい課題は聞き合いが有効に働く。
しかし,表現方法がまちまちであると考えが上手く共有できず,十分な関係づけがされない。
そこで，共通のワークシートに自分の考えを表現させる。

（2）考えを分類するための工夫
本単元では，「明かりがつくつなぎかたとつかないつなぎ方」「電気を通すものと通さないも
の」のように比較することが多い。これらについて聞き合いを行うには，グループ内で今話し
ているものが，どちらに分類されるのかを，その都度確認できるようにしておく必要がある。
そのために，ベン図をもとにしたワークシートを用いて，それぞれの考えを分類させる。そ
うすることで，関係づけ再構成がより円滑にすすむであろう。

－48－



（3）グループ形態や交流の仕方の工夫

単元の最後には，豆電球と乾電池を使ったおもちや作りを行う。子どものより良いものを作

りたいという気持ちをもとに，聞き合いを仕組んでいく。その時にスイッチの仕組みや，おも

ちやの種類が似た者どうしでグループを組ませる。すると，同じ思いを持った者同士，聞き合
う必要感が生まれる。また，作品発表の際には，スイッチの仕組みやおもちやの種類が異なる
者どうしでグループを組ませる。そうすることで，自分にはなかった考えを関係づけ再構成で
きる。

5単元構成（総時数10時間）

－49－
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韮
耳 き合いにかか；つる二二だて

1電気の通り道を考えよう（3時間）

○豆電球に明かりをつけよう

どうつなげばいいのかな？

あれつかないぞどうしてかな？

･豆電球をしっかりつけないとだめだな

○豆電球に明かりがつくときの決まりを見つけよう

･乾電池のプラス極とマイナス極に導線をつなぐと明かりが

つくよ

･豆電球がゆるんでいるとつかないな

･豆電球電池のプラス極とマイナス極を導線で輪のように

つなぐと豆電球がつく

○ソケットを使わずに豆電球に明かりをつけよう

ソケットがないとつかないんじやないかな

ソケットをよく観察すると電気の通る道がよくわかるよ

･導線一本でもつなげるようになった

2電気を通すものをみつけよう（4時間）

○電気を通すものテスターを作ろう

･鉄のクリップを導線の間にはさんでも明かりはついた

･プラスチックのクリップではつかないな

･電気を通すものと通さないものがあるんだな

｡調べるためのテスターを作ろう

○身の回りにあるものが電気を通すか通さないか調べよう

･鉄のようなものが電気を通すよ

．かたくてキラキラ光っているものが電気を通すね

ラップは薄いけど電気を通さないね

【本時】

･アルミホイルは電気を落とすのにアルミ缶は電気を通さな

いのはなぜだろう

○アルミ缶は電気を通すのかな【本時】

･アルミ缶の色をぬっているところは電気が通らないね

･アルミ缶の金のところは電気が通るね

･色をはがすと電気が通るようになるね

S豆電球を使ったおもちゃを作ろう（3時間）

○おもちやの設計図を考えよう

どんな材料がいるかな

･電気を通さない紙を使ってスイッチを作るぞ

･電気をつけたりけしたりするためにはスイッチを工夫

しないといけないな

ミサイルの先が光るようにしたいな

･動物の目が光るしくみにしよう

○製作して発表しよう

明かりを点滅する仕組みを作ろう

･魚が釣れると光る仕組みを作りたいな

金属の外側に塗料が施されて

いる製品(アルミ缶など)は
一

見電気を通しそうであるが実

際は塗料をはがさないと電気
は通らない

このような事象は聞き合いが

有効に働く

しかし表現方法がまちまちで

あると考えが上手く共有でき

ないことがあるので共通のワ

ークシートを用いて聞き合い

をさせる

書かせた設計図をもとにスイ

ッチの仕組みが同じメンバー

で製作させるそうすることに

よりグループ内で聞き合いが

生まれよりより物づくりが行

われるまた発表の段階では異

なる仕組みのおもちやの発表

が聞けるようにグルーピング

することで回路についての理

解を深めさせたい

柾
二
一
一 三左共；弓できる表現の二

■■

■■■ 夫

グループ形態や交流の‘
－
■
■目方の工夫



6第1日授業①（第2次中2時）第2理科室

（1）本時のねらい

電気を通す物と通さない物があることに興味をもち予想や実験を通して聞き合うことで

電気を通すものと通さないもの差異点に着目することができる

(2)展開

－50－

学習活動と子どもの思考の流れ 時 関係づけ再構成する手だて

1問題をつかむ

○導線の間に物をはさんでも電気は通るのかな

･鉄のクリップは電気が通ったよ

･プラスチックのクリップは電気を通さなかったな

ものによって電気を通したり通さなかったりするのかな

4ふり返る

5

＜電気を通すものと通さないものを調べよう＞

･予想と同じでうれしかった

･場所によって結果が違うなんておもしろいな

･他のものでも調べてみたいな

側
|‘

ヨ
付雲を用いたワークシート

を用いてグループで予想・実

験をさせる「電気を通すも

の」「電気を通さないもの」

｢どちらとも言えないもの」

｢グループで意見がわれた

もの」の4つに分類させるこ

とで互いの考えを位置付

けながら聞き合うことでよ

り関係づけが進むと考える

富予想する 、

○鉄釘・一円玉・スプーン・ラップ・消しゴム・木の板．

ダ

ダ

Ｉ
Ｏ
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お玉・はさみの8つについて予想しよう
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相談しながら予

想することがで

きた

確かめてみよう
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二三
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電気を通すものと通

さないものがわかつ

たよ

P

電気を通すものは鉄釘・－円玉・スプーン電気を通さないものは消しゴム．

プ・木の板だったよ

はさみとお玉は場所によって電気を通したり通さなかったりしたよ

かたくてキラキラしているものが電気を通しそうだよ
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フ第1日授業②（第2次中3時）第2理科室’
（1）本時のねらい

アルミ缶の飲み口に導線をつなぐと電気を通すが塗装されているところでは電気を通さないとい

う事実をもとに実験を通して聞き合うことでアルミ缶の内部を電気が通ることを説明するこ

とができる

(2)展開

－51－

学習活動と子どもの思考の流れ 時 関係づけ再構成する手だて

1問題をつかむ

○アルミ缶は電気を通すのかな

･電気を通さなかったよ

･アルミホイルは電気を通したのに同じアルミニウムでで

きているアルミ缶が電気を通さないのはおかしいな

･飲み口の部分だけ電気が通ったよ

Sふり返る

5

＜アルミ缶のどこを電気が通っているのかな＞

･金紙や銀紙も削って実験したいな

．やっぱりアルミは電気を通すんだ J1

…王夷
付妻を用いたワークシート

を用いてグループで予想。

実験をさせる考えを分類さ

せることで互いの考えを位

置付けながら聞き合うこと

でより関係づけが進むと考

える

戸

乞実験し考察する
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るようになったよ
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ることがわかったよ

アルミ缶の中を電気が通ることがわかったよ
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4の3理科学習指導案

1単元名水のすがたとゆくえ

2本単元における学びを豊かにする聞き合い

岩崎誠

水が温度によって状態を変えることによる体積の変化や質量の保存などの事象か
ら互いの思いや考えを関係づけ再構成することによって水などの性質について
科学的な見方や考え方をもつことができる聞き合い

本単元では，水の性質について興味・関心をもって追求する活動を通して，水のような液体が

温度によって気体，固体に変わることと体積の変化，質量の保存を結び付けて考えるとともに，

それらについての理解を図り，水などの性質についての見方や考え方をもつことができるように

することがねらいである。

子どもは，温度によって水の状態が変わることは日常生活から知っている。しかし，なぜその

ようになるのかのイメージは持っていない。そこで，水が氷や水蒸気になる様子，その際に体積

は変わるが重さは変わらないなどの事象を，実験を通して実感することで，イメージを持つこと

ができる。そのイメージを友だちとの聞き合いの中で関係づけ再構成することによって，独りよ

がりの物から，客観性を帯びたより納得の得られるイメージに練り上げることができると考える。

S聞き合いのために

（1）子どもにつけたい態度

「きまり」を追求していく態度は，身についてきている。しかし，まだまだ教師によるお膳

立ての上のもので，自然事象に対して自ら問題を見出し，実験や観察などを通して互いに交流

して問題を解決していくまでには至っていない。本単元では，教師とともに問題を見出した上

で，グループによる問題解決を図っていきたい。その上でクラス全体での交流によって共通部

分をとらえていく流れを作っていく。

（2）子どもに共有させておきたいこと

○空気や水のイメージをモデルを使って表すこと

○温度によって体積が変化すること

○他からの出入りがなければ重さは変わらないこと

○ドライアイスやエチルアルコールなど水以外のものも温度によって状態が変わること

（3）思いや考えが持てる課題や教材の提示

水が沸騰して水蒸気になる様子や凝固して氷になる様子を，子どもはじっくりと観察したこ

とはないであろう。そこで沸騰や凝固の様子を観察することから単元をスタートして，水の変

化の過程や様子の変化に興味や疑問を持たせ，それらを確かめていくようにして単元を展開し

ていく。

4関係づけ再構成する手だて

（1）相手と共有できる表現の工夫

目に見えない粒子をモデルとしてクラスで共有しておくことで，互いの考えを関係づけるこ
とに有効である。このモデルを使って，自分の考えをワークシートに予想時に書き表しておく
ことで，友達の考えと関係づけ再構成した考えを，ワークシート上で付け加えたり，修正した
りすることができる。

（2）考えを分類するための工夫

ワークシートを個人用とグループ共通用の二種類用意する。個人用は自分の考えを表すもの

で，グループ共通用は，グループで聞き合う際に，共通のワークシートにそれぞれの考えを書

き入れながら考えを交流することで，関係づけ再構成につながると考える。

（3）グループ形態や交流の仕方の工夫
交流の仕方は，個→グループ今クラス全体を繰り返す。ただし，予想時におけるクラス全体

での交流は，自由にクラス内を移動して個々に聞き合いを行い，自分の考えを深めていきたい。

考察時におけるクラス全体での交流は，クラスとして一般化を図っていくため，自分の座席で
全体での交流を行う。

－52－



5単元構成（総時数12時間）

1

2

3

4

5

主な活動と内容

、／

問題を見出す（1時間）

9鯏辛箪聯藤學簿

掛藷蕊蔦
旦

・水を冷やしていくと氷になるし水を熱

すると水蒸気になるんだね

・水が変わった水蒸気は目に見えないんだi

・水が水蒸気や氷に変わるのは何℃で変わ：

るのかな

・水から水蒸気や氷に変わると何がどう変わるのかな

水を熱するとどうなるか（4時間） 《

胤
○水は何度で沸騰するのか

･100℃で沸騰するはず

・100℃になったらそれ以上はいかな

■ゞ=ぞ、Ⅲいのかな′

○水から水蒸気に変わると何がどう変遥鼻〆《』薇》蔦一
;'急*『

わ るのか：‘‘ゞ
§《,ltj・体積は大きくなると思うよ

．重さは変わらない？増えるかな

．確かめてみよう

○泡の正体は何かル：

・泡は水だから目に見えないけど水だと思うよⅢ‘
｜：

・温度が下がると湯気になるのかな

．見えないからここが水蒸気なんじやないかな1

水を冷やすとどうなるか（3時間）

○水は何度で凍るのか

・0℃だよね

・0℃より下がるのかな

・0℃で凍り始めたよしばらく0℃が続いたよ

○水は氷に変わると何がどう変わるのか【本時】

・体積はたぶん小さくなるよ

・出し入れがなかったらやっぱり重さは変わらないよ

・水が氷に変わると何が変わるのかな

水のゆくえ（3時間）

○水は沸騰しなくても蒸発するのだろうか

・道路の水は消えてしまうから蒸発するんじやないか

・沸騰しなかったらなくならないよ

○空気中の水蒸気は水に戻せるのか

・息をすると窓が白くなるよ

．冷やした時にビーカーの側面に水滴がついていたよ

．冷やすと水蒸気が水になりそうだれ

まとめ（1時間）

○水のすがたとゆくえをまとめてみよう

・水蒸気になって空にいくそれで雲になるのか

・雨は蒸発した水がまた地上に戻ってくることなんだね

・洗濯物をはやく乾かすにはどうしたらいいかな

－53－

聞き合いにかかわる手だて

教材の工夫

水を沸騰させてものを蒸している

様子を見せることで泡の正体に疑

問を持ったり水蒸気の部分と湯気

の部分の違いに興味を持ったりす

ると思われる

グループ形態や交流の仕方の工夫

同じ予想同士でグループを作って

実験を行い考察では違う予想同士

でグループを作って聞き合うそ

うすることで予想では自分の考え

を強化補充し考察では選択統合な

どの再構成を図っていく

相手と共有できる表現の工夫

と温度で粒子モデルを使ってきて

いるので本単元でもその粒子モデ

互いの考えの理解が図られる

考えを分類するための工夫

現象を説明するためのグループで

1枚のワークシートを用意してそ

れをもとに聞き合いを展開するこ

とで各々がワークシートに自分の

考えを書き表し互いの共通点相違

点がはっきりする



6第1日授業②（第3次中2,3時）第2理科室

（1）本時のねらい

水が氷に変わるとき重さは変わらないが体積は大きくなることを粒子モデルを使って説明する
ことができる

(2)展開

－54－

学習活動と子どもの思考の流れ 時 関係づけ再構成する手だて

1本時の学習を見通す

○本時の流れと課題を確認する

･前時までで水が氷に変わるのは0℃のときだということ

は分かったよ

｡水蒸気では体積は大きくなるけど重さは変わらなかった

よ

5

＜水は氷になると何が変わるのか＞

3実験方法を確認し実験する

○実験方法を確認し実験準備をする

･実験前の水の重さをはかっておこう

･エチルアルコールやドライアイスの扱いに気をつけない
といけない

15

10

前単元の物の体積と力や物の
体積と温度で粒子モデルを使

ってきている本単元でもそ

の粒子モデルを使い水の変化
を表すことでお互いの考えの

理解が図られる

体積重さに対する考えを持

てた上でだれがどんな考えを

持っているか全体で確認をす

るそれが分かることで自分

の考えと同じ人と聞き合うの

か自分の考えと違う人と聞き

合うのかを自己選択すること

ができる

グループの聞き合いの上でク

ラス全体で聞き合いたい相手

と考えを交流するそうする

ことで自信のない子は自分の

考えの強化につながり自信の

ある子は考えの補充などにつ

ながると考える

■
４
口
▼

■
』
可

一
『
一
■引 皇とう上司可できる表現の工夫

■

■■

角害えを分：頃するための工夫

グループ形態や交流の仕方の工う
■■

尽



○実験する
・エチルアルコールにドライアイスを入れた中に水の入っ
た試験管を入れるとすぐに氷になったよ

・周りのいらない水分をふきとって重さを量ってみよう

4結果をまとめ自分の考えをもつ

○結果をノートに記録してワークシートに考えを表す

・凍っても重さは変わらないよ

．やっぱり水の出し入れがないから重さは変わらないんだ

ね

・体積は予想と反して大きくなったなぜだろう？

・水蒸気のときと同じように図で表してみんなで考えてみ

よう

S他の物でも確かめる

○他の液体でも同じようになるのか確かめる

・ジュースも凍ったら小さくなったどうしてだろう

15

10

10

206クラスで考察する

○自分の考えをグループで聞き合う 予想時にかいた粒子モデルに
実験結果を反映させたものを

用いて聞き合いを行うそう

することで予想と考察をつな

ぎより事象に合った粒子モデ

ルへ高めていくことができる

姿を変えても重さは変わらない

＝!■■ーーーーーーー‘■■－1■■‘■■ーーーーーー一一一!■■'■■Ⅱ■■一一一'■■一一一一一dﾛ■，~グーーーーーー一一一ー‘■■一一一一ーーーーーー■■。一一ー‘■■ーー■q■－1■■一一、
〃 ､"、

iやっぱり水の出し入れli重さは変わらないけどI
I IIO

iがないから重さは変わil体積が大きくなったねI

澪｝蝋と粒子⑦農憩鰯蒜'し｜

口”

考えを分類するための工夫

現象を説明するためのグルー

プで1枚のワークシートを用

意してそれをもとに聞き合い

を展開することで各々がワー

クシートに自分の考えを書き

表し互いの共通点相違点がは

っきりする

１
０
１水は普通の授業氷は研究授

01
00
01
10
01
80
01
60
81

御-時
QU
I1
0、

、
0、

1

0

1

1

0

0

0

0

1

1

0

J

〃

と

粒が広がっていて
１
１
１
１
１
１
０
１
８
０
０
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｏ
Ｏ
Ｉ
Ｏ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

業 なそうすると氷はカチ力ユ
水は粉 ｌ

ｌ
ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｉ
Ｉ

コチで固まっているから体積
ぐっちやりと固まつ

グループ形態や交流の仕方の工夫は大きくならないはず
ていて －－－－－1■■ーI■■ ー

グループの聞き合いの上でク

ラス全体での聞き合いを行う

その中で一般化を図っていく7
－4■■q■■1■■一一ーー1■■ー1■■－－－－1■■1■■1■■1■■

○ ○

氷は○○

整然と並んでいるの

かな
ダ

ダ

－■ﾛ■ｰ－1■■一一－4■■ー－－－1■■1■■ーI■■－1■■4■■I■■一一一ー■■■ー ーー

7 ふり仮る

・他のものでも同じこと言えるかな

・ドライアイスも同じだよね

5

－55－

■
４
？ 引手と共引弓できる表現の工夫

水が氷に姿を変えることによる体積の変化をイメ

－ジすることができたよ姿が変わっても重さは

変わらないこともはっきりしたよ



6の3理科学習指導案

1単元名水溶液の性質

2本単元における学びを豊かにする聞き合い

小網達也

水溶液に関する事象をもとに互いの思いや考えを関係づけながら水溶液の性質
や働きについてモデル図を使って表現し個の考えを再構成していく聞き合い

本単元は，身の回りにある水溶液の性質や溶液に溶け込んでいる溶質，金属を変化させる様子

について興味・関心をもって主体的に追求する活動を通して，水溶液の性質について推論する能

力を育てると共に，それらについての理解を図り，水溶液の性質や働きについての見方や考え方

をもつことができるようにすることがねらいである。

水溶液の性質や働きについては，生活に密接に関係している学習内容であるが，子どもにはあ

まり意識されていないのが現状である。したがって，生活の中で身近に起きている事象を取り上

げていくことで，水溶液の性質や働きについての互いの思いや考えを聞き合うようにする。その

際に，「空気（酸素や二酸化炭素)」や「水」といった身近にあるものと水溶液の性質や働きがど

のような関係にあるのかについて互いの考えを関係づける。そうすることで，水溶液の性質や働

きについて日常生活との関連から推論することもできるようになり，水溶液に関する事象につい

て，納得した上で水溶液の性質や働きについての考えを再構成することができる。

S聞き合いのために

（1）子どもにつけたい態度

本単元でつけたい態度は，水溶液の性質や働きをもとに，日常生活で見られる様々な自然事

象に共通するきまりを追求していくことである。追求意欲をもつためには，子どもにとって身

近な日常生活における自然事象をもとに，子ども自らが問題を見つけ出す必要がある。それら

の問題を，単元を通して解決していくことで，互いの考えを聞き合う必要感も生まれるため，

日常生活に見られる水溶液に関する様々な自然事象に共通するきまりを見つけようとする姿

勢も身についていく。

（2）子どもに共有させておきたいこと

本単元では「粒子のようなもの」をつかって，自然事象の仕組みやきまりを理解できたとい

う経験である。第5学年「物の溶け方」で，物が水に溶ける量は，水の温度や量によって違っ

たり，冷やしたり温めたりすることで，水の中に溶けているものを取り出すことができたりし

たことを，「粒子のようなもの」を使って理解してきた。水や水に溶かすものが「粒子のよう

なもの」として可視化されて表現されているため，互いの思いや考えを容易に共有することが

できた。水溶液の性質や働きを理解する場合でも「粒子のようなもの」として表現する方法を

共有しておくことで，互いの思いや考えを聞き合うことに大変有効であると考える。

4関係づけ再構成する手だて

（1）相手と共有できる表現の工夫

水溶液の性質や働きに関する目に見えないきまりを追求していくために「粒子のようなも

の」を使って表現させる。これによって,互いの考えを関係づけ再構成することも容易になる。

（2）考えを分類するための工夫

水溶液の性質や働きについて互いにもっている考えから共通点や相違点を明確にし，科学的
な見方や考え方につなげるために，ベン図を用いる。

（3）グループ形態や交流の仕方の工夫

単元を通してトイレ用洗剤の性質や働きを追求していく学習を行う。単元のまとめの際に，
それらについて見方や考え方が似ているグループでまとめさせたり，全く違うグループでまと
めさせたりすることで，関係づけ再構成に向かわせる。

－56－



5単元構成（総時数13時間）

－57－

主な活：
■
亀
可
■
口
唾
■
〉 1と内容 謝き合いにかか；つる三三だて

1トイレ用洗剤のひみつをさぐれ（1時間）

○トイレ用洗剤を使うとどんなよいことがあるか

･おしっこの汚れを落としてくれる

トイレの中の臭いを取り除いてくれる

･便器内に発生する悪い菌の発生を抑えてくれる

2水溶液に溶けているものはなんだろう（3時間）

○炭酸水に溶けているものはなんだろう

中から泡が出てきたから泡の正体のものじやないかな

･泡は気体だから気体が何であるか分かればいいね

･蒸発させると何が溶けているかわかるよ

･石灰水を入れて白濁したら二酸化炭素だね

･火を近づけて炎が大きくなったら酸素だね
○炭酸水に二酸化炭素が溶けている様子をモデルで表してみよう

･炭酸水を振るとシュワシュワがなくなったから二酸化炭

素が外へ逃げていったんだねモデルでも表してみよう

s水溶液を仲間分けしてみよう（3時間）

○水溶液（食塩水・塩酸・アンモニア水・炭酸水）中に溶

けているもので仲間分けをしてみよう

･食塩水だけが熱すると固体（食塩）が残ったよ

･炭酸水だけが泡が出るのは水には溶けにくいってことだね

○水溶液を三つに分類するとどのように分けられるか

･塩酸や炭酸水は酸性だ

アンモニア水はアルカリ性だ・食塩水は中性だ

4水溶液と金属（5時間）

○金属の像はどうして腐食してしまったのだろうか
｡古くなってしまったから

･酸性雨に影響じやないかな

○塩酸に金属を加えるとどのように変化するだろうか

･金属は溶けてしまう

･泡を出しながら溶けていく

．熱を出しながら溶けていく

○塩酸につけた金属はどうなったのか【本時】

もとの金属はどこへ行ったのかなあ

･見た目はもとの金属とは何か違うなあ

･性質も違ってしまった

○塩酸の他にも金属を変化させる水溶液はあるのだろうか

･水酸化ナトリウム水溶液は変化させると思う

･アンモニア水も変化させるけど食塩水はさせないな
5まとめ（1時間）

○トイレ用洗剤の性質や働きをまとめよう

トイレ用洗剤は酸性のものとアルカリ性のものがあるの

はそれぞれにしかできない働きがあるからだトイレ

をきれいにするためでもあるんだ

･使用目的に応じて洗剤を選ぶとより効果的に使うこ
とができるんだ

|考えを分類するための工夫’
何種類か存在するトイレ用洗
剤から性質や働きの観点で共

通点や相違点を明確にするた

めにベン図を用いるここ力
4

。

ら導き出される疑問をもとに

本単元の学習の見通しを持た
せる

｢物の溶け方」で学んだ内容を
｢粒子のようなもの」を使って
表現した掲示物を手がかりに
して炭酸水から炭酸が抜けて
いく事象を「粒子のようなも
の」をつかって表現させる目
に見えない気体を可視化させ
ることで目の前の事象につい
ての考えを関係づけ再構成で
きるようにする

それぞれの水溶液の共通点や
相違点から仲間分けをした根
拠を導き出すためにベン図を
用いる仲間分けのポイントは

1．中に溶けているものを取り

出せるか

2．液体の色

3．液体のにおい

第2次で学んだ内容を「粒子の
ようなもの」を使って表現した
掲示物を手がかりにして金属
が水溶液によって変化される
様子を「粒子のようなもの」を
つかって表現させる金属が変
化した時の様子をもとに目の
前の事象についての考えを関
係づけ再構成できるようにす
る

第1次で出された疑問をもと

にグループを組みトイレ用洗

剤の性質や働きについて互い

の考えを関係づけ再構成でき

るようにする

相三三去勇§有できる表刃3の工夫

考えを分嬰
一
一
〃
四
・
．
… -るための工夫

■
４
ケ

一
■
■
■

＝

皇士共；弓できる表現の工夫

グループ形負；や交流の‘■■目方のエラ
＝

兇



6第1日授業②（第4次中3時）第1理科室

（1）本時のねらい

塩酸に鉄やアルミニウムをつけると泡を出したり熱を発したりしながら溶けてしまい取り出し

た金属がもとの金属と同じものであるか疑問をもつことができる

(2)展開

学習活動と子どもの思考の流れ 時 関係づけ再構成する手だて

1課題を知る |‘’
＜塩酸につけた金属はどこへ行ってしまったのか＞

聖
E子類子弓7三ああ王夷
溶けた鉄やアルミニウム様

子から疑問を持てるように

鉄やアルミニウムの性質と

の共通点や相違点について

の互いの考えを関係づけら

れるようにベン図を用いる

医頭あ玉夷
実験結果から鉄やアルミニ

ウムの見た目が変わったこ

とについて互いの考えを聞

き合いながらモデル図を

書かせることで再構成する

金属を塩酸につけると煙が出たり塩酸の色も変わったりしたので金属は塩酸の

中にとけこんだり外へ飛んでいったりしたとけた金属はもとの金属と同じだろ

うか

4実験結果をもとにモデル図を書き予想する

･見た目は変わってしまったけどさびた鉄と同じように

鉄の性質自体は残っていると考えられるから同じもの

ではないかと思うな

あんな反応したんだから全く別のものになったかもI
－58－



7第2日授業④（第4次中4時）第1理科室

（1）本時のねらい

塩酸に溶けた金属がもとの金属とは全く別のものになり塩酸は金属を変化させる働きがあるこ

とを理解することができる

(2)展開

学習活動と子どもの思考の流れ 時 関係づけ再構成する手だて

1課題を知る |§’
＜塩酸に溶けた金属はもとの金属と同じものだろうか＞

塩酸に溶けた金属は本来の金属の性質が失われもとの金属とは全く違うものにな

った塩酸は金属を変化させる働きがあることがわかった

4次時の課題をもつ

○塩酸の他にも金属を変化させる水溶液はあるのかな

･塩酸の他にアンモニア水も金属を変化させそうだ

ここまで違うものに変えてしまう水溶液はあるのかな

－59－
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I

可のe生活科学習指導案

1単元名あきとなかよし～つきぐみさんとつくろう！あそぼう！！～

2本単元における学びを豊かにする聞き合い

山岸留美

身近な秋の自然に親しみ木の実や葉などを利用して友達と協力したり年長児と遊
んだりするなかでアイデアや工夫を見つけながらさらにかかわり合って楽しく
遊ぶことができる聞き合い

本単元では，学校の周りを散歩したり，秋の自然物を探したりしながら，季節の変化に気付く

とともに，秋の自然物や身の回りの素材を利用しておもちやや飾りを作りながら，創造的な発想

や工夫を生かし，豊かに秋の遊びを楽しむことがねらいである。

その際，幼稚園の年長児と一緒に秋を見つけ，見つけたものでおもちゃや飾りを作り遊ぶ活動

を行うことで，「○○ちやんに見せたい｡」「こんな遊び方をしたら喜んでくれそう｡」などと子ど

もの活動意欲が高まり，お兄さんお姉さんとしてあきらめずに取り組む姿が見られるのではない

かと考える。最後に,年長児と協力し合って2年生主催のピースタウンカーニバルにお店を出し，

年中児・2年生と交流する場を設定することで，改めて自分たちが活動してきた秋遊びを見つめ

直し，園児・友達と遊ぶよさや自分の成長に気付くことができる聞き合いにしたい。

s聞き合いのために

（1）子どもにつけたい態度

友達が作ったおもちやや飾りで，秋の自然物をうまく利用している工夫やアイデア，遊び方

のよさを認め，自分の活動にも生かそうとする子どもを目指す。また，幼稚園年長児といっし

ょに遊ぶことを通して，園児の願いに寄り添い，遊ぶ材料や作るもの，遊び方などを変えるな

ど，相手意識を持って活動させたい。

（2）子どもに共有させておきたいこと

身近な秋の自然に触れ，体の諸感覚を使って見つける活動を通して，春や夏の頃とは違った

秋の特徴や季節の変化に対する気付きを共有する。そして秋の自然物を使った遊びを全員が行

うことで，遊びの中で得られた秋の自然物への気付きや遊びの面白さを幼稚園の年長児と一緒

に共有する。それらが共通土台となり，お店を出す際どんな材料を使ってどんな遊びをしよう

かと考えることにつながる。

4関係づけ再構成する手だて

（1）思いや願い，気付きの明確化

ワークシートやカード，付妻などを用い，見つけたことや調べたいこと，楽しかったことな
どを文章や絵，キーワードに表す。秋見つけで表した絵カードや付簔を，場所がわかるように

地図上に貼り全体で振り返ることで，「校庭にはクヌギというドングリの木があったんだな｡」
「幼稚園にもあるかな｡」「もっとドングリについて調べたい｡」など新たな思いや願い，気付
きが生まれる。

（2）思いや願い，気付きの比較・分類

見つけた秋の自然物や遊びの工夫・アイデアなどを共有するときに付妻を用いる。書き出し
た付菱をグループ内で一人一人がホワイトボード上に貼り仲間分けを行う。付簔を利用するこ

とで，友達の話を聞く際に「私と違う。○○さんと同じだな｡」などと比べながら聞くことが
できる。

（3）交流の仕方の工夫

秋の自然物を利用したおもちやや飾りを工夫し，遊ぶ楽しさを友達に伝えるために，友達や

年長児との交流の場面を設定する。活動後のふりかえりでは，友達の工夫のよさや自分の改善

点を共有することで，その後の活動に生かすことができる。また，似たようなグループ同士が
相談できるよう兄弟グループを作ることで互いにアドバイスしやすくなる。

（4）目的の再確認
木の実などの自然物集めからそれらを利用した遊びの工夫,お店作りに主体的に取り組める

よう，活動の見通しを持たせるために,願いや目的を意識できるような掲示などの工夫を行う。
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5単元構成（総時数15時間）
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ｑ
一
・
一 三な活動と内容 笥き合いにかか；つる三三涼て

1秋見つけをしよう（4時間）

○学校の周りや公園でどんな秋が見つかるかな

･秋になると葉っぱの色が変わるものがあるよ見たいな

どんぐりみたいな木の実をたくさん拾って遊びたいなあ

虫がいるよカマキリやこおろぎを見つけたい

○見つけたものはなあに

．ふれあい広場のどんぐりと違う形のどんぐりがあった

どんぐりには[かしわ]や[クヌギ]など名前があるんだね

･公園にきれいな落ち葉がたくさんあった
● なんていう名前の木なのかな

○つき組さんに見つけた秋をしょうかいしよう

･三つ子山のまわりにはざくろやかりんの実もあるよ

･園庭にも果物がなる木があるんだね

．一緒に見に行こうよ

2つき組さんと秋遊びをしよう（6時間）

○どんな遊びができそうかなやってみよう

どんぐりゴマややじるくえ・マラカスやでんでんだいこ

どんぐりでトトロ・ペンダント作り．ころがしゲーム

･オナモミダーツ・たねのくじ引き・まめまめクリップ

･木の葉の魚釣りやこすりだし，画用紙に貼ってお絵かき
リース作り・輪投げ．まつぽっくりのけん玉・折り染め

まつぽっくりツリー・サツマイモスタンプ・お面づくり

○つき組さんとどんな遊びをしようかな

･穴をあけるときけがに注意しなければいけないな

｡つまようじや竹ひごの入れ方にこつがあるようだ

どちらが長くまわるかどんぐりゴマの競争しようよ

どうやったら長くきれいにまわるのかな

･やじるくえはバランスをとるのがたいへんだ

○いろんな秋遊びをしよう【本時】
･落ち葉や枝で虫をお絵かきしたよ

･落ち葉の魚釣りはおもしろいな

･種でペンダントやクリップ，楽器（マラカスなど）がつ
くれたよ家で作ってみたい。
さつまいものはんこで名前の頭文字をくぎでほったよ

どんぐりでトトロはかわいいな

まつぽっくりの上にくっつけてならべよう

S秋遊びのお店やさんをしよう（5時間）

○どんな遊びのお店にしようかな

2年生からピースタウンカーニバルに誘われたよ

･オナモミダーツをやってみたいな

コースを作ってどんぐりのレースをしたらみんなよろこ
ぶよ

○つき組さんにどのお店をするか聞いてみよう

･ぼくたちはどんく、りゴマを作って競争するお店にするよ

．つき組さんとなかよくお店をしたいね係り分担しなきや

･たくさんお客さんが来てくれるように面白くしたいな

○お店の準備をしよう

○ピースタウンカーニバルに参加しよう

つき組さんとつくろう！あそぼう！

見つけた秋の自然物を絵カード
に表し地図上に位置付けること

で採った場所や名前を共有し
みんなでどんなものを見つけた

のか把握することができる

顕
秋の木の実や落ち葉を色や形で

比べる視点をもたせたり夏の様

子からどう変わったかをきいた

りして見つけた秋について伝え

合う

したい遊びを年長児に聞きなが

ら付妻に表すそれをホワイト

ボード上で貼りながら分類する

ことでどんな遊びができそう

かアイデアを出し合う

今まで交流してきた固定のグル
ープで活動を行うことで緊張せ

ずかかわり合えるようにする

｢なにがしたい？」「○○が上手

だれ｡」と年長児へ自分からすす
んで声かけするなど楽しく活動

するためのめあてを意識させて

臨ませる。

今自分たちがどの遊びに夢中に

なっているかお互いが共有でき

るようお知らせボードに書き紹

介タイムなどを行う

1年生が年長児にどんなお店が

したいか聞きながらお店のア

イデアを考えお客さんに楽し

んでもらうために各グループ

でめあての掲示を作り相手意識

を持たせたい
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6第2日授業③（第2次中4，5時）ランチルーム

（1）本時のねらい

年長児といっしょに秋の自然物を使った材料からおもちゃや飾りを作り遊ぶことを通して

秋の自然物の面白さや遊び方の工夫友達や年長児とのかかわり合うよさに気付く

(2)展開

－64－

学習活動と子どもの思考の流れ 時 関係づけ再構成する手だて

1課題をつかむ

○今まで何を作ったりあそんだりしたの

どんぐりゴマの対戦台を作った○○ちやんにまけたよ

この前まつぽっくりけん玉を作ってあそんだよ

・落ち葉や木の実で動物園の動物を作っている

○今日は何をしたいのかな

・大きなどんぐりのコースを作って転がしたい

．今日はオナモミのまとあてを作って遊びたいな

･○○ちやんのすきな魚を作って魚釣り遊びをしたい

8

掲示で気付きを表した付妻

やカードを振り返り前回ま

でに遊んだことを思い出す

ことで今日つき組さんと一

緒に取り組んでみたいこと

を考えさせる

＜つきぐみさんとおもしろいあそびをつくろう＞

2グループで今日の計画を確認する

○今日作るものや分担はこれでいいかな

．長いコースを作ろうどんぐりを転がすと面白そう

･段ボールのまとにはオナモミがくっつきそうなものをく

つつけて点数をつけるよ

･落ち葉で魚を作ったらクリップをつけて磁石で釣りをし

よ
＞

つ

7

35

1年生と年長児のグループ

は単元当初より固定してお

くことで初めは緊張して

いた年長児も遊びを作るこ

ろは思いを出せるようにな

り1年生と相談しながら楽し

くかかわれるようにしたい

今日試したおもちや作りの

アイデアや遊び方の工夫を

後でみんなの前で発表して

もら
ｰ

フ ことを事前に話すこ

とで目的意識を持たせる

グループ毎に作りたいおも

ちゃなどの材料を選び工夫

できるよう コーナーに必

要な材料や道具をそろえて

おく場を設定するかかわ

りながら試して遊べるよ

に環境を整える

ｰ

フ
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学習活動と子どもの思考の流れ 時 関係づけ再構成する手だて

6後片付けをする

！
M

ヨ
ペアの年長児と相談し楽

しかった遊びや工夫したこ

とを聞き出しながら付菱

に書く

書いた付妻を貼りだしお互

いの工夫を比べながら見合
ｰ

フ ことでその後全員交流

の場に生かされる

函
1年生・年長児におもしろか

った遊びやまだやりたい遊

びにシールを貼ってもらう

なぜおもしろかったのかを

言わせることで秋の自然物

の面白さやお互いのかかわ

りのよさに気付かせたい

日而肩霧割
2年生からピースタウンカ

－ニバルでお店を出しませ

んかというお誘いの手紙を

読むことでさらに秋遊びへ

の思いを膨らませる

おもしろい遊びになっていったよつき組さんの○○ちゃんがうれしそうだった

遊びを工夫すると面白くなったつき組さんと何のお店屋さんを出そうかなわく

わくするよ

戸

4 おもちゃや飾りのアイデアや遊び方の工夫を伝え合う
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2の2生活科学習指導案

1単元名どきどきわくわく平和町探検隊～めざせ！平和町博士！～

2本単元における学びを豊かにする聞き合い

中川好美

地域にかかわる活動を通して地域で生活したり働いている人々や附属学校園のある平和町のよさなど

の気付きを友達と共有し関係づけ再構成する中でより親しみや愛着をもって人々や地域とかかわり

気持ちよく主体的に生活していこうとする聞き合い

本単元では，本校がある平和町の魅力に迫る。附属学校5校園のうち，幼稚園・小学校・中学校・高校

がこの平和町にある。通学範囲が広範囲に及ぶ本校の子どもにとって平和町とは,住んではいないがかか

わりが深く，共通の地域であると言える。しかし大半がバス通学のため，平和町がどんな町であり，どん

な人々が生活しているのかは知らない。そこで,学校園や平和町に自ら探検に出かける活動を通して，そ

こに通う人や働く人，生活している人とかかわることで，学校園そのものや平和町について関心をもち，

人や地域について深い気付きをもつことができると考える｡それらを共有し,探検を繰り返していく中で，

子どもは学校園や平和町をより一層身近に感じ,親しみや愛着をもってさらに人や地域とかかわることが

できる。そして，これからもこの附属学校園に通い，平和町で生活する人の一員として，気持ちよく生活

していこうとする態度を養うことができると考える。このように，一人一人の気付きを関係づけ，再構成

された思い輔買い，気付きをもとにして，平和町の魅力にさらに迫りながら繰り返し探検に出かけたり，

自分たちの気付きを誰かに伝えたり，表現したりすることで学びが豊かになると考える。

S聞き合いのために

（1）子どもにつけたい態度

思いや願い,気付きを素直に表現し,共感的に受けとめていく態度を基盤とし,学習履歴を細かく掲

示したり，気付きをニュースにして発信したりする活動を取り入れ,思いや願いをもとに主体的に活動

に取り組む態度を目指すbまた以前から継続的に交流を続けている年中児(すみれ組）とのかかわりを

意図的に設け,自分たちと同じように学校園や平和町で生活する年中児にもそのよさやおもしろさを平

和町博士になって伝えようとする態度を目指したい。

（2）子どもに共有させておきたいこと

本校は校区が広く，地域も広範囲に及ぶため，子どもが住む町ではなく，本校所在地である平和町や

附属学校園を地域として捉え，子どもに共有させることにする。また，「めざせ！平和町博士！」とい

う目的をもたせ共有することで,探検を通して，平和町のことがよくわかった，平和町のことが前より

も好きになったという思いに寄り添いながら学習を展開していく。

4関係づけ再構成する手だて

（1）思いや願い，気付きの明確化

人や地域に対する思いや願い，気付きをワークシートや付簔に言葉や文，絵で記録していくことで，

自分の気付きを明確にし，相手に分かりやすく伝えることができる。また，デジカメを活用し，できる

だけ実物に触れることでよりそれらが明確になり，関係づけが行われやすくなる｡

（2）思いや願い，気付きの比較・分類

絵カードを白地図に貼ったり，自分たちの手でミニチュア版ピースタウンをつくったりするなど,町

全体を見させたり，一部分を焦点化して見させたりすることで,比較･分類するときの視点を与えるこ

とができる｡また,付妻を用いて自分たちの気付きを分類する場面を設定する｡出された気付きを比較・

分類することで，自分と友達の気付きの共通点・相違点に注目し，関係づけ再構成することができる。

（3）交流の仕方の工夫

グループからクラス全体,自分のグループから他のグループなどと相手を替えて聞き合いを行うこと

で,新たな気付きに触れることができる。また，年中児を相手に伝える活動を設定することで，よりわ

かりやすい表現方法へと工夫する必要性が生まれ，相手を意識した関係づけ再構成が行われる。

（4）目的の再稲認

長期的な単元のため，「めざせ！平和町博士！」という大きな目的を設定する。学習掲示を活用した
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り，探究的な活動の中での成長を認める声かけをしたりすることで,博士になることに喜びを感じ，目

的に向かった関係づけ再構成が行われる。

5単元構成（総時数33時間）
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主な活動と内容 聞き合いにかかつる手だて

1自分の町のどきどきわくわくを紹介しよう（3時間）

○自分の町のどきどきわくわくなところは何かな

･家の近くの公園のブランコだよ風がとても気持ちいいよ

○平和町にもどきどきわくわくはあるかな

｡よく知らないなどきどきわくわくがある力調べてみたいな

｢屋壱三~辰言ﾗﾐー 王茄圃…壷~雨而壹圭T二可
2平和町のどきどきわくわくを見つけよう（12時間）

○平和町にはどんなものがあるかな

附属小学校・中学校・高校・幼稚園・市立病院・平和町児童館

郵便局・加登長・セブンイレブン ・頁マノレエー

○附属学校園のどきどきわくわくを見つけよう

小学校の体育館は大きくてすごくわくわくするね

･幼稚園には生きものがいっぱいいるんだよ

○学校園以外のどきどきわくわくを見つけよう

｢丸福」のおまんじゅうはおいしいねどうやって作っているのかな

｢市立病院」には毎日どれだけの人が来るのかな

平和町のことをもっとくわしく知りたいよ

3平和町のもっとどきどきわくわくを見つけよう

～めざせ！○○博士！～（6時間）

○もっとくわしく調べたいところはどこかな

･友達が言っていた児童館がおもしろそうだったから行ってみたいな

○もっとくわしく深検しに行こう

･インタビューしたら初めて知ったことがたくさんあったよ

･夜中ずっと寝ないでお菓子をつくっているって知ってびっくりしたよ

4平和町のもっとどきどきわくわくを伝えよう
～ めざせ！平和町専士！ ～ (4時間）

○○○博士になって平和町のもっとどきどきわくわくを伝えよう

｢丸福」にはね実は…．「市立病院」には実は…

｡知らないことがたくさんあったよ平和町ってすてきな町だな

○平和町のどきどきわくわくをもっと広めよう

すみれ組さんにどきどきわくわくを紹介したいな

すみ才l組さんが紹介した場所を気に入ってくれたよ

5平和町のどきどきわくわくを楽しもう

～どきどきわくわくピースタウンカーニバルをひらこう～(S時間）

○ピースタウンカーニバルの準糒をしよう
● 平和町の歌をつくりたいなダンスもあるといいな

･平和町かるたをつくって遊びたいな

○みんなでピースタウンカーニバルを楽しもう【本時】

すみれ組さんと一緒に踊ったり歌ったりしたいな

｡みんなでつくったピースタウンカーニバルは楽しいな

○ピースタウンカーニバルをふり返ろう
● 学校園や平和町のことがよくわかって前より大好きになったよ

すみれ組さんと一緒に活動して楽しかったよもつと仲良くなれたよ

’
自分の町のどきどきわく

わくを平和町のと比較さ

せ意欲を高めるため付

菱に表し白地図に貼る

友達と比べやすくするた

めワークシートに自分の

町に対する思いや願い

気付きを書かせるまた

相手に伝わりやすくする

ため写真や絵を用いる

共通点・相違点を共有し

さまざまな見方．考えに触

れさせるため町探検での

気付きを付簔に書き比

較・分類する

クラスでの発表を生かし

より相手を意識して考え

ることができるよう自分

たちより幼い年中児を交

流の相手に設定し気付き

を生かす場面をつくる

言葉･絵･動作･馴上など

の様々な表現方法を通し

て今までの気付きをまと

めさせる

友達と比較しやすくする

ため付菱に思いや願い

気付きを書かせるまた

相手に伝わりやすくする

ため写真蝋を用いる

思いや願い,気付きの比噌i･分；＄

思いや願い，気付きの明研:イ〃．

思いや願い,気付きの比！i･分類

交流の仕方の工夫

思いや願い，気付きの明港イ〆。

思いや願い，気付きの明確イグ．



6第2日授業④(第5次中3，4時）ブﾚｲルーム(幼稚園)･2の2教室

（1）本時のねらい

年中児と一緒にピースタウンカーニバルを楽しみお互いの感想や気付きを共有する中で平和町

のよさや平和町博士になって活動する自分の成長に気付く

(2)展開

に
、
土
語

－68－

学習活動と子どもの思考の流れ 時 関係づけ再構成する手だて

1前時をふり返り本時のめあてを確認する

｡いよいよすみれ組さんを招待するぞ

すみれ組さんが楽しんでくれるといいな

5

＜すみれ組さんと一緒にどきどきわくわくピースタウンカーニバルを楽しもう＞

20

15

20

年中児の感想を聞いて自分

の行動をふり返ったり新

たな気付きをもったりでき

るよう年中児を交えてふ

りかえりをする

思いや願い気付きを交流

しながら活動できるよう

2年生と年中児が混在する

グループをつくる

交流の仕方の工夫

交流の。士方の工夫



5片付けをする

・次使いやすいように分けて片付けよう

・幼稚園さんの場所だからきれいに片付けないとね

10

辰蔬あ汪芳あ王夷
平和町博士として「年中児

とどのようにかかわること

ができたか」「どのようにピ

ースタウンカーニバルをつ

くることができたか」に焦

点を絞って聞き合いができ

るよう2年生のみでふり

かえりをする

6活動をふり源リクラス全体で共有する

○すみれ組さんと一緒につくれたかな

鍾蕊蕊1痛言熱i!驚言蕊I
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１
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すみれ組さんが小

さくてやっぱりか 思いﾔ獺い,剣寸きの且較｡分舞

ね勉迫迄よ_I－－j’ お互いの意見の視点を明確

にし共通点・相違点に目

を向けさせ多様な考え

方．感じ方に気付くことが

できるよう発表を視点ご

とに分けて板書したり，「似

たような思いの人いる？」

などと発問したりする

、
、I■■

○どきどきわくわくピースタウンカーニバルになったかな

戻流あ任芳あ王夷
次の活動を意識させ見通

しをもたせるために本時

の課題や板書をふり返りな

がらどきどきわくわくが伝

わるようなピースタウンを

つくることができているか

どうかを問う

IIL

すみれ組さんのどきどきわくわくも入ったピースタウンカーニバルをすみれ組さんと一緒に

考えることができたよ平和町には本当にたくさんのどきどきわくわくがあるんだね

みんなの平和町のどきどきわくわくや平和町のことが大好きになった気持ちが伝わるよう

もっとピースタウンカーニバルを盛り上げたいな

すみれ組さんのどきどきわくわくも入ったピースタウンカーニノ

考えることができたよ平和町には本当にたくさんのどきどき

みんなの平和町のどきどきわくわくや平和町のことが大好きに

もっとピースタウンカーニバルを盛り上げたいな

.みれ組さんと一緒に

<があるんだね

気持ちが伝わるよう

7本時をふり返り次時のめあてをもつ

・1年生やつき組さんとも一緒にピースタウンカーニバルをする

のが楽しみだな

5
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〆

L

よしわかったぞ

工夫するともっ

とすみれ組さん

と上手にできそ

うだ

、

ノ

他のグﾙ立プみたいにもっとI吃いる工夫すれば，
かもしれないな次はそうしてみよう

うまくヤ受

かわいいすみれ組さんの笑顔がもっと見たいしもっと楽し

いピースタウンカーニバルができるといいな
L

平和町のどきどきわくわくがたくさんつまったピースタウン

カーニバルになってだんだん盛り上がってきたね

もう少しレベルアップしていよいよ完成だね
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学習指導案

楽
立
日

▲

胃

li
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1の2音楽科学習指導案

1題材名はくにのってリズムをうとう

2題材における学びを豊かにする聞き合い

大滝菜保美

F百E吾屍ﾓー 薬反一ﾜ交云舂弓ラヲ詞~ﾗ之~ﾗｦ三府弓7三両罷罰司
本題材では,楽しく体を動かす活動や遊びを通して,音楽を形づくっている要素に着目させる。

そして，リズム創作ではグループでさらに楽しくリズムをうつにはどうしたらよいかを考え，話

し合い，再構成としてさらに楽しく良い演奏を創りあげていく。

1学期は，親しみやすい楽曲やことば遊びで，遊びながら拍の流れにのることや絵譜を使いリ

ズムの違い，音楽の仕組みを意識してきた。本題材では，学んだことを生かし，他の演奏を聴き

比べることにより気付きを自分たちの演奏に生かしたり「もっとこうしてみたい｡」や「きれい

な感じにしてみたい｡」など自分の思いやイメージをもち表現したりできるようにしたい。

また，低学年では他の人の演奏を聴かないで自分勝手な速さで演奏する傾向がある。そこで，

自分だけの速さで演奏するのではなく，一定の速さの拍に合わせたり，互いの音を聴いてみんな

と合わせたりする楽しさや醍醐味も味わわせたい。これらのことを意識することで，将来，思い

や意図をもって美しい合唱や合奏を楽しめるようにしたい。

S聞き合いのために

（1）子どもにつけたい態度

わらべ歌や童謡など親しみやすい歌を取り入れ，歌うことや身体を動かし，楽しみながら拍

の流れ，リズムの違いを感じとるようになることである。また，一定の拍の流れやみんなと合

わせることの楽しさや大切さを学ばせたい。

（2）子どもに共有させておきたいこと

絵譜や音符を見てリズムと結びつけることで，一瞬で消えてしまう演奏を視覚的にとらえる

ことである。視覚的にとらえることで，リズムを友だちと共有したりそれをもとに考えたりす

ることができる。このように絵譜や音符を使うことで友だちとリズムを共有することができ，

話し合いが活性化していく。

4関係づけ再構成する手だて

（1）音楽を形づくっている要素に着目させる
楽しいリズム伴奏を創るために，音楽の仕組みの「繰り返し」「合いの手」「問いと答え」や
リズムの違いを意識させる。言葉やリズムを板書をしたり，「繰り返し」「合いの手」「問いと答え」

の仕組みの楽曲を取り入れたりすることで自然に仕組みやリズムの違いを意識させることができると考

える。それらをもとにリズムの創作ができる。また，共有される言葉があるために関係づけや再構成す

るための話し合いに有利に働く。

（2）知覚・感受したものを聴き比べる
他のグループの演奏を聴き比べ，よかったなあと思う根拠を考える。自分たちの演奏をさら
に楽しくするために，いろいろな演奏を聴き比べることで，根拠をもってそれを取り入れるこ
とで演奏をよりよく変化させていくことができる。

（3）テキストを活用する
リズムの違いを意識させるためのテキストとして絵譜を使用する。また，リズムを創作する
時にはさらに楽しい音楽を創るために，話し合いのもととなるために絵譜や音符を使用する。

絵譜や音符をもとに書き換えたり，話し合いをしたり，同じ演奏をしたりと関係づけ再構成に
は有効な手だてである。

（4）魅力的な音楽と出会わせる
楽しんで体を動かす活動や遊びをするために親しみやすい楽曲を選曲する。また，音楽を形
づくっている要素を意識するために要素の入った曲を選曲する。聴き取った要素は，リズム創

作の要素になったり楽曲を鑑賞する時の根拠となったりする。目的意識を持たせるためにリズ
ム創作だけではなく，楽しく快活な楽曲あいあいを選曲した。間奏のリズム伴奏を創作し，さ
らに楽しく歌えるようにしたい。
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5学習計画（総時数8時間）
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４
｝
車
一 三な活 力と内容

韮
耳 き合いにかか；つる三三だて

1は<をかんじとろう（2時間）

(体を動かす活動）

○さんぽ（音楽に合わせて口ずさんだり手拍子や歩いた
りしながらはくのながれを感じ取る）

○げんこつやまのたぬきさん（歌いながら身振りやじ

●

やんけんをしてはくのながれを感じ取る）

リズムに合わせて身振りやじやんけんができて楽しか

つたよ

I－－－lゐあ庖面|葱ざ1③嫁ラ
○3時のおやつ（ゲーム感覚で遊びながら拍を感じ取る）

○しろくまのジェンカ（踊りを取り入れはくの流れを感

じ取る）

’＠．②厄鋤．■
?…ー……………………………．…

＠ ． 陰一~Ⅱ
2音楽の仕組み「くりかえし」「あいのて」「といとこた

■■■

え」 や絵譜でリズム違いを意識する（2時間）

○ことばあそび「おなまえリレー」（はくの流れを感じ取

りながら「おなまえは？」「○○です」をリレーでつな

げる）

･同じ文字数の名前でもいろんなリズムができるよ
#.‘-.‘､….1雫･'.へ…….‘..一一一一…………ー.….…~､...….….~一一､…筆..”

｜=≦=三三長い』J
：おなまえ
§.………""…-…""…………""…"‐…………………""………
魚

: 一一
篭

○ことばあそび「すきなのは？」（同じパターンの「くり

かえし」や「といとこたえ」になっていることを意識

しながらすきなものを答える）

｢おなまえは（はい)」「すきなのは（はい)」のはいは

｢あいのて」であることを意識する

○マンボNo.5を鑑賞する（あいのてを意識させて鑑
賞する）

ことばあそびでいれた「おなまえは（はい)」と同じ合

いの手で掛け声が入っておもしろかったよ

○やまびこごっこ・あいあい（といとこたえを意識して

交互唱を楽しむ）

sリズム創作（4時間）

あいあいのリズム伴奏をつくろう

○あいあいの間奏のリズム伴奏を創作する【本時】
● 自分のリズムをつくったよ

．みんなでリズムを合わせると楽しくなったよ

･掛け声をかけたらもっと楽しくなったよ

○演奏を聴いてもらおう
● Aグループは掛け声があってたのしそうだったよ

･Bグループは一人とみんなにわかれて「といとこたえ」

●

をつかっていておもしろかったよ

Cグループはみんなのリズムをリレーでつなげていて
よかったよ

りグループはリズムが二つにわかれていてすてきだっ
たよ

厘

寺も

拍のながれにのって楽しみながら
体を動かす活動をするために親し

みやすい曲を選曲する

音楽や遊びの中から「繰り返し」

「合いの手」「問いと答え」リズム

の違いを意識させるために板書を

活用する

リズムの違いを意識させるために

絵譜を使う

遊びながらいろいろなリズムパタ

－ンがあることを聴き比べる

グループで試行錯誤するためや皆

で共有するために絵譜を使う

さらに良い演奏を目指すために他
のグループの演奏を聴き比べる

i力的な音楽と上
■
４
〃
一

一
云
４
４ っせる

音楽を形づくっている要素に着目させる

テキストぞE活用で
I■■

る

知覚・感受したものを聴ぞ
●
０比べる

■■■■

丁
4
一 豊ストを活用了

■■

る

知覚
二
目§受した

■
■ ｡のを聴き比べる



6第2日授業④（第3次中2時）第2音楽室

（1）本時のねらい

はくにの流れにのりグループで楽しいリズムを創る

(2)展開

－74－

学習活動と子どもの思考の流れ 時 関係づけ再構成する手だて

1既習曲を歌う

○マンボNo.5のリズムに合わせて手拍子をうったりあ

いのてをいれたりする

○あいあいを交互唱で歌う

2課題をつかむ

10

＜グループで楽しいリズムをつくろう＞

○あいあいの間奏8小節のリズム伴奏をつくる

○4拍子8小節のリズムをつくる

○グループ（4人）で楽しいリズムをつくる

5ふり返る

口
|‘’

借楽を形づくっている要素に着目させる’
リズム伴奏をつくるために
音楽の仕組みを意識させる

庁年ﾇ~F舂活甫手詞
リズムを考えるために絵譜
を使う

序手ﾇ~F毒舌雨弓=訂
グループで試行錯誤するた
めや皆で共有するために絵
譜を使う

羅圧ﾌﾐ詞
さらに楽しく良い演奏にす

るために他のグループの演

奏を聴き比べる

｡みんなで合わせることは難しかったけれど合った時はうれしかったよ

･合いの手をいれたらあいあいの楽しい感じがしたよ

･手拍子だけでなく足でリズムをとるのはおもしろかったよ
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グループで考える
、

自分の考えたリズムをもとにグループのリズムを考える
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2のS音楽科学習指導案

1題材名たがいの音をきこう

2本題材における学びを豊かにする聞き合い

笹谷真理子

互いの歌声や楽器の音を聴き合いアドバイスや話し合いからよりよい演奏に近づこうと
する聞き合い

本題材は,互いの歌声や楽器の音を聴き合いながら，みんなで気持ちを合わせて楽しく演奏する活動

を中心に学習を進めていく。本題材では，歌声の重なりを感じる輪唱，歌声が主旋律で蝿ハーモニカ

が副旋律を奏する合奏,繩ハーモニカの合奏と段階的に進めていく。互いの歌声や楽器の音を意識し

たり，聴く側と演奏する側に分かれて聴き合ったりする活動を取り入れていく。聴き合う際には,音楽

を形づくっている要素「拍の流れ」「強弱｣，蝿ハーモニカの奏法「レガート」「スタッカート」など

に気をつけさせたい｡それらを聴き合いの土台としてアドバイスをし合うことで，自分たちの演奏をさ

らによりよいものにしていこうという，関係づけ再構成が行われることを期待する。また､範奏を聴き

「こんな演奏にしたい｡」というゴールのイメージを持ち，聴き比べ，ゴールの演奏に近づくためには

どうしたらいいのかを友達と話し合うことで関係づけ再構成していこうとする姿を期待する。

s聞き合いのために

（1）子どもにつけたい態度

友達の音や演奏を,意欲的に聴き取ろうとする態度である。歌声と楽器が重なり合うおもしろさを味

わうためには,それぞれの旋律やその響きを聴き取る力が必要となる。題材を通じて,音や旋律を聴く

ことができたら手を上げる,いっしょに小さい声で副旋律を歌ってみるなど意欲的に聴くことができる

場面をつくっていきたい。

（2）子どもに共有させておきたいこと

楽譜を読む力である。歌声や楽器の音の重なりを,視覚的にもとらえ理解させたい。自分たちが休符

の時に友達はどんな演奏をしているのか，自分たちが今，どんな役割をしているのかを楽譜からも理解

することで，よりよい演奏に近づくであろう。そのためには，音符や休符，スタッカート，レガート，

音楽を形づくっている要素である「強弱」「拍の流れ」などを言語と実感を伴って身に付けておくこと

が必要である。

4関係づけ再構成する手だて

（1）音楽を形づくっている要素に着目させる
子どもにとって，自分が演奏しながら友だちの音を聴くことは難しし始そこで演奏する側と聴く側に
分かれ，音楽を形づくっている要素である「拍の流れ」「強弱」奏法の違いによる「音色」を，カード
に提示するなどして題材を通して意識させたい｡その観点に基づいてよかったところや改善点を互いに
聞き合い，修正することで，よりよい演奏につながると考える。

（2）知覚・感受したものを聴き比べる
本題材では，歌声や楽器の音が重なり合う響きのゴールの演奏として、CDの範奏を聴かせていく。
範奏から，自分の演奏する部分がどのように演奏されている力聴き取らせたり，全体のバランスや音の
重なりを意識して聴かせたりしながら学習をすすめていきたい。自分たちの演奏とどこが違うのか，ど
のように演奏したらゴールの演奏に近づくのか，「拍の流れ」や「強弱」など観点をしぼって聴かせる
ようにしたい。

（3）テキストを活用する
本題材では,歌声や楽器の音の重なりを視覚的に意識させるために楽譜を活用していく。休符や音符
の長さ，リズムなど自分の演奏する部分だけではなく，友達の演奏する部分も意識させたい。また，気
付いたことを全体で話し合い，共有するために拡大楽譜を用意する。楽譜を見ながら，実際の音が伴っ
た聞き合いを共有したい。

（4）魅力的な音楽と出会わせる
第3次では「かえるの合唱～発表会用アレンジ～」（ドイツ曲松田昌編曲）をに取り組む。子ども
にとってIWll染みのある曲である。2拍遅れ,1/｣節遅れ,2甜節遅れといろんな時間差でアレンジさ
れ音の重なりをおもしろく感じることができる楽曲である。スタッカートやレガート奏法,強弱などに
着目しながら楽しく演奏させたい。

－75－



5学習計画（総時数12時間）

－76－

４
一
・
一 三な活動と内容 謝き合いにかか；つる手だて

1歌声を聴き合いながら「どこかで」を歌う（2時間）

○曲の感じをつかんで歌う

季節の歌だね

｡おいかけっこの歌だよ

｢ブーン」や「ドーン」が重なっておもしろいな

○友達の歌声を聴きながら輪唱する
● CDを聴いてみよう擬音語のところはやさしくきれいに声が

重なっているね

･友達の歌声を聴きながら楽しく聯昌できたね

2歌声と鍵盤ハーモニカの音を聴き合いながら「ぶつかりくじら」

を演奏する（3時間）

○曲の感じをつかんで主旋律を歌う
● 歌と楽器の曲だね

･スキップのリズムにのって楽しく歌えたよ

○副旋律を演奏する

四分休符や二分音符に気を付けてふこう

拍の流れにのっているかな

○主旋律と副旋律を合わせる

･今のグループの演奏で副旋律がしっかり聞こえたよもう少し小

さくてもいいね

｡互いの歌声や鍵盤ﾝ､－モニカの音を聴き合って楽しく演奏でき

たよ

S互いの鍵盤ハーモニカの音を聴き合いながら合奏｢かえるの合

唱～発表会用アレンジ～」を演奏する（6時間）

○曲の感じをつかむ

前に演奏した「かえるの合唱」とはちよと感じがちがうね

5つのパートに分かれているよ

○鳴き声パート（鍵ハ1～3）を演奏する

･拍をよく数えないと難しいな

･スタッカートでふくんだね

○メロディーパート（鍵ハ4～5）を演奏する

｢かえるの合唱」だけど今までの重なり方とはちょっとちがうな

･メロディーの前半はレガート後半はスタッカートだよ

○鳴き声パートとメロデイパートを合わせる

回｢かえるがないた｣と回｢3びきないた｣はかえるがふえ
ているから回は少し強くふいたらいいね
回｢かえるのがっしよう'」と回｢かえるのがっしよう2｣は
どこがちがうのかな楽譜をよく見てみよう

･強弱がちがうよ鍵4と鍵5が入れかわっているよ

．固｢かえるのだいがつしよう｣はどこがちがうのかな【本時】
･「だいがつしよう」だけに強弱はフォルテだよ

･鍵4と鍵5の重なり方が今までより難しいよ

．固｢すぐなくなっていく｣は少しずつ小さくなっていくよ
･最後の2ﾉj節はフォルテで心を合わせて演奏するよ

4発表会をしよう（1時間）
● どのグループも「拍に流れ」や「強弱」に気をつけて互いの音

を聴きながら上手に演奏しているね

舶の流れ」にのっているか意識

させるためにメトロノームをか

けておく

範唱や友達の演奏を聴き比べ擬

音語の重なりや｢拍の流れ｣｢強弱」

についてアドバイスさせる

声の重なる部分や合わせるところ

を意識させるために自分の楽譜と

拡大譜で確認させる

聴くことを意識させるために副旋

律だけを聴きとったり小さな声

で歌わせたりする活動を取り入れ

る

範唱や友達の演奏を聴き比べバラ

ンスや｢拍の流れ」「強弱」などに

ついてアドバイスさせる

｢柏の流れ」「強弱」「スタッカー

ﾄ」「レガート」など演奏』朝恵くた

めに意識してほしい要素について

はカードを提示する

音がどこで重なるの力前とどこが

変わっているのかを意識させるた

めに自分の楽譜で確かめ拡大譜

で共有する

よりよい演奏に近づけようとする

ために友達と聴き合いアドバイ

スし合いながら練習する時間をと

る

CDによる範奏を聴き自分の演

奏する部分だけではなく全体の

バランスや音の重なりを意識して

自分たちの演奏との違いを聴き取

らせる

盲う§を形づくっている要素に着目させる

閃|覚 惑妻§した
■
■ 〕のを聴き比べる

ー

丁
』
■■■ 差ストを活用する

知覚・蠕 浸した
■
■ 〉のを聴き比べる

音楽を形づくっている要素に着目させる

■■■■

丁
』
ー ニストを活用する

知覚・感受したものを聴き比べる



6第2日授業⑤（第3次中5時）第2音楽室

（1）本時のねらい

｢かえるのだいがつしよう」にするために友達のアドバイスを取り入れ互いの音や重なりあう響きを感

じながら楽しく演奏する

(2)展開

－77－

学習活動と子どもの思考の流れ 時 関係づけ再構成する手だて

1前時の学習をふり返る

○「かえるのがっしよう2」はどんなことに気を付けて演奏した

かな

･友達の音を聴きながら演奏したよ

●

｢かえるのがつしよう1」とのちがいを考えて演奏したよ

｢強弱」はフォルテだね

･今日はいよいよ「かえるのだいがっしよう」だね

5

首采を形つくっていつ妥索に眉日させゐ’

｢拍の流れ」「強弱」などのキー

ワードは提示して意識させる

＜「かえるのだいがつしよう」にするためにどんなふうに演奏すればいいかな＞

5今日のまとめをする

I

I

10

F牢ﾇ~F吾活用苛司
まず自分の楽譜で考えをもち

その考えを共有するために

拡大譜を用意する

廣薬舂諺ﾇー ﾗﾓ雨要素E着百琴闘
「リズム」「音の重なり方」など

のカードは提示し意識して練習

できるようにする

…聴吾圧ﾌﾐﾖ
20 友達にアドバイスできるように

互いに聴き合う場面を設定する

CDによる範奏を聴き自分の演

奏する部分だけではなく全体の

バランスや音の重なりを意識し

て自分たちの演奏との違いを聴

き取らせる

5
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、
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ノみよう
、

『

L

ちがうところがたくさんあるな

リズムや強弱に気を付けて友達

の音をしっかり聴いて練習しよ
ｰ

フ

、

」

強弱や音の

重なりに気

を付けてふ

けるように

なったよ
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二 三

友達力激えてくれたことを取り入れお互いの音をよく聴き合って「かえるのだいがつしよう」

を楽しく演奏することができたよ
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石川県音楽教育研究会指導案

1．題材名鑑賞で感じ取った曲想を演奏に生かそう

（教材名）幻のトレイン継田和広作曲

小学校部会徳田典子

2題材の目標

・楽曲の特徴や演奏のよさに関心をもち、打楽器を演奏する学習に意欲的に取り組む。

・思いや意図をもって、曲想を生かした表現を工夫する。

・音色・リズム・強弱・調などの要素を支えとし、曲想に合う表現をする。

・曲想とその変化などの特徴を音色・リズム・強弱・調の関わり合いから想像したことを言葉で表

すなどして楽曲の特徴や演奏のよさを理解して聴く。

3．学習指導要領の内容との関連

【A表現】イ．曲想を生かした表現を工夫し、思いや意図をもって演奏すること。

ウ.楽器の特徴を生かして打楽器を演奏すること。

【B鑑賞】ア.曲想とその変化などの特徴を感じ取って聴くこと。

ウ.楽曲を聴いて想像したことや感じ取ったことを言葉で表すなどして､楽曲の特徴や演奏

のよさを理解すること。

取り扱う主な［共通事項］

音色 汽笛、鐘などその場面に合うイメージの音色

リズム 各楽器からなるリズムの音型、その場面のイメージに合うリズム

強弱 遠近感を意識した強弱

調 その場面の調性から醸しだされたイメージ

4．学習指導にあたって

（1）教材について

継田和弘作曲の打楽器アンサンブル『幻のトレイン』である。曲はゆっくりと蒸気機関車が発車

していく場面から始まり、子どものイメージがかきたてられるような展開になっていく。打楽器が

数多く使用されることからなる豊かな音色、多様なリズム、各打楽器の奏法の違いなどによる曲想

の変化が味わえる。蒸気機関車が力強く走っていることを想像させてくれるようなリズムの反復

や、メロディの問いと答えなどの音楽の仕組みがとらえやすく、わかりやすい。また調性の変化に

より、醸し出される雰囲気から、子どもは自分なりに場面のイメージを想像することができるであ

ろう。

本題材では「幻のトレイン」の演奏の聴き取りから始める。スコアから見取る作曲者の思いや意

図をくみとり、自分たちの「幻のトレイン」のお話づくりをする。この楽曲は自分なりのイメージ

をもって、場面に合う音色をつくり、奏法を工夫して表現する学習に効果的だと考えている。模範

となる演奏をDVD視聴させることから、打楽器ならではのマレットのコントロールやパフォーマ

ンスまで、幅広い表現となることを期待している。
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（2）児童について

5年3組は、音楽科の授業において、大変意欲的な学習集団である。グループで学習する場面で

は、お互いの意見を素直に受け入れる協力体制は出来ている。

音楽科で既習していることの中に、打楽器の学習の基礎がある。ドラムスティックを使用し、練

習板でスティックコントロールを実施してきた。リズムカードを提示し、メトロノームに合わせて

ストロークを繰り返した。手首の使い方などの基本はその学習の中で養われている。その上で、ド

ラムスを導入して、楽曲に合わせてドラムスの演奏をした。学級内の個人差は、多少あるものの、

簡単な8ビートのパターンについては、学級の全員が演奏出来る。また、パターンの難易度を上げ

てもクリアーしたいと練習をくりかえす意欲的な姿が多くみられた。また、ドラムスの演奏の中で

表現するfillinやsoloを入れる工夫では、どの子も進んで創意工夫しながら演奏することが出来

た。

本題材では、今までに演奏経験のない打楽器との出会いがある。この学習を通して、子どもは打

楽器のもつ魅力に気付き、アンサンブルを通して、楽しんで活動することが期待される。

（3）研究の視点について

研究主題「ときめきゆらぎそしてきらめき」にせまるためには、子どもの心がときめく楽曲

と出会わせたいと考え、中心教材を打楽器アンサンブル「幻のトレイン」とした。

本題材では、副題に掲げられている子どもの姿を具現化するために、次のような手だてとする。

本題材における「豊かに感じる」は、イメージを豊かに感じて表現させるためのお話づくりの場

とする。打楽器アンサンブルという演奏表現にむけて、子どもたちの「もっときいてみたい、どう

しても音楽で表現したい」というときめきを引き出すために、楽曲を注意深く聴かせる。そのため

に、楽曲を4つの場面に分けて集中して聴かせ、各場面の音楽の要素や表現をとらえさせる。また、

作曲家の意図も子どもに伝える。イメージをもって演奏させるために、聴き取ったことをもとに、

あらすじを考え、お話づくりをする。

次に子どもが最もゆらぎを感じるこの楽曲の曲想の変化を感じ取らせる手だてとして、特徴的な

リズムを鍵盤ハーモニカで演奏させる。

その後、各パートの譜読みに入る。抱く思いを体全体で表現し、さらに子どもがきらめくために、

プロの演奏のDVD鑑賞をさせ、打楽器のダイナミクスの表現の仕方に気づかせる。マレットを交

換すること、ロールの仕方や音の処理など、視覚的に自分たちの演奏との違いに気づかせる。プロ

の演奏のパフォーマンスから、より表現の幅が広がり、ダイナミクスの演奏表現を取り入れて、完

成へとむかう。

このように、思いを音にのせてともに学び豊かに感じる姿を求める場を設定しながら、大会

主題のときめきゆらぎそしてきらめく子どもの姿を求めていきたいと考えている。
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5．題材の評価規準

I音楽への関心・意欲・態

度

①「幻のトレイン」の曲想

を生かした表現を工夫し、

思いや意図をもって演奏

する学習に主体的に取り

組もうとしている。

②演奏する楽器の特徴を

生かして、打楽器を演奏す

る学習に主体的に取り組

もうとしている。

Ⅱ音楽表現の創意工夫

①音色、リズム、強弱、

旋律､調を聴き取り、そ

れらの働きが生み出すよ

さや面白さなどを感じ取

りながら、場面にふさわ

しい表現を工夫し、どの

ように演奏するかについ

て自分の考えや思い、意

図をもっている

②互いの楽器の音、リズ

ム、強弱、各場面の主な

旋律や調を聴き取り、そ

れらの働きが生み出すよ

さや面白さなどを感じ取

りながら、音を合わせて

演奏する表現を工夫し、

どのように演奏するかに

ついて自分の考えや思

い、意図をもっている

6．題材の指導と評価の計画(B時間十課外）

Ⅲ音楽表現の技能

①「幻のトレイン」

の曲想を生かした

表現で演奏してい

る0

②各場面の主な旋

律や全体の響きを

聴きながら、自分

の音を友達の音と

調和させて合奏を

している。

Ⅳ鑑賞の能力

①「幻のトレイン」の

楽曲全体にわたる打

楽器が醸しだす曲想

とその変化などの特

徴を感じ取って聴い

ている。

②「幻のトレイン」の

曲想とその特徴や音

色、リズム、強弱の関

わり合いから想像し

たことを感じ取った

ことを言葉で表すな

どして､楽曲の特徴や

演奏のよさを理解し

て聴いている。

時 ◎ねらいく課題＞○学習内容・主な学習活動□まとめ 評価規準（評価方法）

1

第一次◎打楽器アンサンブル「幻のトレイン」の醸し出す曲想を感じ取って聴く。

(教材名）「幻のトレイン」 継田和広作曲

＜幻のトレインはどんな感じの曲かな＞

○打楽器アンサンブルの演奏を聴いて、曲全体の感じをつかむ。

･情景を想像しながら聴き、場面ごとの感じをつかむ。

ワークシートに、聴き取りから曲想について感じたことを書

く0

打楽器だけの演奏なのにとても迫力があったよ。打楽器の音

色や演奏の仕方からいろんなイメージがわいてきたよ。
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Ⅳ－①「幻のトレイン」の

楽曲全体にわたる打楽器

が醸しだす曲想とその変

化などの特徴を感じ取っ

て聴いている。

【鑑賞の能力】

(聴き取りのワークシー

トの記述）



＜幻のトレインに合うお話を考えよう＞

○曲の特徴をいかしたお話づくりをする。

･場面ごとに曲の特徴をとらえて記入したワークシートをもと

に、お話づくりをする。

自分の考えたおはなしのあらすじをワークシートに書く。

2 私は蒸気機関車に乗って、魔法の世界にいくお話をつくった

よ・海の色やお花畑の様子は曲の特徴からイメージしたよ。

5の3のお話はどんなストーリーになるか楽しみだね。

第二次◎曲想の変化を感じとりながら演奏する。

＜各場面の特徴のあるリズムはどれかな＞

○旋律の特徴から場面の曲想を感じ取る

･鍵盤ハーモニカで特徴のある旋律を演奏する。

3 演奏をして感じ取ったことや気付いたこと点について話し合
＞

フ 0

鍵盤ハーモニカで各場面の特徴のある旋律を演奏すると、曲

想が変化していくことに気付いたよ。

＜曲想の変化を感じながら演奏できるようにしよう＞

○曲想の変化を意識しながら演奏する。

･各場面の音楽の特徴を生かした演奏をする。

各パートの譜読みをする。

4 各パートの譜読みが出来てきたね。この場面の私のパートの

リズムは、列車の走る様子を意識して演奏するよ。

＜どんな演奏にしたらお話の場面が伝わるかな＞

○話し合ったことを生かした表現の工夫をする。

自分たちの演奏の録音と範奏との聴き比べをする。

｡聰き比べによって気付いた表現の違いや自分たちの演奏のよ
5
さを話し合う。

｡話し合った内容を生かした演奏をする。

範奏の演奏を聴いたら、わくわくどきどきが伝わったよ。各

場面の音色を考えたり、強弱を意識したいな。
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Ⅳ－②「幻のトレイン」の

曲想とその特徴や音色、リ

ズム、強弱の関わり合いか

ら想像したことを感じ取

ったことを言葉で表すな

どして、楽曲の特徴や演奏

のよさを理解して聴いて

いる 0

【鑑賞の能力】

(お話づくりのワークシー

ﾄの記述・発言内容）

I － ①「幻のトレイン」の

曲想を生かした表現を工

夫し、思いや意図をもって

演奏する学習に主体的に

取り組もうとしている。

【関心・意欲・態度】

(演奏聴取・演奏観察）

Ⅱ－①音色、リズム、強弱、

旋律、調を聴き取り、それ

らの働きが生み出すよさ

や面白さなどを感じ取り

ながら、場面にふさわしい

表現を工夫し、どのように

演奏するかについて自分

の考えや願い、意図をもつ

ている

【音楽表現の創意工夫】

(演奏聴取、行動観察・発

言内容）

Ⅲ一①「幻のトレイン」の

曲想を生かした表現で演

奏している。

【音楽表現の技能】

(演奏聴取・発言・演奏観察）



［■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
8

第三次◎範奏の鑑賞を生かした演奏の工夫をする。

＜プロが演奏はどんな演奏の仕方をするのかな＞

○映像を鑑賞して自分たちの演奏の仕方との違いに気付かせ

る◎

･鑑賞して気付いたことをワークシートに書く。

映像の鑑賞をして気付いたことを参考にして、表現の工夫を

する 0

＜わくわくドキドキする演奏はどんな工夫をしたらよいのかな＞

○曲の構成を意識したダイナミクスの工夫をする。

前時の演奏の録音を聴き、自分たちの演奏のダイナミクスの

表現について確かめる。

○楽曲を通じて、強調したい部分の演奏を見直し、ダイナミク

スの工夫をする。

･場面で一番伝えたいところはどの場面かをふりかえる。

まとめの合奏をする。

プロの演奏から学んだマレットの使い方、楽器の演奏の仕方、

そしてパフォーマンスを取り入れたら、演奏がわくわくどき

どきしてきたよ。ダイナミクスを意識した表現を取り入れる

と、場面の様子がはっきり伝わってくるね0

＜「幻のトレイン」のまとめの演奏をしよう＞

○全体の響きを調和させて、まとめの合奏をする。

･今までの学習履歴をふりかえり、演奏表現についての確認を

する ◎

5の3の幻のトレインのお話を意識した演奏をする。

まとめの演奏を録音する。

お話に合うような演奏にするために、たくさん話しあって、

表現を工夫してつくりあげてきたね。たくさんの打楽器を使

って、学級のみんなで素敵な演奏ができて感動したよ。
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②演表 器の特徴

器浄涌襄

ﾑﾛﾘにー ﾛ）

Ⅱ－②互いの楽器の音

ズム、強弱、各場面の

旋律や調を聴き取り、

らの働きが生み出すよ

や面白さなどを感じ酌

の毒貢弍

音楽表現の創意エラ

煮奉聴取・発言・演表

｜叉

Ⅲ－②各場面の主な旋律や

全体の響きを聴きながら、

自分の音を友達の音と調

和させて合奏をしている。

【音楽表現の技能】

(演奏観察・ワークシート

の記述・発言）



7．本時の学習（第3次中第2時）

（1）本時のねらい

お話のイメージに合う演奏にするために、ダイナミクスの効果を取り入れ、奏法やマレットの扱い

などをどのように工夫して表現したらよいかについて、自分の考えや思い、意図をもつ。

（2）本時の展開

(3)本時の評価

・判断のポイント:A その場面において、自分のパートの演奏のダイナミクスの工夫はどうす

ればいいのかを演奏しながら表現を試したり、自分の考えを発言する。

ダイナミクスの理解不足については、映像や実演で示し、援助する。･指導の手だて:C

－83－

時 ○学習内容

･学習活動「」予想される児童の反応

０
０
５
７
３

１

２

･合奏する。

･前時をふり返り、マレットの使い方や奏法に気をつけて

演奏する。

＜わくわくドキドキするにはどんな工夫をしたよいのかな＞

○曲の構成を意識したダイナミクスの工夫をする

･前時の演奏の録音や録画を鑑賞して、自分たちの演奏の

ダイナミクスの表現について確かめる。

「回ではテインパニのfpやクレッシェンドの表現は列車
のスピードがガンガン高まるような感じがあまり感じな

かったから、fとpの差をつけたロールにして演奏する

よ」

○楽曲を通じて、強調したい部分の演奏を見直し、ダイナ

ミクスの工夫をして合奏する。

｢やっぱり、ライトブルーの海をまつすぐに走るシーンの

因の旋律は未知の世界に向かって汽車が強く走り出すよ
うな感じを出したいから、硬いマレットに換えて、リズム

がはっきりと聴こえるように演奏するよ」

まとめの合奏をする。

｢パフォーマンスも取り入れて、体全体でも強弱をはっき

りあらわすと、さらに演奏に迫力が出るね」

･本時のふりかえりをする 0

プロの演奏から学んだマレットの使い方、楽器の演奏

の仕方、そしてパフォーマンスを取り入れたら、演奏

がわくわくどきどきしてきたよ。ダイナミクスを意識

した表現を取り入れると、場面の様子がはっきり伝わ

ってくるね。

･前時の演奏を想起するために録音

を聴かせる。

･場面の様子を意識した表現の工夫

をさせるために、お話のあらすじを

確認させる。

･場面の様子に合った演奏をするた

めには、どのようなダイナミクスの

工夫をしたらよかったのかをふり

かえらせる。

Ⅱ－②互いの楽器の音、リズム 、

強弱、各場面の主な旋律や調性、

音楽の縦と横の関係を聴き取り、

それらの働きが生み出すよさや

面白さなどを感じ取りながら、音

を合わせて演奏する表現を工夫

し、どのように演奏するかについ

て自分の考えや願い、意図をもつ

ている。

【音楽表現の創意工夫】（演奏聴

取・発言・演奏観察）



6の3音楽科学習指導案

1題材名楽しく歌おうクラスソング夜空ノムコウ

2本題材における学びを豊かにする聞き合い

徳田典子

表現を工夫する過程で歌詞や音楽に抱く思いを語り合い音や言葉で関係づけをして
6の3のクラスソングを具現化するための聞き合い

本題材の「夜空ノムコウ」は6年3組のクラスソングとして歌うために，創り上げていくこと

を目指していく。選曲については全員で意見を出し合い，自分達のクラスの思いに添った選曲に

なるように心がけた。創り上げていく過程では，今までの既習を生かし，子どもが抱くいろいろ

な思いを，音や言葉にこめて表現すると予想している。特に魅力的な音楽の種類や出会わせ方を

工夫することで，聞き合いを活発化したいと考えた。感動からくる自分の思いを音や言葉で友達

の思いと関係づける機会となり，そのことをもとに，クラスソングの表現がより再構成されてい

くであろう。またクラスソングの学習では，子ども同士の日々の様々な葛藤を乗り越え，心の成

長を促すことができるように導き，小学校生活最後の大切な一曲となることを目指したい。

S聞き合いのために

（1）子どもにつけたい態度

1学期から実施してきた発声のトレーニングを継続していく。当初，ロングトーンをしても

腹筋が弱く，声を長く持続することが出来なかったが，現在は少し向上したと感じている。リ

ーダーが中心になり，練習を進めていく活動に，教師は支援にまわり，より美しいハーモニー

が奏でられるように心がけたい。

（2）子どもに共有させておきたいこと

合唱の学習では，共通のテキストの活用をすることで，より聞き合いを活発化させたい。楽
譜に記されている音楽にかかわる用語の理解は，一学期から継続して学習してきた。そのこと

をもとに，自分の思いを音や言葉で具体的に説明させ，関係づけ再構成につなぎたい。

4関係づけ再構成する手だて

（1）知覚・感受したものを聴き比べる

2次では，原曲と自分達の演奏の聴き比べをする。原曲の視聴は子どもに新鮮な気付きを与
えると考えている。ハミングの仕方や間奏の口笛，また伴奏の演奏から醸し出される雰囲気は
この楽曲を引き立たせていると気付くであろう。また，三部合ﾛ昌の練習にとりかかったばかり
の子供達の演奏との聴き比べは，雰囲気の違いを感じるだけでなく，楽曲の構成を理解し，表
現を豊かに演奏しようとすることにつながる。聴き比べの際には友達の考えと自分の考えを関
係づけ再構成して,表現を練り上げていく。この繰り返しをすることで3次の聴き比べをさせ，
演奏を完成させていく。

（2）テキストを活用する
6年になって三部合唱に取り組むにあたり，主旋律の動きをとらえることやその他の旋律の
重なりなど，楽曲の構成や特徴を理解する根拠として活用してきた。また，テキストに書き込
んである友達の考えと自分の考えを関係づけすることで，よりよい表現への気づきとなった。

本題材では，まずこの楽曲を演奏する際の自分の気持ちを表すために，曲想についての考えを
言葉や発想記号で書き入れる。それをもとに友達の考えと比較して関係づけして、楽曲の表現
の工夫に生かしたい。

（3）魅力的な音楽と出会わせる

本題材で原曲ととらえているのは，スマップ演奏の夜空ノムコウである。この曲は，作詞者
のスガシカオや作曲者の川村結花をはじめとして，多くの歌手によるカバーがあることに目を

つけた。1次の導入時にはCDによる聴き取りから，曲想について考えさせ、友達の思いと関
係づけさせることから始める。また，作詞者や作曲者が歌う演奏を視聴することで，同じ楽曲
でもそれぞれの解釈の違いによって，楽曲の醸しだす雰囲気が違うことに気付かせる。2次で
は原曲の演奏を視聴させる。自分の取り組んでいる楽曲の特徴をとらえるために，演奏の仕方
を参考にさせる。3次では，アレンジの違う演奏と出会わせる。
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5学習計画（総時数8時間）
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主な活動と内容 聞き合いにかかわる手だて

1曲の雰囲気をつかんで主旋律を歌う（2時間）

○主旋律を歌う

･主旋律のところを指でなぞるとパートの役割がわかるね

･主旋律の流れがわかると曲の構成がみえてくるよ

･私は○○と曲想記号を書くよ

○曲の雰囲気をつかむ。

･原曲CDを聴くと曲の情景が歌詞や旋律から伝わるね

･作詞や作曲をしたアーティストの演奏はそれぞれの表現し

たいことが伝わってくるようだ

同じ曲なのにいろんな表現の仕方があったよ。歌詞を読み

楽譜をみて自分たちの演奏はどんな雰囲気にしたらいいか

考えたい

2楽曲の構成を理解して演奏する（3時間）

○各パートの役割を意識して歌う

･主旋律の部分が一目でわかるように楽譜に書き入れるよ

メゾはDから主旋律になるので強く歌いたい

BやIの部分は○○な感じに…と楽譜に書いたよ

○楽曲の特徴をとらえた歌い方の工夫をする。

･楽譜のGは口笛と書いてあったが原曲では本当に○○が口

笛を吹いていてびっくりしたよ

EとFのサビの部分では原曲と違って三声になっているか

ら音量のバランスに気をつけないと主旋律が聴こえてこな

くなるね

○前時に録音した自分たちの演奏を聴く

･原曲の伴奏と違って私達の伴奏はピアノだけ歌と伴奏

の旋律の流れを意識した演奏にしたい

．みんながもっと三声の響きを感じながら歌わないと音が軍

なった響きの美しさがでない

曲の速度を少し変化させると雰囲気の違いを出せるかも

3曲想を生かした表現を工夫して三部合唱する（3時間）

○曲想を生かした三部合唱をする【本時】

･同じ曲でもいろんな曲想の演奏があるね

リズムや歌い方を変えると雰囲気がかわったよ

○演奏の録音の聴き比べをする

･始めての録音は表現がはっきりとしてないね

･今日の録音は自分達の意図した表現が伝わってきたよ

○心のこもったまとめの演奏をする

･旋律や言葉の語感を生かした演奏にしたい

｡みんなで気持ちのこもった三部合唱にしよう

曲の雰囲気について意識するた

めに楽譜の曲想について感じた

ことを言葉か曲想記号で書かせ

る

曲の雰囲気をつかませるために

原曲のCDや作詞や作曲に携わ

ったアーティストの演奏を視聴

させる

自分の考えがわかるように楽譜

に自分の表現の意図を書かせる

唾
楽曲の特徴をよりとらえさせる

ために原曲の映像を視聴する

原曲と自分達の演奏の聴き比べ

をすることで自分達の表現の不

足に気付かせる

厩茄彌吾薬互
アレンジの違う演奏を鑑賞する
ことで曲想の違いに気付かせる

初めての録音と現在の録音を聴
き比べることで演奏の変容に気

付かせる

今まで楽譜に書き入れてきたこ

とを見直しまとめの演奏に生か

す

テキストを活用する

魅力的な音楽と上
ロ
４
〃

《
云
Ｊ
４ っせる

テキストを活用する

]的な音楽と上
■
４
タ

《
云
４
Ｊ っせる

知覚・感受したものをI惠き比べる

。
ｄ
タ

今
云
４
４ っせる

知営・感著した手】の存聴き比べる

テキストを活用する



6第2日授業④（第3次中1時）第1音楽室

（1）本時のねらい

アレンジの違う「夜空ノムコウ」の演奏を鑑賞することで曲想表現の違いについて気付き

6のSのめざす演奏に近づけるために表現の工夫をする

(2)展開

学習活動と子どもの思考の流れ 時

1前時のふりかえりをする 5

○前時の演奏の録音を聴く

･○○を入れると曲の構成がはっきりしてきたね

なんだか全体のノリも少しよくなった

関係づけ再構成する手だて

知営・威辱L**，の券 猿去|己kベ島

前時までのふりかえるため

にまとめの演奏の録音を聴
く

＜どんな工夫をしたら6のSのイメージする夜空ノムコウになるのかな＞

魅力的な音楽と出会函
アレンジの違う演奏を鑑賞

することで曲想の違いに気

付かせる

F牢ﾇ~F舂落南子罰
表現の工夫に活かしために

テキストに記したことをも

とに音や言葉で表出させる

同じ曲でもリズムや歌い方の違いによって雰囲気が違うことがわかったよ

ドラムスを入れて言葉をはっきりさせて歌うと6の3のイメージに近づけたよ

4本時のまとめの演奏をする

6の3の曲想『○○』をめざして言葉を丁寧に歌いた

い

･補助楽器を効果的に入れてテンポよく歌うよ

－86－

1
知覚・感受したものを聴き比べる

今までの演奏との聴き比べ

をするために本時のまとめ

の演奏を録音する
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5の1図画工作科学習指導案

1題材名糸のこドライブ～パズルに挑戦！！～

2本題材における学びを豊かにする聞き合い

宮本美紀

試行的思考と相互評価を通して糸のこぎりの技能と発想パターンを共有活用し
ながら遊ぶ面白さと造形的な美しさや楽しさのあるパズルづくりを追求する聞き
合い

電動糸のこぎりを使い板材を切って，パズルづくりを行う題材である。糸のこぎりの技能とデ
ザインの発想パターンを試行，活用しながら，遊ぶ面白さと造形的な美しさや楽しさのあるパズ
ルづくりを追求させたい。

子どもが自信をもって製作に取り組めるよう，試行を通して，糸のこぎりの技能とデザインの

発想パターンを獲得させる。また，造形要素を①材料，②形，③色に分けて捉えさせることで，
三つの要素についての見方を活用知識化させていく。そして，相互評価による他とのかかわりの

なかで発想を多様化させる。技能と発想が充分に獲得されたところで，活用の場としての自己選
択による製作へと向かわせていく。

S聞き合いのために

（1）子どもにつけたい態度

本題材を通じて子どもにつけたい能力とは，糸のこぎりの技能とデザインの発想の能力，主
にこの二つである。試行，相互評価，製作のプロセスのなかで，どの能力に焦点をあてた学習
なのか，子どもに自覚化させることで目的意識のある学びを生む。

（2）子どもに共有させておきたいこと
各自の発想を三つの造形要素①材料，②形，③色に分解し，試行，相互評価させていくこと

で，それぞれの要素における活用知識を明確化させる。とくに②形の発想は本題材における要
であるため，より多様な発想との出会いの場を設定する。

4関係づけ再構成する手だて

（1）実践的な実感につながる試行
糸のこぎりの技能の習得によって，木工作においても直線と曲線の自由な組み合わせによる
表現が可能となる。その結果，木工作でのデザインの発想の幅が広げられる。また，パズルに
はいくつもの発想パターンが考えられ，遊ぶ面白さとデザイン的な美しさや楽しさを追求する
ことができる。そこで，より多様な発想に出会ったりデザインを試行したりする二つの場を設
ける。一つは糸のこぎりの技能習得のための試行であり，もう一つは多様な発想パターンの試
行である。技能と発想の試行過程を保障した上で，最終的なデザインの判断を行わせる。

（2）分類の観点の明示

デザインの試行場面において，各自のデザインがより効果的に実現できそうなパズルのパタ
ーンを見出させるために，相互のデザインについて発想パターンを観点に分類させる。

（3）活用知識の明確化
本題材では，①材料，②形，③色の三つの造形要素を活用知識化する。
①材料…板材を使うことによる気をつけるポイント
②形…パズルのデザインポイント
③色…着色ポイント

（4）相互評価による言語化

試行や製作を相互評価させることで，個々の表現のよさが活用知識を軸に関係づけられるこ
とになる。関係づけにより，①材料,②形,③色の三つの造形要素に関わるポイントについて，
子どもはより多様な発想を獲得することになるだろう。

（5）思考プロセス全体の概観
本題材において，表現の方向性を決定づける重要な判断ポイントは二つである。形のデザイ
ンを決める場面と，配色を判断する場面である。ここでは形のデザイン場面を中心に，課題の
条件を意識させたり，思考のプロセス全体から再考させたりしながら，より妥当性のある判断
に迫らせていく。
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5学習計画（総時数10時間）

－89－

４
一
・
一 三な活動と内容 笥去合いにかか；つる弓三だて

1糸のこぎりのテクニックを習得する（1時間）

○糸のこぎりの使い方を知る

･刃を取り付けてみよう

･糸のこぎりを動かしてみよう

○切り方を練習する

･直線を切ってみよう

曲線を切ってみよう

･形を切り抜いてみよう

2パズルのデザインを試行する（3時間）

○工作用紙でパズルづくりを試行する

どんなパズルにしようかな

･絵を描いてから切りとるラインを引いてみよう

･形を切り抜く技を活かせないかな

･パーツとパーツが組み合わさるパズルにできないかな

○デザインのパターンを見つける【本時】

．みんなのデザインを分類してみよう

･絵を描いてから切りとるパターンだね→Aパターン

･形をくり抜くパターンだね→Bパターン

･絵＝パーツのパターンだれ→Cパターン

。主に三つのパターンが見つかったね

BとCを合わせたパターンもできそうだね

Cパターンのデザインは難しそうだね

○Cパターンのデザインを共同的に試行する

2～3個のミニパズルで考えよう

｡やっぱりCパターンは難しいね

グループでコツを見つけよう

○cパターンのミニパズルを試行する【本時】

ミニサイズの板にデザインを写そう

･糸のこぎりで切ってみよう

･思い通りに切れなくて困ったな

･板でパズルができるとうれしいな

○デザインの条件を洗い出す

･糸のこぎりで切れるかな？

･パーツの大きさや数が大事だよ

｡切り取るパーツと描く部分を分けて考えよう
･枠のラインも忘れないで

3パターンを活かしてデザインを再考する（1時間）

○遊んで面白い飾って美しく楽しいパズルをデザインする

○パーツのデザインを相互評価し合う

○6年生からもアドバイスをもらう

4板材を切る（2時間）

○板にデザインを写す

○切り取るラインにそって板を切る

○やすりをかける

5パーツに着色する（2時間）

○イメージに合った色づかいで着色する
･均一な伝‘づかいにしたいな

立体的な色づかいにしてみよう

6相互評価する（1時間）

○パズルで遊ぶ

○パズルを相互評価する

直線と曲線の自由な組み合わ
せにより表現の幅が広がるこ

とを実感させるため糸のこぎ

りのテクニックを試行させる

個々にアイデアをもたせるた
めパズルのデザインを試行さ

せる

発想パターンを観点として互

いのアイデアを比較分類し関

係づけさせることで主に三つ

の発想パターンがあることに

気付かせる

表現や評価における観点とし

て三つの発想パターンを活用

知識化する

発想の難しいcパターンにつ

いてはグループでこつを見つ

けさせる

ミニパズルの試行により板を

切って製作する際の条件を洗

い出させる

I
製作に向けてよりイメージに
あったパターンを選択させる

ため思考プロセス全体から再

考させる

相互評価や6年生との交流の

場を設けることによって多様

な発想と出会わせる

製作過程においても自他の表

現を活用知識の観点で評価し

合わせながら追求させる

実践的な実感につながる試行

実践的な号冒感につながノ6試行

分＃項の
1

1現点の明
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6第1日授業②（第2次中2時）図工室

（1）本時のねらい

パズルの試作を相互に比較分類することで互いの発想を関係づけ製作に活かす発想パタ

ーンを見つけることができる

(2)展開

－90－

学習活動と子どもの思考の流れ 時 関係づけ再構成する手だて

1課題を確認する

･工作用紙でパズルの試作をしてみたよ

○みんなのデザインを見比べよう

｡遊んでみたいパズルが見つかったよ

･絵がきれいなパズルがあったよ

．パーツとパーツが組み合わさっているのがすごいな

･デザインにいくつか種類がありそうだよ

○いくつあるのかな？

5

＜デザインのパターンを見つけよう＞

串
再

二

一
一

、



7第2日授業④（第2次中3時）図工室

（1）本時のねらい

ミニパズルを試行し相互評価することで互いの発想を関係づけ製作に活かすデザインの

条件を見つけることができる

(2)展開

－91－

学習活動と子どもの思考の流れ 時 関係づけ再構成する手だて

1課題を確認する

○三つのパターンを確認しよう

．Aパターン「絵と異なるパーツの切り取り」

Bパターン「パーツの抜き取り」

Cパターン「パーツとパーツの組み込み」

Cパターンが一番むずかしい

○Cパターンのデザインのコツは何かな？

･一つのパーツの一部分を別の何かに見立てていくといい

5

＜ミニパズルを試作してデザインの条件を見つけよう＞

4学びをふり返る

○パズルの試作を通した学びをふり返ろう

･デザインの条件を意識してパズルづくりをしよう

･パターンを選んでパズルをデザインしたいな

Cパターンのコツが分かって試作でも自信がついた

Cパターンに挑戦しよう

BパターンとCパターンを組み合わせてみよう

･友だちの試作から新しいアイデアをもらえたよ

｡みんなでパターンやコツや条件を見つけられたよ

･製作が楽しみだな ’

応覇礪嗣
Cパターンのデザインを実

際に板で試行することで板

を糸のこぎりで切る技能を

ふまえたデザインである必

要性に気付かせる

雨宜評価Eま弓言詞日
板による試作を相互評価する

ことで技能をふまえたデザ

インの条件を共有させる

后扉畷あ萌爾日
板を切る技能をふまえたデ

ザインの条件を活用知識と

して価値付ける

ミニパズルをつくってみて製作に活かしたいデザインの条件が見つかったよ

重cパターンのミニパズルを実践的に試行する
○Cパターンのミニパズルを板でつくってみよう

○ミニサイズの板にデザインを写そう
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6の2家庭科学習指導案

1題材名まかせてね今日のお弁当

2本題材における学びを豊かにする聞き合い

中田泉

自分のめざすお弁当作りの課題をだれのためのお弁当作りかを意識しながら試し
調理や調理実習を通して友達と交流しながら解決し生活をよりよいものにしよ
うとする聞き合い

食事は，健康な生活を送る上で不可欠なものである。また，家族とのふれあいを考えてみても

食卓の果たす役割は大きい。朝食や夕食をしっかりとっているものの，家族とのふれあいが少な

くなり，家族を実感する場が減ってきているように思われる。そこで，本題材では，本校の子ど

もにとってとても身近なお弁当に焦点を当てて，実際のお弁当作りの実習を通して，家族に思い

を寄せ，家族の一員だと実感できるようにしたい。

毎日のお弁当は，家族が用意してくれるものであり，家族がさまざまな工夫を取り入れている

ことにはあまり気付いていない｡そのことに気付き，自分も家族の一員としてできることを考え，

実践していこうとする子どもに育てたい｡そのためには，自分の家庭生活しか知らない子どもに，

他の子どもとかかわることで，違う生活の営みに気付かせる。子どもが意欲をもって課題解決に

向かうには，だれのためのお弁当作りかをしっかりと設定させ，同じような課題意識をもつ子ど

も同士で交流し，多様な考えを受け入れながらも，自分にとって最も適していると思われるもの

を選択したり，家族の一人に思いを寄せて，よりよいものに工夫をしたりしていくことが必要で

ある。

S聞き合いのために

（1）子どもにつけたい態度

家族へのインタビューや家族から教えてもらったことをもとに学習を進めていくことで，常

に家族への思いを意識させていく。お弁当づくりでは，おかずをつめていく作業を通して，食

べる相手への思いを意識させていく。家族との交流を通して，家族のためのお弁当作りの課題

に気付き，自分が作るお弁当でその課題を解決することができないかと試行錯誤する態度を育

てたい。

（2）子どもに共有させておきたいこと

1食分の献立としてのお弁当作りの過程において，基本的な考えを理解させた後，自分の家

族のためのお弁当作りのこだわりへとつなげていく。そのために，栄養バランスの整った献立

づくりの基本的な技能を共通理解させてから，計画を立てていく。主食，主菜，副菜といった

言語やそれぞれのおおよその量のバランスなどを共有し，計画に生かしていく。

4関係づけ再構成する手だて

（1）試行の場を設定する

栄養バランスのよいお弁当作りのために，主食，主菜，副菜を選択し，弁当箱に詰めるゲー

ムを用いる。栄養や食料自給率，カロリーやかかった費用などをチェックすることができるの

で，自分が作りたいお弁当のイメージをもつことができる。それぞれが考えたお弁当をお互い

に見せ合うことで，栄養のバランスについて比較することができ，自分の作りたいお弁当へと

イメージをふくらませることができると考える。

また，お弁当作りの計画を立て始めてから，おかずを試し調理し交流することで，お弁当作

りならではの汁が出にくいことや，冷めてもおいしいといった条件に気付かせていく。それら

をふまえて，家族のためにどんな材料をどのように調理してお弁当を作っていくか再構成させ

ていく。

（2）いろいろな視点から生活事象をとらえる

お弁当作りでは，だれのために作るお弁当かを設定させる。最終ゴールを明確にさせること

で，必要感をもって主体的に取り組むことができると考える。家族の一人に思いを寄せること

で，家族との交流も増え，相手意識を明確にしたお弁当作りの計画を立てることができる。相
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手に応じた課題を見つけ，そのための工夫を友達と交流することで，栄養のバランスやいろど

りなどアドバイスをし合い，それらをお互いに比較することで，よりよいお弁当作りへと再構

成していく。

（3）交流のしかたを工夫する

献立力決定戦では，グループで一つの献立を立て，クラス全員にプレゼンする。全員で聞き

合うことで，各グループのこだわりを知り，そのための工夫を自分の献立づくりに生かすこと

ができると考える。また，家族のためのお弁当作りの計画では，まず,作りたい相手や同じよ

うな課題を見つけた子ども同士をグループにして交流を図っていく。同じ視点をもつもの同士

は，自分の考えと比較しやすく，アイディアも出しやすい。そのようにして関係づけられたも

のをもとに，自分の計画をもう一度見直し，どのように取り入れるか再構成していくことがで

きると考える。

5学習計画（総時数15時間）
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４
一
・
一 三な活動と内容

王
耳 き合いにかかうつる三三だて

1食生活をふり返る（4時間）

○バランスゲームを通して自分の食事について考える

･いろどりがよいとおいしそうで栄養もあるな

栄養バランスのとれたお弁当にするのは難しいな
○献立力決定戦をする

･北野先生の好きなからあげを入れました栄養のバランス
を考えてポテトサラダをつけました

2家族のためのお弁当を考える（6時間）

○お弁当の秘密を探る

･家の人は毎日ぼくたちの体のことを考えて作ってくれて
いるんだね

･毎日違うおかずにして飽きないように工夫しているよ
･旬の果物で季節感も出しているよ

･いろどりもよく考えられている

･学校では肉や魚のかわりに加工食品を使おう
○お弁当作りの計画を立てる

．忙しいお母さんのために元気の出るお弁当にしたいな

･いろどりをよくするにはどうしたらよいのだろう
のりで絵をかいて見た目もかわいらしくしたい

○じやがいもを使ったいろいろな調理方法を試す

ゆでて粉ふきいもにしようかな
ゆでてから野菜とあわせてポテトサラダもいいかな

．細く切って妙めよう

○計画を修正する【本時】

･野菜を食べてもらえるようにオムライスにしてピーマン
やにんじんを入れることにしたよ

S家族のためのお弁当を作る（4時間）

○調理の計画を立てる

買い物をする時に気をつけることが分かったよ

･卵をゆでている間にきゅうりやハムを切れば時間を短縮
できそうだ

○家族の喜ぶお弁当を作る

･野菜の切り方を工夫して作ろう

4お弁当作りをふり返る（1時間）

○お弁当作りをふり返り生活に生かす計画を立てる

｡盛り付けも工夫するとふたを開けた時の楽しみも増える
かな

作りたいお弁当をイメージし

てお互いに作ったお弁当を比

較するためにシミュレーショ

ンゲームを行う

自分の献立づくりに生かすた

めにグループで一つの献立を

完成させて評価し合う

家族がさまざまな工夫をして
いることに気付き何気ない生

活の中で問題意識をもてるよ

うにだれのためにどのような

お弁当を作るかを設定し常に

意識させる

自分の考えと比較しアドバイ

スしやすくするために作りた

い相手や同じような課題をも

つ人同士でグループを作って

交流する

お弁当ならではの工夫に気付

かせるため試し調理を行う

多くの情報を得て家での実践
に生かせるようにワークショ

ツプ形式で交流する

ー

面』 ;行の場を設ラ冒する

交流のしかたを工夫する

いろいろな視点からとらえる

交流のしかたをエラﾐする

ー

口凸:行の場を設ヌ弓する

交流のしかたをエラﾐする



6第2日授業③④（第2次中5，6時）家庭室

（1）本時のねらい

一人一人が家族のために考えたお弁当を交流しお互いのよいところを見つけたりアドバイスを

し合ったりしながらよりよいお弁当作りの計画を立てようとしている

(2)展開

－96－

学習活動と子どもの思考の流れ 時 関係づけ再構成する手だて

1全体の課題を確認する

○自分が考えたお弁当の栄養のバランスを調べる

ビタミンが少し足りないな

･栄養素はすべて入っているけれど食品の数をもう少し増

やしたいな

10

＜お弁当作りの計画をパワーアップさせよう＞

2自分の課題にそって考えをもつ

○自分なりの課題意識をもつ

ビタミンを増やすための何か工夫を考えたい

野菜か果物を足そうかな

･食品数を10以上にできるといいな

ベーコン巻きの野菜の種類を増やそうかな

10

20

友達からの情報を自分の考

えと比較できるようにだれ

のためにどんなお弁当を作

りたいかを常に意識させる

友達へのアドバイスをしや

すくし友達に伝えることで

自分の計画を再構成させる
ために作る相手や同じ課題

意識をもつもの同士で交流

する

いろいろなネ3点からとらえる

交流のしかたを工夫する

3グループで考えを出し合う

○作る相手が同じ人同士で交流する
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学習活動と子どもの思考の流れ 時 関係づけ再構成する手だて

4お弁当作りの計画を見直す

○友達と交流した情報をもとに自分の計画を再考する

｡疲れているお母さんのためにごはんをチャーハンにかえ

ろうと思う

．もっと長生きしてほしいおばあちゃんのために煮物を付

け加えようと思う

．おかずの工夫もあるけれどごはんにも工夫を加えていろ

どりや旬を表現できたらいいな

7完成したお弁当計画を発表する

･わたしは「疲れているお父さんのための元気百倍弁当」

を考えました卵焼きにしらすを入れますいろどりを

よくしたいので野菜妙めにはピーマンとパプリカを使

う予定です

Bふり返る

･次は調理実習の計画を立てようよ

口
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７

２

１

１口
|，’

友達と交流したことで得ら

れた情報を自分の考えに取
り入れられるようにだれの

ためにどんなお弁当を作り

たいかを意識させる

函
計画をよりパワーアップさ

せるために全体でよいとこ

ろやアドバイスを付簔に書

いて交流する

新たな考えへと広がってい

けるように作る相手や課題

意識の異なる人とも交流す

る

作りたい相手や目的に合うお弁当作りの計画を立てることができた

盛り付けも考えて家族に喜んでもらえるお弁当を作りたい

いろいろな；
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全体で交流する
『

5

○よいと思ったところやアドバイスを伝える

－

，

0

ーI■■I■■1■■I■■q■■I■■'■■1■■－－－1■■I■■ｨ■■ーｨ■■1■■ー，■■■ﾛ■ーーーI■■ー1■■ー，■■ーーーーーーー1■■ーーⅡ■■ーー一－一一一'■■一一一■■■1■■I■■一1■■1■■ー1■■ー1■■1■■ーU■■1■■ーーーー－1■■－－ー一一

０
１いろいろな野菜を食べてもらえるようにオムレツに

細かく切った野菜を入れたらいいと思うよ
･-----------------------------------十--------------------------------------‐

ｆ
Ｏ
ｌ
８
１
１
０
０
０
、

一一一一ー-----1■■I■■－1■■。■■4■■1■■ィ■■一一ー一-一－4■■q■■ー4■■一一ー

グー,■ヰーー‘＝ーーーーq■■ーq一一一一！■■‘－1■■ー‘■■ー‘■■’■■‘■■I■■一‘■■!■■■■■‘■■一一一一 、
〃 、

i弟のためのお弁当だか
、
０
０
１
１
１
０
１
１
１
１
１
０
１
１
１
１
１
Ｊ
〃

夕
一一

ンナーに切れ目イらウ

を入れて見た目にも工

夫を取り入れたらどう

な。力

０
１
Ｉ
ｌ
０
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｏ
Ｏ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
０
０
１
、

I■■4■■一一’■■一一I■■1■■ー4■■ーーーI■■－1■■－－1■■一一■■P4■■一一■■■－Ⅱ■■l■■ー

、
－1■■

6家族のためのお弁当づくり計画を完成させる

○友達のアドバイスを参考に家族のためのお弁当作り計画

を完成させる
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学習指導案

体 育 科
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4の2体育科学習指導案
曲
豆北

1単元名SGハンドボール

2本単元における学びを豊かにする聞き合い

お互いの動きを教え合う中で有効空間を意図的･選択的に利用してパスやゴール
につながるよりよい動きを見つけていく聞き合い

ゴール型ゲームは，自身で得点できたときに喜びを得られる。また，作戦やルールを工夫して

楽しむことができ，自分たちの立てた作戦がうまくいったりチームが勝ったりしたときに喜びが

得られる。3Gハンドボールは，ドリブルを使わずにパスのみでボールを運び,3面あるゴール

をねらい得点を競うというゴール型ゲームである。ハンドボールは，手でボールを扱うため比較

的技術的な要素は簡単で，シュートを力いっぱい打てるなど，魅力的な特性を持っている。この

ゲームの工夫の一つとして，ゴールに的当ての要素を取り入れてゴールが決まったときに爽快感

が得られるようにしたことである。もう一つの工夫として，3面あるゴールに得点差を設けたこ

とである。より高得点を目指すには，「どこにどのように動けばいいか」ということを考えるこ

とで，ゲームの中での空間認識や状況判断能力を身につけることが可能になるのではないかと考

える。

子どもは，ゲームを通して，運動量や触球数が増え状況判断をしなければならない場面に出会

う。そのときに，「何をするか」という戦術的課題を意識するようになる。味方・敵の動きによ

って空間が刻々と変化する中，どのような判断をすればよりパスやシュートにつながるかを聞き

合いの軸としながら学習を進めたい。

s聞き合いのために

（1）子どもにつけたい態度

ゲームでの教え合いや励まし合いによって「ルールを守る」「勝敗を素直に認める」という

マナー（社会的態度）を養うことができる。お互いに教え合い励まし合いながら，楽しく練習

やゲームをすることができることを中心として学習を進めていくことにし，ここで身につけた

力が高学年でのゴール型に生かされると思われる。

（2）子どもに共有させておきたいこと

みんなが楽しめるように，「みんなでチャンスをつくる」ハンドボールにしようという共通

課題を設定し，単元の終末にはみんなで協力して大会を開催する流れで学習を進める。シュー

トの精度を上げる．ルールを工夫する．パスやシュートがつながる作戦を考える．パスやシュ

ートの動きを高めるという意識を連続・発展させていきたい。

4関係づけ再構成する手だて

（1）試行錯誤できる場の設定
個人技能の向上と集団技能の向上という2つの視点で場を設定する。チームゲームとはいえ
パスやシュートといった個人技能は重要であるが，これらの技能はゲームの中で繰り返すだけ
では習得されない。そこで，個人の技能を高めるドリルゲームを取り入れることにする。明確
な目標を持たせるために，技能の伸びが把握できる自己評価を工夫したりチーム間やチーム内
で競争したりして，技能向上の意識化を図るようにする。また，戦術的学習内容を段階的に習
得できるよう，いくつかの課題ゲームを取り入れる。ハーフコートの設定で，数的優位を生か
して有効空間を見つけて動いたりしながら，パスやシュートの質の向上を目指していく。そし
て，ゲームとゲームの間には作戦タイムを取り，チームの課題に合った戦術が選択できるよう
に試す場を設定する。

「動けずにゲームに参加できない」「ノーマークになる動きがスムーズにできる」等子ども
の実態をとらえて場をつくりかえていく。

’
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（2）動きの言語化と言語の動作化

クラス全体での学習課題をつかむ場面・チームごとの作戦タイムの場面．まとめの場面で，
子どもの戦術的気付きを言語化する。その際に，コートやプレイヤーの位置を示すコート図を
活用していく。

各チームにコート図と個人名入りのコマを配って，これを作戦板とし，コマを動かしながら
動きのイメージをつかめるようにする。聞き合う中で気付いたことを動いて試すことで，動き
の有効性を感じたり新たな気づきをつかんだりして空間をうまく使った動きにつなげる。
聞き合いで出てきた言葉は，動きや場所に関するもので分類し，作戦を立て際の重要なキー
ワードとして位置づける。

（3）客観的な視点の活用
各チームや全体の場で，よりよい動きの解説・VTR視聴を取り入れる。ボールがつなが
る動きを言葉で分かっても実際の動き,にどのように結びつければいいかイメージできない子
どもやチームが出てくることも予想される。その際に実際のゲームの中からねらいに即した
動きを取り出し見せることで,ボールがつながる具体的なイメージを共有できるようにする。

（4）課題に応じたグループ構成
1チームは男女混合でチーム間等質とし，その中を5人単位の2班の兄弟班に分け，チー
内で動きを見合ったりアドバイスをし合ったりできる動機づけにする。空間認識の育成や意
識化につなげるために，兄弟班で1対1の観察を行い，個人の動きを記録する。触球数．シ
ュート数．シュート決定数を記録に取ることで，個人がどのような動きをしているかつかむ
ことができ，次のゲームに向けての改善を図る資料になると考える。

5単元構成（総時数9時間）
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『
・
一 三な活動と内容

ヨ
禧
卓ﾖき合いにかかうつる三三だて

13Gハンドボールを知ろう(2時間）

○試しのゲームをする

･パスをもっとつなぎたいな

･シュートをたくさん決めたいな

．みんなで楽しくしたいな

○学習計画を立てる

･パスやシュートをもっとできるように練習しよう

｡楽しめるルールにしたいな

･最後でどのチームともゲームをしたいな

2みんなで楽しめるハンドボールをしよう（5時間）

○ボールに慣れよう

シュートゲームをする

･パスゲーム（スリーサークルハンド）をする

○シュートチャンスを多くつくる動きを考える【本時】
･アウトナンバーの設定

･ハーフコートでのミニゲームを楽しむ

ボールをもたない時の動きについて考える

○シュートチャンスをつくる作戦をチームで工夫する

･イーブンナンバーの設定【本時】

･有効空間をつくってパスやシュートにつなげる作戦を
考える

･チームの課題に合った作戦を選択する。

Sハンドボール大会をしよう（2時間）

○これまでの学習を生かしてゲームをする
･作戦を生かして勝つことができたよ
･前よりもパスがつながるようになったよ
･シュートがたくさん決まったよ

ゲーム前半を終えた後に作

戦タイムを取るコート図を

使ったり実際に動作したりす

ることでチームの修正点を

確認しゲーム後半に入るよ

うにする

等質のグループ学習を行いグ

ループで作戦に応じた動きを

見つけるお互いに考えを聞

き合う中でよりよい動きを

再構成していく

コート図に気づいたことや動

きを書きこんだり児童の言葉

を分類したりすることで動

きの観点を持たせる

映像や写真をもとに気づいた

ことを出し合い新たな動き

に生かす

試行錯誤できる場の設ヌ
一
ロ
一

課髭 に応じたグループ構戎

貫力きの言語化と言語の動‘
ノ
言化

客
０
．
勺硯的な；見点



6第1日授業②（第2次中2時）体育館

（1）本時のねらい

チーム内やチーム間で聞き合ったりゲームで試したりしていく中で有効空間を工夫して使いパ

スをつないだりシュートしたりすることができる

(2)展開

学習活動と子どもの思考の流れ 時 関係づけ再構成する手だて

1パワーアップ運動をする 8

ボール体回し→投げ上げキャッチ

･両手パス→片手パス→ワンバウンドパス→走りながらパス

･ナンバリングパスーうシュートゲーム

2課題をつかみゲームをする 15

＜シュートチャンスを多くつくる動きを考えよう＞

動きの言語化と言語の！ 力り旨化

実際のゲームでの動きを提

示し共通の言葉を分類し

動きを図化してイメージを

つかみやすくする

試行錯誤できる場の設ラヨ
戦術的学習内容を段階的に

習得できるよういくつか

の課題ゲームを提示し実

態に合った場で動けるよう

にする

唐諏砺稠焉あ藩司
実際の映像を見せ作戦板

を活用することでコマを

動かしながら動きのイメー

ジを共有する

二
＝

口農霞I=MEC7三夛兀ニヲ編詞
兄弟班で1対1の記録を取

り動きについてアドバイス

し合う

ボールを持たない人の動きが大事だれノーマークになるように動いたり空きス

ペースを見つけそこにすばやく動いたりするとシュートチャンスが増えるよ

4ふり返る

守りにじやまされずにシュートができるようになってよ

かつた

･マークがいないところに動けばパスがつながりシュート

できたみんなで力を合わせることができた
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フ第2日授業④（第2次中3時）体育館

（1）本時のねらい

チーム内やチーム間で聞き合ったりゲームで試したりしていく中で有効空間を工夫してつくり

パスをつないだりシュートしたりできるように作戦を立てることができる

(2)展開

学習活動と子どもの思考の流れ 時 関係づけ再構成する手だて

1パワーアップ運動をする 8

ボール体回し→投げ上げキャッチ

･両手パスー今片手パスー→ワンバウンドパスー→走りながらパス

･ナンバリングパス→シュートゲーム

2課題をつかみゲームをする 15

＜シュートチャンスがたくさんできるようにチームで作戦を立てよう＞

口
試行錯誤できる場の設ラヨ
チームの作戦をもとに実態

に合った練習方法を選択で

きるようにする

動きの言語化と言語の§力
ｿ

型
作戦をネーミングし図化す

ることでイメージを持て

るようにする

作戦でうまくいったところ

とそうでないところを整理

する

屠観爾五預焉あ藩詞
実際に動きをつかむために

触球数．シュート数．シユ L－

ﾄ決定数を記録するチ ー

ムで作戦を立てる際の参考

にする

二
＝

口手題に応じたグループボ
■■■

諏 a
兄弟班で1対1の記録を取り

動きについてアドバイスし

合う

他のチームの作戦をもとに○○作戦を試したら，パスもうまくつながりシュートチ

ヤンスも増えたよ

4ふり返る

作戦がうまくいったときはうれしかったよ協力できて

よかったよ

･マークがいないところに動けばパスがつながりシュート

できたみんなで力を合わせることができた
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5のT体育科学習指導案

1単元名身近な物を使ってパワーアップ～タオル編～（体つくり運動）

2本単元における学びを豊かにする聞き合い

山下亜寿佳

動かしている体の部位と体力要素を意識してタオルを使った運動に取り組む中
で自分の体力に応じたよりよい運動を見つけていく聞き合い

1学期には，身近にある新聞紙を使って体つくり運動に取り組んだ。子どもは新聞紙になりき

って新聞紙の形と同じような動きを楽しんだり，新聞紙を棒状にして様々な運動を考えたりしな

がら，自分の体力に応じた運動に取り組んでいた。体力を高める運動では，体の柔らかさと巧み

な動きの体力要素を意識した運動を考えることができた。

本単元では，力強い動きを高めるための運動を意識して，自分の体力に応じた運動を考えてい

く。身近な物であるタオルを使い，自己や友達の体重を利用したり，人数を増やしたりしながら，

様々な運動に取り組むことができる。一人でできる運動から人数を増やしてできる運動を考えて

いくことで,一人で考えた運動の気付きを生かし,運動について聞き合うことができると考える。

また，1学期に取り組んだ新聞紙を使った運動の経験を生かし，タオルを使った運動を試してつ
かんだ気付きを聞き合ったり，気付きをもとにした運動を試したりしながら，よりよい運動を見

つけていくことができる。

S聞き合いのために

（1）子どもにつけたい態度

子どもが自分の体力を知り，タオルを使って様々な運動を試行錯誤する態度をつけていきた

いと考える。また，自分の体力を知るとともに，一人一人の体力には違いがあることを知り，

その違いを意識しながら様々な運動に友達と協力して取り組む態度もつけていきたいと考え

る。

（2）子どもに共有させておきたいこと

子どもは1学期に新聞紙を使った運動を経験しているが，タオルを使った運動は初めて経験

する。そのため，様々な運動を試すとともに，新聞紙を使った運動で考えた運動も試していく

中で，子どもは多様な気付きをつかむことができる。多様な気付きをよりよい運動につなげる
ためには，運動のねらいを意識して運動に取り組む必要がある。1学期に取り組んだ新聞紙の
運動との違いは，体力要素の違いである。タオルを使った運動では，力強い動きを高めるため

の運動を共有して取り組んでいくことで，運動のねらいに合った気付きを生かして聞き合うこ

とができると考える。

4関係づけ再構成する手だて

（1）試行錯誤できる場の設定
力強い動きを高めるための運動を意識して，タオルを使って運動に取り組めるようにする。
単元を通して同じ運動ばかり取り組むことがないようにするため，見つけた運動を全体で共有
し，その運動を試すように促す。一人では気付くことができなかった運動を試すことで，新た
な気付きをつかみ，よりよい運動が再構成される。よりよい運動が再構成されるために，見つ
けた運動を試行錯誤できる場を設定し，様々な運動に取り組めるようにする。

（2）動きの言語化と言語の動作化
個々で見つけた運動を全体で共有するために，全員で見ることができる表を作り，運動を記
していく。記す際は，全体で運動にネーミングをし，全員が個々で見つけた運動を共有できる
ようにする。表を見て，運動を試すことができる。運動のネーミングをしたり，運動を試した
りしていくことで，運動に対する気付きを聞き合い，よりよい運動につながると考える。

（3）客観的な視点の活用
タブレット端末PCで動いている様子を確かめることで，体のどこを意識して運動している
のか客観的に感じ取ることができる。運動している様子をタブレット端末PCに記録し，必要
に応じて記録された動きを見ながら，運動について聞き合うことで，新たな気付きをつかんだ
り，よりよい運動を再構成したりすることができると考える。
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（4）課題に応じたグループ構成
無作為編成グループを編成し，誰とでも協力して力強い動きを高めるための運動に取り組め
るようにする。無作為編成グループを編成することで，毎時間違った仲間と運動に取り組むこ
とができ，一人一人の体力の違いを感じ取れるとともに，運動に対する気付きにも違いがある
ことを感じ取ることができる。その違いを聞き合うことで，新たな気付きをつかみ，よりよい
運動が再構成されると考える。

5単元構成（総時数4時間）

－105－

４
一
・
一 三な活動と内容 笥き合いにかか；つる弓三だて

1オリエンテーションをする（1時間）

○タオルを使って体を動かそう

どんな動きができるかな

･新聞紙を使った時の運動を試してみよう

･新聞紙の時とちがう運動ができそうだ

タオルを引っぱり合うとつな引きみたいだ

･なわとびみたいにとぶこともできそうだ

○力強い動きを高めるための運動について知ろう

･新聞紙を使った運動とねらいがちがうな

タオルの引っぱり合いは力強い動きを高められそうだ

自分の体重を利用して運動することもできそうだ

タオルを持たなくても床に置いて道具みたいに使えそう
だ

2力強い動きを高めるための運動を考えよう（2時間）

○一人でできる運動を考えよう

タオルの上に体をのせて手の力だけで進んでみよう

タオルを床の上に置きうでたてふせの姿勢でタオルを

ふまないように移動してみよう

あおむけになり足に丸めたタオルをはさんで足を上

げたり下げたりすると腹筋をよく使っているよ

○二人でできる運動を考えよう

タオルの上に一人のってもらいそれを引っぱってみよ
ｰ

フ

タオルを引っぱり合い力試しをしよう

あおむけになり足でタオルを引っぱり合うのもおもし

ろそうだし腹筋も使いそうだ

○三人以上でできる運動を考えよう【本時】

･タオルに二人のってもらうと動くことができるかな

タオルにのった人を葎ぶ競争ができそうだ

タオルを床に何枚も並べてタオルをふまないようにう

で立てふせの姿勢で動いてみよう

･一枚のタオルを使って三人以上でぞうきんがけをやろう

3考えた運動を楽しもう（1時間）

○考えてきた運動をやってみよう

タオルを使った運動をたくさん考えたから運動を選ん

でやってみよう

自分はうでの力をもっとつけたいからうでを使った運

動を中心にやってみよう

･友達といっしょにタオルにのった人を運ぶ競争をもう

一度やってみよう

･腹筋の運動を続けてきたらあおむけの運動で足が何度

も上がるようになったよ

タオルを使った運動を試行錯

誤する中で見つけることが

できた運動を全体で聞き合い

その運動を試す場を設定する

慣
無作為編成グループを設定し

いつも違う仲間と運動するこ

とで一人一人の運動に対す

る気付きに違いがあることを

知り違いを聞き合えるよう

にする

見つけた運動を全体でネーミ

ングをし表にまとめていく。

その運動のよさについて聞き

合い全体で試してみること

で新たな気付きをつかめる

ようにする

必要に応じてタブレット端末

PCで運動の様子を記録し

運動している様子を客観的に

見ることで運動のねらいに

合っているのか聞き合えるよ

うにする

試行錯誤できる場の言
軍
ｊ
Ｌ
Ｚ

串

二

ﾛ

ﾛ

I篭に応じたグループ；篝
■●

覗
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6第2日授業⑤（第2次中2時）体育館

（1）本時のねらい

一人や二人で取り組んできたタオルを使った運動を生かして人数を増やした運動を試行錯誤し
ながら見つけることができる

(2)展開

－106－

学習活動と子どもの思考の流れ 時 関係づけ再構成する手だて

1タオルを使った準備運動をしよう

○運動の前と後に脈を測る

○タオルを使ったストレッチ運動をする

かたのまわりをよくのばそう

･ペアになってゆづつくりタオルを引っぱり合おう

2グループに分かれて運動を考える

10

12

＜力強い動きを高めることを意識して三人以上でできる運動を考えよう＞

4ふり返る

．新しい運動もでき楽しくパワーアップできたよ

・人数が増えると手や足の力をいつもより力を入れてや

ることができたよ

11

ヨ
一人や二人で取り組んでき

た運動を人数を増やして

やってみるよう促す

週
無作為グループ編成するこ

とで多様な気付きがつか

めるようにする

タブレット端末PCを使い

客観的に運動している様子

を見ることで動いていた

時には気付かなかったこと

をつかめるようにする

］
見つけた運動を全体でネー

ミングし言語化することで

運動を共有する共有した

運動を全体で試してみるこ

とで新たな気付きがつか

めるようにする

人数をかえた運動をたくさん考えることができたよ

考えてきた運動をもっとやってみたいな

そうするとパワーアップにつながっていきそうだ。

試行錯誤できる場の設ラ

課題に芯じたグループ』
Ｉ
■
■
』
■
８ 胃

客
１
０
“
■
。現的な視点の活用

塁

… きの言語化と言語の§力4
ノイ
亭
・
・



学習指導案菫

当道 徳
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6の2道徳学習指導案

1学習名家族でHAPPY 4－(5)家族愛

2本学習における学びを豊かにする聞き合い

北野美紀

資料を通して家族が強い信頼関係と絆で結ばれていることを改めて感じ

家族の幸せを考えて生活したいと内省していく聞き合い

家族という集団においてそのありがたさは普段意識されず，相互理解や協力もとりたてて必要

感のないまま過ごすことが多い。本学習では，家族のつながりこそが自分のよりどころであり，

家族が支え合っているからこそ自分が安定して生きられることを実感させたい。したがって，聞

き合いの中では常に自分の生活に引きつけて価値を考えさせていく。家族のあり方や自分の行動

を具体的に見つめるために，子どもの実態に合わせ共感できる資料を用い，多様な考えの関係づ

けを仕組んでいく。一人一人が家族のありがたさやその中での自分の存在意義を感じた上で，さ

らに強いつながりを作り，家族の幸せを求めていくために努力しようとする態度を養う。

S聞き合いのために

（1）子どもにつけたい態度

高学年になり，感情を素直に表さず，家族での会話が少なくなる児童が増える。これは自立

や成長の面から言えば必ずしも悪いことではない。しかし，自分を支えてくれるまわりの人の

愛情に気づき，自分の立場を自覚することは必要である。そこで，資料を通した聞き合いによ

って，毎日たくさんの人に支えられて生活していることを自覚したり，まわりの人への感謝を

素直に表したりすることの大切さに気づかせる。

（2）子どもに共有させておきたいこと

一人一人の家庭環境が違うことについて子どもは理解している。それぞれの家庭には，その

家族なりの思いやりの心の表し方があり，比べられるものではない。しかし，頭で家族のあり

がたさを分かっていたとしてもそれを素直に言葉や行動に移すことが難しい時期でもある。そ

こで，日々の学校生活の中で，個性を尊重し合える環境を作り，自分の思いを素直に表出する

ことへの抵抗を少なくしておく。互いに受けとめ合う経験を積み重ねることで自分の居場所を

実感し，豊かな生活を送ろうとする意識が高まっていく。

4関係づけ再構成する手だて

（1）考えを比較・共有するための視覚的表現の工夫
ワークシートを用いて考えを書く活動を取り入れることで個の考えの変容を視覚的に残し

ていく。ワークシートの形態を工夫することで価値に新しい視点に気付かせる。さらに考えを
出し合う際，ホワイトボードなどを利用してグループでの意見交流も記録に残しながら活動さ
せる。対立する考えを表現する場合には，心のカードを用いることで理由づけをさせながら見
えない心の揺れを表現させる。こうして考えの根拠となったものを明らかにすることが比較・
分類の手助けとなり，互いの考えの共有にもつながりやすくなる。また，板書で価値に対する
考えを比較・整理して構造的に表していく。このことが，価値に対する新たな視点を獲得する
ために有効となる。

（2）目的に応じた交流の工夫

ねらいとする価値に対する多様な経験や考えを交流するために，考えを出しやすい少人数の

グループ交流を取り入れる。これは，共通点や相違点を見つけやすくし，一人一人の考えの補

足や深まりにつながると考える。さらに，予め価値に対する自分の経験を見つめた上で，交流

にのぞませる。ねらいとする価値についての考えを広めるためにはワールドカフェ形態やイン

タビュー形態を取り入れる。短時間で多くの交流を持つことができ，新しい視点で価値を見直

すきっかけとなる。

展開後段で内省を目的とする交流を持つ場合，ペアでの鉛筆トークをすることで資料を通し
た聞き合いのまとめのような時間をもちながら，価値についての見つめ直しをする時間も生ま
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れる。終末でおこなわれる個の内省に向けて段階的なアプローチができると考える。

（3）内省を促す場の工夫

価値に対する考えを，導入前，導入時，展開中段，展開後段，終末など数回に分けてワーク

シートに書く時間をとる。聞き合いによって自分の考えに変容が見られ,それを意識できたと

き，本学習で大切にしたいねらいが見えてくる。また，聞き合いの途中のワークシートでは，

自分の考えに揺れが生じ，もっと考えを深めたい，広めたいなどの思いを持つことをねらう。

このことで，焦点を絞った聞き合いに繋げていく。

家族愛の学習では，各家庭環境の違いにも配慮が必要であり，内省にも個人差が大きいと考

えられる。しかし，自分の生活をよりよくし，家族の幸せのために役立つために大事にしたい

心について焦点をしぼり内省させていく。

5学習計画

－109－
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一
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二 ﾐな活冒
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弓Iと内容 罰 ;合いにかか；つる弓三だて

教科特別活動との関連

1道徳「家族でHAPPY」

○かけがえのない存在「家族」【本時】

資料名ぼくが生まれた日（文溪堂）

自分は家族にとても大切にされているんだ

･家族はかけがえのないものだ

○家族の幸せ【本時】

資料名サンタがやってくる（自作資料）

･家族がみんなで楽しく過ごせることが幸せなことだ

･家族の幸せのために自分にできることはないかな

2道徳「ありがとう」関連価値感謝2-(5)

○卒業を前にして

･いろいろな人との思い出がつまった6年間だった

･家族の支えがあったから，今日までがんばって来られた
これからも支えてもらうことが多いだろう

自分も家族の力になりたい

戸 司

国語との関連

○「カレーライス」から家族のつながりについて考える
･お母さんに対してイライラする気持ちよく分かる

自分もお父さんに対して素直になれない時がある

分かっているけど，なかなか素直にはなれない
どれだけぶつかっても , 家族だからこそ分かり合える

･お互いの足りないところは，補わなければならない

行事や家庭生活との関連（｢あゆみ」を通して）

○ふじだなおとぎ会

自分のがんばりを見てほしい

恥ずかしいけれど，見てくれるとがんばれる
ほめられて，とてもうれしい

○運動会

･最後の運動会を見に来てほしい

･応援してくれてありがとう

くやしかったことも聞いてもらえて力になった

○あゆみより

･両親は遅くまで仕事をがんばってくれている

･お手伝いをしたらとても疲れた

･兄弟げんかで家の中をいやな空気にしてしまった
里 。

テーマを設けてあゆみを書かせ

ることで共通の視点で価値に

対する考えをもたせる

ホワイトボードや心のカードを用

いることで深めの発問で生まれ

た心の揺れを表現しやすくし共

感的な聞き合いにつなげる

内省を足す場の工夫

視覚的表現の工夫

目的に応じた交流の工夫



6第1日授業②（第1時）6の2教室

（1）本時のねらい

資料を通して家族一人一人の思いを理解することで家族を敬愛する心情を育てる

(2)展開

－110－

学習活動と子どもの思考の流れ 時 関係づけ再構成する手だて

1家庭の中での自分を思い返す

○叱られたり家族をうるさく感じたことはあるかな

．「勉強しなさい」ばかり言われる

｡片付けをしないと厳しく叱られるのがいや

5

＜自分にとって家族はどんな存在かな＞

4教師の説話を聞き課題についてふり返る

･家族の誕生はこの上ないしあわせなこと

･大切だからこそ心配も期待も大きいんだ

25

履壹雨表現あ王夷
家族に対するのび太の気持

ちを対照的に板書に表すこ

とで気持ちと行動のずれ

をとらえられるようにする

E雨I="C7三菱読而王ヨ
ペア交流で家族のあたたか

さや幸せをかみしめるのび

太の気持ちを考えさせる

10

5
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宮資料を見て考えを出し合う
○のび太は叱られてどんな気持ちだったかな
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家族がいつも自分を大切に思ってくれているからこそ叱られたりケンカしたりするんだ

自分にとって家族ってあたたかくかけがえのない存在なんだ



7第2日授業⑤（第2時）6の2教室

（1）本時のねらい

資料を通して家族の幸せについて考え進んで役に立とうとする態度を養う

(2)展開

－111－

学習活動と子どもの思考の流れ 時 関係づけ再構成する手だて

1クリスマスの思い出をふり返る

盾

･毎年プレゼントを楽しみにしている

･サンタクロースに手紙を書いたことがある

ごちそうを食べながら，楽しく過ごしている

5

＜家族が幸せに過ごすにはどんな心が大切かな＞

資料を通して考えを出し合う

○友だちの話を聞いてあきらはどんな気持ちになったかな
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4自分の生活をふり返る

○家族の幸せのためにどんなことを大事にしているかな

あまり考えていなかったな

･お手伝いもいいけどサプライズで喜ばせてみようかなI
｜’

3
役割読みをすることで登場

人物がそれぞれ大事にして

いる価値に違いがあること

を意識させる

ワークシートや心のカード

を使って主人公の行動を考

えた上で2つの価値の間

でゆれる主人公の迷いを明

確にするためグループで

意見交流しながらホワイト

ボードに両方の理由付けを

書き込ませる

更子瘍あ調
ワークシートに続きを考え

ることで家族の幸せのた

めに何を大事にしたらよい

かを見つめさせる

家族のことを考えてみんなで楽しめることがすごく幸せなことだ

それを忘れず家族のあたたかい時間をふやしていきたい

目的に応じた交流のエラ

視覚的表現の工夫

目的に応じた交流の工夫

真実を確かめる

自分のことを考える

内省を
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学習指導案

英
韮
叩
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3の2英語学習指導案

1単元名わたしができること～Ican…．～

2本単元における学びを豊かにする聞き合い

堀井洋一
GlenBradshaw

Ican…．などの英語表現を使って自分のことを伝え合う活動を通して様々な
表現に気づき自分と友達とを比較してよさを改めて認識する聞き合い

本単元のねらいは,Ican…．などの表現を使って自分のことを他に伝えること。できること

などを伝え合う活動を通して，自分や友達のよさを改めて見直すことの2点である。

この目標を達成するために，子ども同士によるコミュニケーション活動が,有効かつ不可欠な

ものとなる。特にねらいの2点目は，自分のできることなどを考えて表現することを通して自己

肯定感を高めることにもつながる。また，友達ができることを聞くことにより，肯定的な他者理

解も起こる。

本単元の導入では，スポーツなど子どもにとって身近な内容を扱う。子どもは，外来語と英語

での表現の違いに気づき，聞き慣れた外来語と英語表現とを比較しながら，その意味を理解する

ことができる。また，扱う表現を徐々に広げることにより，おおよその意味を理解しながら自他

の比較を行うことができるようになる。

また，単元の最後には，自分ができることなどを留学生に紹介する活動を取り入れる。英語表

現を使ったやりとりを通して，友達の意外な一面を知ったり自分との共通点を発見したりする。

これにより新たな視点で友達を認めることができるとともに自分のよさに気付くことになる。

S聞き合いのために

（1）子どもにつけたい態度

①積極的に話してみたい。伝えたい。という意欲

本単元では，自他の比較やよさの再認識につなげるために，「できること」を題材にする

ことで，自分のことをアピールしたい。伝えたい。という意欲を持たせる。

②相手のことを知りたい。という思い

相手意識を持ってコミュニケーション活動をすることによって他への再認識が起こる。自

分ができることを相手もできるだろうか。という思いでコミュニケーションを行う。

（2）子どもに共有させておきたいこと

①基本となる英語表現に触れ，英語の音声に慣れること

"Ican…o"を使えば，できることを表現できること，その内容によって"Ican…．
，，

G@Icanplay(the)…･"となることを知り，慣れていく必要がある。また，既習の"Ilike
…．”や"Ihave…o"の表現にも慣れていることで相手の言いたいことが理解できる。

4関係づけ再構成する手だて

（1）目的に応じたグループ活動

第1次，第2次では，「～できる」を表す英語表現や語彙に聞き慣れるためにタグループで
の活動を取り入れる。子どもは聞いたことがある英語表現などをもとに相談しながら，「～で

きる」を表す英語表現を理解しようとする。これによって，英語表現への気づきが充実する。

また，第3次では留学生交流へ向けて少人数グループを活用する。楽器やスポーツなど，で
きることが共通している子ども同士でグループを編成し，留学生との交流で紹介するタスクを

取り入れることで，外国の人に伝わる表現や自分たちが言える表現を選択させる。

（2）コミュニケーション活動の工夫

単元を通した留学生との交流を取り入れる。交流でできることを考え，スピーチや実演を行

うことで外国の人に言いたいことが伝わる満足感を味わうことになる。この際には，自分ので

きることを一方的に伝えるだけでなく，留学生にも"Canyou…？”を使って質問すること
で自他の比較をさせ，自分や友達のよさ，さらには日本のよさについて再認識させる。

この活動では，できることが似ているメンバーでグループを編成し，留学生にどのように紹
介すれば相手に印象的に伝わるかを考えながら，自分たちのことを留学生に分かってもらおう

と工夫する場を作る。
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（3）「英語表現への気づき」や「異文化や他者への思い」の明確化
できることを知って「すごいな｡」と感じたことやできることが同じ友達がいて「よかった
な｡」という思いをもたせたい。そこで，自他の比較が起きやすいようにワークシートを工夫
する。また，シェアリングでは，できることを聞いて感じたことを扱い，他のよさを認める発
言を取り上げていく。

5単元構成（総時数6時間）
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４
コ
・
一 三な活動と内容 謝去合いにかか；つる二三だて

1「できる（できない)」の言い方を知る（2時間）

○「できる（できない)」の言い方を知り音声に慣れる
＜「できる｣，「できない」の言い方を知ろう＞
キーワードゲーム

スポーツはIcanplay●●● を使えば言えるね

･バスケットボールはbasketballって言うのか言い方

が少しちがうね

･先生はテニスができるんだ

｡他にもできることがあるんだねでもplayを使ってい
なかったよ

自分のできることをIcan….に当てはめればいいんだ

○「できますか」の言い方を知り尋ね方に慣れる
＜「～ができますか」の言い方を知ろう＞
BINGOゲーム

･Canyou
●●● ？ を使えば質問できるね

．答える時はYes,Ican.かNo,Ican
，

t.を使うといいよ

･私は料理ができるけどみんなはどうなのかな

2留学生交流へむけて自分ができることを考える

(2時間）

○自分ができることを友達に紹介してグループを作る
先生クイズ 【本時】
｡～先生はギターが弾けるんだね

saxophoneって何だろう聞いたことがないよ

･magicって手品のことかな

＜自分のできることを考えよう＞

･将棋は英語でどう言えばいいのかな

･バイオリンを弾けるけど英語ではどういうのかな

○留学生交流で自分たちができることを考える【本時】
＜自分のできることを紹介しよう＞

．～さんはピアノが弾けるのかぼくはリコーダーが吹け

るから合奏ができるぞ

．～さんはダンスができるのかいっしょに踊ってみても
いいな留学生の人たちも踊ってくれるかな

･ぼくは囲碁ができるし～さんは将棋ができる
どっちも日本のものだな外国には将棋はあるのかな

S留学生と交流する（2時間）

○留学生との交流で自分たちができることを紹介する

く留学生の方に自分たちのできることを紹介しよう＞

グループで楽器の演奏をしようよ
･空手を見てもらおう

｡遊びグループでけん玉や折り紙を教えよう
･留学生の人もできるかどうかCan

てみようよ

you
●●● ？ で聞い

BINGOゲームを通してできるこ

とを友達と聞き合うことでIcan
●●● や Can

付き慣れる

you
●●● ?の表現に気

留学生にできることを紹介する

ためのグループを作る活動によ

り自分と比較しながら互いが

できることに気付かせる

友達のできることを自分と比べ

ることができるようにシェア

リングの場を工夫する

留学生に自分たちができるこ

とをグループで紹介することに

より表現の見直しや表現方法

の工夫をねらう

コミュニケーション活 力の工夫

目的に応じたグループ；篝
■の

凧

｢気づき」や「思い」の琲 瀧圖化

コミュニケーション活動の工夫



6第1日授業②（第2次中1時）3の2教室

（1）本時のねらい

先生ができることを聞いて新たな英語表現に気付き留学生に自分のできることを伝えるため

に適切な表現や内容を選んだりして分かりやすく伝えようとする

(2)展開
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学習活動と子どもの思考の流れ 時 関係づけ再構成する手だて

1WARMUP○できることの言い方を練習しよう

Icanplaybaseball(soccerjtennis

Icanplaythe(guitarjpiano
Ican(swim,cook

2課題を知る

◆●●）

●●●）

●●●）

･先生は☆☆ができるんだねぼくも☆☆が好きだな

･何かできることってあるかな

＜留学生との交流で自分ができることを考えよう＞

5留学生交流でできそうなことを考える

烹
6ふりかえりをする 口

｜’

麺
聞きとった表現を共有して

考えられるようにグループ

での活動をする

麺
グループや学級でのシェア

リングを行う

クイズを通して気付いたこ

と明確にするため知った単

語を記入するワークシート

を準備する

皿
自分ができることを伝えよ

うとするためにグループで

協力してできることの紹介

文を作る

Ican を使ってできることを紹介できそうだようまく伝わるといいな

Icanplay☆☆.Ilike☆☆．

Canyouplay☆☆？Doyoulike☆☆？

Icanplaythe★★.Ihavea★★．

Canyouplaythe★★？
Whatcanyoudo？

目的に応じたグループ】
固
■
』
Ｕ
■

｢気づき」「尾Iい」の明

コミュニケーション活冒



7第2日授業⑤（第2次中2時)3の2教室

〆

できることを伝えグループ作りを行う活動を通して自分と友達のできることを比べ自分に
も友達にも得意なことがあることを再認識する

学習活動と子どもの思考の流れ 時

1WARMUP&課題を知る5

○グループで紹介文を練習する

･Icanplaytheviolin.がうまく言えるかな
・大丈夫だよちやんと言えているよ

く自分のできることを紹介しよう＞

4シェアリングをする10

．～さんは空手ができるからすごいなと思った

．～さんも私もピアノが弾ける

．～さんは囲碁ができるんだぽくは将棋ができるから似て

いるよ

ノ

関係づけ再構成する手だて

目 勺に応じたグループ】篝j覗

友達のできることを聞いて

アドバイスできるように前

日のグループを単位にした

活動とする

Eミヨ三万ﾆｦｮーﾌ詞あ王詞
留学生の方を迎えるための

グループ作りという意識を

明確に持って比較しながら

聞くことができるようにワ

ークシートに自分のできる

こと友だちのできることを

書き込む欄を設ける

また紹介する相手をペア

グループ学級全体へと広げ

ることで表現への慣れをね

らう

犀三ﾃﾆﾗﾖー ﾌ詞あ王詞
インタビューしたことをも

とにWhoaml？クイズを行

うことでできることを共有

しグループ作りへの意識を

持たせる

｢気づき」「思い」の明麺
自他のよさを見直すことが

できるようシェアリングで

はできることの紹介を通し

て発見したことをふり返ら

せる

みんないろんなことができるんだ協力してわたしたちのできることが留学生の人に伝

わるといいね

｜’
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4のS情報教育（算数科）学習指導案
杉森慎一

1単元名広さを調べよう（スクールプレゼンターの活用）

2本単元における学びを豊かにする聞き合い

面積を求めるための図形操作で電子黒板での操作を見ながら自分の考え方と関
係付けより良い解法をつくっていく聞き合い

本単元は，面積について単位と測定の意味を理解することで，長方形及び正方形の面積の求め

方について考え，複合図形など他の図形の面積を求める場面でも活用できるようにすることをね

らいとする。図形を操作する活動でのICT活用の利便性として，速く直感的な操作性，修正が

可能という可逆性，解法を複数記録できる保存性が挙げられる。また，自らの考え方を正確に伝

えることが可能で，互いの考えを聞き合うときにバイアスが発生しにくい。これにより，互いの

考えを関係付けながら，速く，簡単に，正確な答えに導いていくことができる。また，正解は比

較的簡単に導かれると思われるので，何通りもの説明に共通する「一言説明」を考えるようにす

ることが聞き合いに向かうと考える。

S聞き合いのために

（1）子どもにつけたい態度

．より効率的な手段を選択しようとする態度

・思考スキルにより解決させようとする態度

（2）子どもに共有させておきたいこと

・スクールプレゼンター操作能力

・メタ認知し自らの考えを他に反映させようとすること

4関係づけ再構成する手だて

（1）思考の活性化につながる場の設定

ペアや少人数グループで話し合ったりすることで，新しい思考に出会うことが可能となり，

一人一人が関係づけを行うための視点が増加し，新しいグループ内において，今までにないア

イデアが発生すると考える。

（2）メタ認知を促す発問

解答して答えを得るだけではなく，自らの考えと他の考えを関係づけてより良い説明を導く
ために，現在の状況を把握させて，目標に向けた聞き合いが行われるようにする。

5単元構成（総時数10時間）
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主な活冒
、
雨
ご
■
勾
宅
■
炉 1と内容 唐き合いにかか；つる弓三だて

1広さの表し方（2時間）

○広さの比べ方をいろいろな方法で考える

･陣取りゲームをやってみたい

2長方形と正方形の面積（3時間）

○長方形と正方形の面積を求める公式をつくる

たて，横の長さがわかれば面積が求められるね
○複合図形の面積の求め方を考える【本時】
･切り貼りして公式に当てはめられるね

S大きな面積の単位（3時間）

○長さがmの場合も公式が適用できることを理解する
･Inになっても同じだね

○面積単位の相互関係を理解する

｡広さによって単位が変わることが分かった

3まとめ（2時間）

○学習内容を確実に身に着ける

タブレット活用による効果的
な資料提示

関心意欲を引き出すためにタ

ブレットを活用する

現在の状況を把握させ，互いの

考えを関係づけより良い答え

を導くようにする

思考の活性化につながる場の
設定

弾力的なグループ構成から多

様な考えを関係づけるように

する

メタ認知を‘足す発笥



6第1日授業②（第2次中3時）4のs教室

（1）本時のねらい

複合図形の面積を求めるための図形操作で電子黒板での操作を見ながら自分の考え方と

関係付け一般化した説明をつくっていく聞き合い

(2)展開

1
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学習活動と子どもの思考の流れ 時 関係づけ再構成する手だて

1既習事項のフラッシュ問題をする

○長方形正方形の面積を答える

○c㎡かんたんだ

･横の長さが分からないと答えられないよ

2課題をつかむ

＜ふくざつな形の面積の求め方を考え.いつでもあてはまる説明にしよう＞

一㈹
○問題の図形を提示する

。曲がった四角形だな

．長さが分からないんだけ

ど…

．長さが全部わからなくて

もできるの？

5適用題をする

･今のやり方を使えば簡単だね |’

弾力的なグループ構成か

ら多様な考えを関係づけ

るようにする

詞
自分の状況を把握し発表

されている考えと関係付

けるようにする

長方形にすればよい

思考の活性化につながる
場の設定

メタ認知を足で ｰ』。■



1

2

4の3情報教育（社会科）学習指導案

単元名のびゆく石川(iPadアプリ「ロイロノート」の活用）

本単元における学びを豊かにする聞き合い

杉森慎一

我が県の特色を調べ紹介し合うとともに更なる発展を願う未来へのアイデアをタ
ブレット等の活用で互いの思いや考えを関係づけ再構成して県の将来像について
の新たな意見をもつことができるようになる聞き合い

本単元は，県内の特色を調べ紹介し合う学習から，石川への愛着を高めるとともに，県の未来
像を考え，将来に向けての新しい提言をまとめていくことで県の様子への認識を深めることをね
らいとする。

北陸新幹線開通を2年後に控えた本県は，観光資源や産業など非常に魅力的な特色を備える県

である。各郡市における色彩豊かな自然や受け継がれる伝統文化について紹介し合うことで，県
民の一人として愛着を深めるようにしたい。

また，現状を踏まえたうえで，今後強調していけばよい点や改善の余地などのアイデアを出し

合い，わが県の未来像を構築していく。しかし単なる理想論の発表会ではなく，互いに寄り添う

部分を関係づけ，より良い解に導かれることができるように再構成していく。

情報教育の視点からは，膨大な資料から，自分の意見を強化・補完するものを選択し，より効

果的にプレゼンテーションすることができることをねらいとする。本単元では,ICT活用とし

て,iPadアプリ「ロイロノート」による情報収集と情報整理，そして発表のツールとしての活用

を提案するとともに，新しい協働学習の型を提示できることを期待している。

s聞き合いのために

（1）子どもにつけたい態度

自らの考えを他の考えを取り入れながら思考し，より良い考えに再構成していくために，情

報収集においては，ネットー辺倒ではなく，多様な手段を活用する必要がある。求めている解

に最も近づけるような手段として，必要に応じて図書資料など従来の紙媒体による教材や，関

係者に実際に会って行うインタビューなどの有効性を意識できるようにして学習を進めてい

きたい。また，場面に合致した思考スキルの選択・活用によって，より良い解を導こうとする

態度も必要である。

（2）子どもに共有させておきたいこと

ICT一般化による多種の機器を活用できる環境を整備するとともに，それらを十分に活用

できる能力を養っていきたい。同様に，適切な思考スキルの選択と実際に活用できる能力を高

めておく。

4関係づけ再構成する手だて

（1）タブレット活用による情報収集

iPadにおける高い情報収集能力に加え，ロイロノートでは必要な資料を直感的に整理するこ
とができる。カードを並び替えながらアイデアを関係づけていくことにより，論理的思考も高
まる。

（2）タブレット活用による効果的な資料提示

ロイロノートによるプレゼンテーションは，作成段階の操作が極めて簡便であり，意図を伝
えやすいものを作成することができる。また,AppleTVによる無線接続は発表者が変わる際の
タイムラグがほとんどないため，思考が分断されることなく行うことができる。

（3）思考スキルの活用

各学習活動において適切な思考スキルを用いることにより，スムーズに情報を整理すること
ができる。アイデアを分類するXチャート，系統化・順序化を図る5×5法において，アイデ
アの関係付けが進む。
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6第2日授業⑤（第2次中3時）4の3教室

（1）本時のねらい

石川の将来像について発表したものを聞き合いより良いものに高めることで県への認識を

深めることができる。

(2)使用機器iPadS台デジタルテレビAppleTV

(3)展開
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４
卓
画
一 三な活動と内容

韮
耳 き合いにかか；つる弓三だて

1県内の特色を調べよう(S時間）

○自然について調べよう

・海辺のまち山地のまち

○産業について調べよう

・伝統工芸ハイテク技術
○観光について調べよう

･兼六園などの景勝地温泉街

2石川県の未来を考えよう（5時間）【本時】

○アイデアを発表し合いより良いものにしよう

iPadによる効率的な情報収集
により具体性をもって関係づ

けが進む

ロイロノートによるプレゼン

は理解しやすく思考の再構成
も簡便に行うことができる

タブレット活用による！
■
ロ
．
。

室
弓 報1又参

＝
一

一

こ

学習活動と子どもの思考の流れ 時 関係づけ再構成する手だて

＜石川の未来について新しいアイデアを出そう＞

1石川の将来像についてのアイデアを発表する
10

○ロイロノートのプレゼンを提示しながら発表する

・伝統工芸は県の宝伝え発展させるには…！

。おいしい食べ物さらに安全をアピールできる県に

・新幹線が開通しますこのチャンスを生かしましょう

f
4今後について話し合う

･具体的に発信しよう H

ロイロノートによるプレ

ゼンを見て自分のアイ

デアと共通する点や相反

する点を見つける

原署叉手兀あ落司
アイデアを分類するXチ

ャートを活用し関係づ

けを図る

結合改善されたアイデア

を即時発表することによ

り新たな関係づけを誘

引する

みんなのアイデアを合わせて新しいアイデアが生まれた

タブレット活用による効
果的な資料提示

タブレット活用による効
果的な資料提示
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